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Hello. 
We are the special investigator of UAA. 
ls there an Alien in your House? 
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本 書 は 、 ウ チュ ウジ ン の 手 に よっ て 記録 きれ た 「 ダ イマ ・ オ ー ケ 」 
の 乗客 救出 報告 書 を 、 し か る べき ウチ ュ ウ 開発 研究 所 が 翻訳 ・ 
発表 し た と いう 体 示 を と 0 まし た 。 し た が っ て | ウチュウ ン ン が 人 
っ て いる 言語 を 完全 に 理解 する こと は 無理 で ある 」 と いう こと を 
演出 し た か っ た た め 、 多少 読 みにくい 部 分 も ある か と 思わ れ ま 
す 。 また 、 ゲー ム 中 で は 絶対 に 不可 能 な 行動 を 、 さ も る で きる か の 
よう に 表現 し て いる 箇所 も あり ます が 、 その 辺り も ウチ ュ ウ ジン の 
考え て いる こと と し て 、 まじ め に 受け 取ら ぬ よ う ご 本 了 天 くだ さい 。 
と くに 設定 の 一 部 に 関し て は 、 編集 部 が ゲー ム お よび ラフ デリ ッ 
ク か ら の 資料 を も と に 独自 に 製作 し て お り 、 オフ ィ シ ャ ル の 設定 と 
は 異な る 場合 が あり ます 。 


「 ダ イマ ・ オ ー 号 乗客 救出 作戦 穫 行 マニ ュ ア ル 」 

ゲー ム の 基礎 知識 を 、 ウ チュウ ジン が 探索 に 出る 際 に 使用 し 
た 「 救 出 作戦 を 完遂 する た め の マ ニュ アル 」 と いう 体裁 を と っ て 
紹介 し て いま す 。 そこ で 使用 きれ て いる イラ スト は ゲー ム 中 の 喘 
像 と は 異な っ て お り 、 シス テム に 関す る 説明 も ゲー ム を プレ イ す る 
に あたっ て 必要 の な いこ と が 書か れ て いる 部 分 も あり ます 。 


[ダイ マ ・ オ ー 号 乗客 救出 報 涯 書 」 

各部 屋 の 24 時 間 に わ た る 出来 事 を 、 一 時 間 単 位 で まとめ た 
報告 書 と いう 形式 で 解説 し まし た 。 また 、 救助 すべ き 乗 客 の リス 
| も 掲載 し て いま す 。 7 バ パート の 住人 に 関し し は 、 ウ チュ ウシ ン に 
よる 観察 日 記 と いう スタ イル で 紹介 し まし た 。 各 項目 を リン タク させ 
て 読む こと に より “ば ぱっち シー ン " が わか る よう に な っ て いま す 。 こ 
の 章 に 関し て は P.16 に も 詳し い 説明 を 載せ まし た 。 


[ダイ マ ・ オ ー 号 乗客 救出 報告 書 」 に 対す る 政府 公式 見 怪 」 

この 書籍 を 翻訳 し 、 出 版 し た 民間 の ウチ ュ ウ 事業 団 も ちろ ん 
架空 で す ) が 代理 と な っ て 、 政府 公式 見 解 を 伝え る ペー ジ で す 。 
ゲー ム 中 の 舞台 で ある アパ ー ト を “X 並 "と し 、 そ こ で 起こ っ た 事 
件 を 政府 の さる 機関 が 解明 に 乗り 出し た 経緯 、 研究 の 動向 、 文 
書 発見 後 の 題 末 に つい て 書き 記し て あり ます 。 


巻末 の 袋 と し に は 全 ば っ ち シ ー ン が 掲載 され て いま す の で 、 ゲー 
ム が どう し て も 行き 詰まっ て し まっ た 方 は こち ら を ご 覧 くだ さい 。 


1999 年 6 月 24 日 ファ ミ 通 書籍 編集 部 
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文書 が 発見 され た 当時 の 新聞 


文書 の 発見 を 喫 ぎ 付け た マス コミ が 、UFO が 墜落 し た と 誤報 。 情報 の 
錯乱 を 防ぐ た め 、 政府 は 公式 に 翻訳 する こと を 発表 せ さ る 得 な か っ た 。 


へ び つ か が い 座 に 向け て 航行 中 の 「 ダ イマ ・ オ ー 号 」 が その 忌 を 絶ち まし た 。 広報 部 、 営業 部 、 通信 技術 
促進 部 の 間 精鋭 スタ ッ フ の 調査 に より 、 ダイ マ ・ オ ーー 号 は 墜落 が 確認 され まし た が 、 乗客 は 全員 無事 の 模 
様 で す 。 そこ で 今回 あな た が 果たす べき 任務 は ダイ マ ・ オ 一 号 の 乗客 50 名 の 救出 に な り ま す 。 


状況 に つい 


墜落 し た の は 最新 型 コ スモ バス 
「 ダ イマ ・ オ ー 号 」(W) で す 。 墜落 
先 は チャ ハヤ 星系 (@) の 第 3 惑 
星 チ キュ ー に ある 、 チキ ュー 人 が 
アパ ー ト と 呼ぶ 横穴 式 住居 (@) 
で 、 その 建物 内 に 乗客 は 遭難 し 
て で いま す 。 し か し ラロ ン ガ スズ と 
電磁 波 の 影響 で 、 我々 に も チキ 
ュー 人 に も 乗客 の 姿 を 肉眼 で 確 
認 で きま せん (@)。 この こと が 
救出 活動 を 非常 に 困難 に し て い 
ます 。 また 極秘 司令 で も ある た 
め 、 大 々 的 な 作戦 を 取る こと が 
で きず 、 救出 活動 は 慎重 に 進め 
な く て は な り ま せん 。 


チャ ハヤ 旦 系 は 、 ウチ ュ ウ 連合 に も 属し て いな い 辺 境地 域 で 、 知 的 生命 体 の 確認 が され て いる の は チキ ュー と 
カセ ー だ け で す 。 チキ ュー に 生息 する 生命 体 の 知能 レベ ル は 、 葉 々 に 比べ て 低く 、 か な り 暴 力 的 で す 。 
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し 


中 に つい て 


アパ ー ト 内 に 潜入 し 、 乗客 の 姿 を 撮影 し こく る の は あな た ひと り で す が 、 つね に チキ ュー 上 空 に サポ ー ト 
の た め の 母 船 が 待機 し こい ます 。 救出 活動 は この 母船 アバ ー ト の 行き 来 を 繰り 返す こと に な り ま す 。 母 
船内 の 加 施設 、 器材 の 機能 と その 使用 方 法 を よく 理解 し 、 救出 活動 を 円 滑 に 行なっ つて いき ましょ う 。 


才 


和 失 メイ ン モ ニタ ー ③ 乗客 リス ト 


次 の 見 えな い 乗 客 は 、 頭 に つい 
て いる 「 コ スモ スキ ャ ナー」 ( 代 ) 
を 使い 、 撮影 する こと に よっ て 
確認 し 、 救出 し ます 。 乗客 が い 
る 地点 で は 必ず 、 な ん ら か の 現 
家 が 起き ます 。 そう いっ た 地点 
を 撮影 し てい きま し ょ う (@)。 
撮影 し た 映像 は マザー に 解析 し 
て も らい ます ()。 解析 し た 映 
像 が マザー に よっ て 「 ば っ ち シ 
ー ン 」 (P.12 参 照 ) と 判断 され た 
ら 、 母船 か ら の 「 レ スキ ュー ビー 
ム 」 ( ) で 、 乗客 は 保護 され ま 
す 。 これ を 繰り 返し て 50 名 の 乗 
客 す べ て を 救出 し て くだ さい 。 


アパ ー ト に 移動 する 際 は 、 こ こ で 移動 先 の 部 屋 
と 時 間 を 指定 し てこ くだ さい 。 アパ ー ト か が から の あ 
な た の 呼び 掛け に 対し て は ここ で 応え ます 。 詳 
細 は P.8、 1 1 を ご 覧 くだ さい 。 

釣 ボス 専用 回 線 モ ニタ ー 

作戦 司令 記 で ある ボス と の 交信 を 行ない ます 。 
メイ ン モ ニタ ー の 色 の 変更 、 サ ウン ド の ステ リ 
オ 、 モノ ル ラ の 切り 替え も ここ で 、 で きま す 。 
詳細 は P.13 を ご 覧 くだ さい 。 
マザー ルー ム へ の 入口 

作戦 任務 に つい て の 説明 、 写真 解析 、 作戦 遂 
行 の た め の ア ドバイ ス な ど を 行なっ て くれ る 
マザー が いる 部 屋 へ の 入口 で す 。 

和 乗客 用 ベン チ シ ー ト 

あな た が 救出 し た 乗客 は ここ に 座り ます 。 50 
名 分 の シー ト し か が 用意 し て あり ませ ん 。 


救出 し た 乗客 の リス ト は ここ で 確認 で きま す 。 
未 救出 の 乗客 で も 、 写真 に 変 が 写り 、 それ が マ 
ザー に よっ て 乗客 と 判断 され た ら 、「 レ スキ ュ 
ー ま だ 」 と し て リス ト ア ッ プ ざれ て いき ぎ きま す 。 
ここ で 確認 で きる 特徴 か ら ば っ ち シ ー ン を 推 
理 し まし ょ う 。 詳細 は P.13 を ご 覧 くだ さい 。 
Q 転送 装置 

メイ ン モ ニタ ー で 行き 先 を 決定 し た ら 、 中 央 
の 円 形 部 分 に 乗れ ば アパ ー ト に 転送 され 、 帰 
還 の 際 も 、 こ こ に 戻っ て くる こと に な り ま す 。 
また 、 乗客 も ここ に 転送 べ れ て きま す 。 

包 セー ブ 装 置 

救出 活動 を 途中 で 記録 する 際 に 利用 し ます 。 
プレ イス デー ショ ン 本 人体 に メモ リー カー ド が さ 
さっ て いる こと を 確認 し て か ら 、 円 形 部 分 に 乗 
っ て 「 セ ー ブ を する 」 を 選ん で くだ さい 。 


「 ば っ ち シ ー ン 」 と は 乗客 の 特徴 的 な 瞬間 を 撮ら えた 映像 で す 。 彼ら の 特徴 は 母船 内 の 乗客 リス ト に 載っ て ます 
の で 、 そ こ か ら ば っ ち シ ー ン を 推測 し て くだ さい 。 と こき に は じっくり と 待ち 続け る 必要 も ある か も し れ ま せん 。 


救助 活動 を 開始 する 前 に 各 施 設 の 機能 を 確認 し まし ょ う 。 また 、 母船 内 の 移動 は 瞬間 移動 が 使え ます 。 チキ ュ 


ー 上 は 重力 の 影響 で 動き が 遅く な り 、 いら いら する の で スト レス が 溜まり が ち で す 。 ここ で 発散 し て くだ さい 。 


/// 


あな た の 救出 活動 を サポ ー ト する スタ ッ フ た ち は 、 母船 内 に 待機 し こい ます 。 誰が 欠け て も 作戦 に 支障 
を ざた し ます の で 、 船内 を くま な く 歩 ぎ き 回 っ て 全員 いる か 確認 し 、 挨拶 を し て お きま し ょ う 。 お 互い に 友 
好 な 関係 を 築い て お け ば 、 救出 活動 も スム ー ズ に 行なえ 、 気持 ちよ く 仕 事 が で きる は ず で す 。 


作戦 の 総司 令 官 で す 。 船内 に は い 
ませ ん が 、 ボス 専用 回 線 で つね に 


の つなが っ て いま す 。 偉 そ う で す 。 
マザー 


マザー ルー ム に いま す 。 ボス 
に よっ て プロ グラ ム さ れ て お 
り 、 写真 の 解析 、 アド バイ ス を 
し て くれ ます 。 て か て か で す 。 
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\ ス の ヒシ ョ で す 。 あな た の ヒ 
ショ で は あり ませ ん 。 ボス 専用 
回 線 を 通じ て コン フィ グ の 調整 
を お 願い で きま す 。 美人 で す 。 


くれ る 人 


メイ ン モ ニタ ー 担 当 : デブ 護 メイ ン モニ ター 担当 : リ ー ダ ー 財 識 メイ ン モ ニタ ー 担 当 : 新 米 
メイ ン モ ニタ ー の 左 に いま す 。 メイン モニ ター 中 央 に いま す 。 ほ メイ ン モ ニタ ー 右 側 に いま す 。 
的 確 な アド バイ ス を くれ ます 。 か の ふた り を を 統率 し て いま す 。 新人 な の で や や 緊張 気味 で す 。 


06905RR52RRS が RRBNROSSDR3290oy 


乗客 リス ト 担当 ・ メガ ネ 


乗客 リス ト の 前 に いま す 。 
時 及 資料 整理 の 達人 で 、 そ の 
aa アグ 腕 は ウチ ュ ウ いち で す 。 


EEE 


ボス 回 線 の 右側 に いま す 。 
彼女 に つなぐ こと の で き 
な い 回 線 は あり ませ ん 。 


上 記 ス タッ フ の 代理 は 存在 し ませ ん 。 つま り 救 助 隊員 は あな た を 含め 6 人 し か いな い の で す 。 母船 が チキ ュー 
人 に よっ て 撃ち 落と され な いよ う 、 アパ ー ト 内 で は チキ ュー 人 の 感情 を 刺激 せ ず 、 慎重 に 行動 し まし ょ う 。 


MU 
0 | 


50 名 の 乗客 が 遭難 し て いる アパ ー ト へ の 移動 方 法 に つい て 説明 し ます 。 この 移動 方 法 を 理解 し な いと 救 
出 活動 が 円 滑 に 進み ませ ん 。 また 、 宇宙 空間 を 瞬間 的 に 移動 し て いく た め 、 不用 意 な 行動 は 事故 の も と 
に な り ま す 。 不 注意 か ら 命 を 落と し た 隊員 も 数 多く いま す の で 、 よく 読み 、 し っ か り と 理解 し て くだ さい 。 


メイ ン モ ニタ ー で 簡易 アバ ー ト 
(の ) を 開き ます 。 カー ソル を 
動か し て 部 屋 を 決定 し まし ょ う 。 
次 に 、 簡易 アパ ー ト 図 下 部 の タ 
イム ゾー ン で 時 間 を 決定 し て く 
こさ い 。 決定 後 は 、 自動 的 に ア 
パー ト へ 送ら れ ま す (@)。 


て 着地 する 瞬 間 は 、 転移 が 成功 し た か どう か スタ ッ フ が 固 嘩 を 飲ん で あな た の 行動 に 注目 


アパ ー ト へ 転移 され ィ 
し て いま す 。 か っ こい い ポ ー ズ で 転移 の 成功 を アビ ピール し まし ょ う 。 


代表 的 な 着地 ポー ズ 


各部 屋 に お いて 活動 で きる の 
ば 、 あま エー で の 一 白 , やま 
24 時 間 で す 。 た だ し 、 は じ め は 
の よう に 移動 で きる 部 屋 と 時 
間 は 限ら れ て いま す 。 これ は 乗 
客 を ひと り 救 出す る ご と に 自動 
的 に 増え て いき ます (@)。 こう 
し て 増え て いっ た 移動 可能 な 時 
間 帯 は 点線 で 示さ れ 、 す で に 移 
動 し た あと の 時 間 帯 や 乗客 を 救 
出し た 時 間 は 実線 で 表示 され ま 
す ()。 また 、 移動 先 に 乗客 が 
いる が 未 救出 の 場合 、 そ の 時 間 
帯 は 波打ち ます ( 仙 )。 


] 回 の 移動 で は 、 1 時 間 し か 活動 で きま せん 。1 時 間 が 経過 する と 母船 か ら 強 制 的 に 通信 が 入り 、 帰還 か 続け 
て アパート を 探索 する か 選 県 こと に な り ま す 。 ちな み に チ キュ ー の 1 時 間 は 、 ら コ スモ 分 に あたり ます 。 


アバ ー ト 内 で 乗客 救出 活動 を 進め て いく 手順 に つい て 説明 し て いき ます 。 ここ で の 行動 が 救出 作戦 の 成 ァ パ ー ト 内 に お いて 、 母船 と の 交信 は 基本 的 に 図形 を 使っ た テレ パシ ー ( 思 訪 転 送 ) を 使う こと に な り ま 


の RA また チキ ュー 人 と 接触 し こし まう 可能 性 が 非常 に 高い で す す . これ は 受け 手 と 送り 手 の 意思 疎通 が 重要 と な る 行為 で す 。 母船 へ の 帰還 と いう 宇宙 空間 の 転移 に も 
の で 、 暴れ る 、 色 鳴 る 、 宴会 を 開く な ど 、 必要 以上 に 派手 な 行動 は 慎み まし ょ う 。 関係 し て いる の で 、 十分 注意 し て くだ さい 。 


メイ ン モ ニタ ー の 図形 に つい : 


UFO 
母船 に 帰 世 す る 意志 を 示 
す 図 形 で す 。 アパ ー ト 内 


ー ト へ 移動 し た ら 、 むやみ や 
た ら に コス モス キャ ナー で 撮影 
し て も 、 効率 が 悪く 、 フィ ルム を 


APART 
部 屋 、 時 間 を 移動 する 意 
志 を 示す 図形 で す 。 部 屋 


無駄 に し て し まい ます 。 まず 移動 で 1 時 間 経 過 し た 場合 と 時 間 の 選択 方 法 は 「 ア 
先 の 状況 を し っ か り と 観察 し は 、 こ れ か APAHT し か パー ト へ の 移動 」(P.9) 

(⑯)、 怪 し いと 思わ れる 瞬間 を LN ん を 月 じ で 9 

待ち まし ょ う 。 目 を 配る 点 は 多 PHOTO BYEBYE 


岐 に わた り ます が 、 と くに チキ ュー 人 の 行動 、 動物 た ちの 反応 (@) に 注意 し て くだ さい \。 画面 左上 
に 吉 わ れる コス モ セ ン サ ー (5-2 参 照 ) も 利用 し まし ょ う 。 こう し て 1 時間 じっくり 観察 し た ら 、 再 
び 同 じ 部 屋 と 時 間 に 戻り 、 先 の 観察 で 怪し いと 思わ れ た 点 を 撮影 する の が も っ と も 確実 で す 。 


母船 を 呼び 出し た あと 
に 、 交信 を 終わ ら せ る 意 
志 を 示す 図形 で す 。 交信 
が 通じ て か ら で な いと 使 
こと は で きま せん 。 


最後 に マザー が 解析 し た 
フィ ルム を 確認 する 意志 
を 示す 図形 で す 。 アバ パー 
ト 内 で の 呼び 出し で し か 
使え ませ ん 。 


チキ ュー 人 に あな た の 姿 が 見 えな いと いっ て 、 目立つ 行動 は し な いで くだ さい また こ と 
あな た 。 また 、 チキ ュー 人 に いた ずら 
する と コス モ 戦 争 に 発展 する 恐れ が あり ます 。 彼ら の 科学 力 は 低い の で す が 、 その 凶暴 性 は 無視 で きま せん 。 


母船 と は 、 上 で 紹介 し た 図形 
だ け を 使い 、 そ れ を 送っ て 交 
信 し ます 。 母船 を 呼び 出す 手 
順 で す が 、 ま すず 両手 を 掲げ 、 
手 の 先 を 光ら せま す ( 夫 )。 次 
に 4 つの 図形 の うち どれ か を 
思い 浮か べ 、 強く 訪 じ ひま し ょ う 
(@)。 母船 側 は メイ ン モ ニタ 

で 思念 を 受け 取り (…)、 送 
り 手 の 意志 に 応じ た 装置 を 作 
動 さ せ ( ゆ ) て くれ ます 。 


な る べく も の か げに か くれ て チキ ュー 人 に 危害 を 加え な い | 開 
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思念 を 送る 際 は 、 雑 念 を 取り 払い 完全 に 集中 し て くだ さい 。 少し で も 別 の 訪 が 混ざる と 思わ め ぬ 事 故 を 拍 き ます 。 
決め られ た 図形 以外 の 思念 は 、 母船 の 方 で は まっ た く 受 け 付 けら れ ま せん 。 


コス モ セ ン サ ー( 夫 ) : モ ニタ ー 左 
上 に あり 、 表示 され て いる エリ ア 
内 に 乗客 が いれ ば 反応 し ます 。 
コス モカ ウン ター( 角 ) : モニ タ 
一 右上 に あり ます 。 活動 可能 な 
残り 時 間 を 表わし 、“3" “2" “1" 
と カウ ント ダウ ン し て いき ます 。 


コス モ セ ン サ ー は 乗客 の 数 まで は わか り ま せん 救出 後 の 時 間 帯 で も コス モ セ ン サ ー に 反応 さら に 
o ー ぃ が あれ ば さら に 
別 の 乗客 が いる と いう こと で す 。 コス モカ ウン ター ー の 表示 間隔 は 30 コ スモ 秒 ご と に な っ て いま す 。 な 


乗客 救出 の た め の 撮 影 装置 が 、 あ な た の 頭 に つい て いる コス モス キャ ナー で す 。 これ を 使っ て 撮影 し た 
映像 を マザー に 解析 し て も ら う こと に よっ て 、 肉眼 で は 見 えな い 乗 客 を 写し 出す こと が で きま す 。 か な り 
の 精密 機械 な の で 取り 扱い に は 十分 注意 し 、 し っ か り と 使用 方 法 を 理解 し こく だ さい 。 


まず フレ ー ム を 開き ます ()。 
開い た フレ ー ム を 怪し いと 思わ 
れる ポイ ント に あわ せま し ょ よう 。 
それ か が から シャ ッ タ ー を 押せ ば (@) 
撮影 終了 で す 。 再び 撮影 する に 
は フレ ー ム を 開く こと か ら 始 め 
ます 。 コス モス キャ ナー は 一 度 
に 10 枚 し か 撮影 で を ませ ん 。 フィ ルム の 残 数 は フレ ー ム の 下部 に 、 黒い 長方形 の 目 も り ( 1 枚 取 
る ご と に 減っ つて いく ) で 表示 され 、 0 に な る と 強制 的 に 母船 へ と 帰 世 さ せら れ ま す 。 


コス モス キャ ナー に 連射 機能 よ まつい て いま せん 。 フレ ー ム は 0 一 3 メー トル の 範囲 内 で 上 下 左右 どちら に も 動 
が せま す 。 フ ラッ シュ が 自動 的 に た か れ ま す が 、 こ れ に よっ て チキ ュー 人 に 気づか れる 心配 は あり ませ ん 。 


撮影 し た 映像 を 持っ て マザー ル 
ー ム に 行く と 、 自動 的 に マザー 
の 体内 に 映像 が 運び 込ま れ 、 解 
析 が 始ま り ま す ( 欠 )。 マザー は 1 
枚 ず つ 映 像 を 見 て いき 、 ばっち 
シー ン が あれ ば 、 その 乗客 が 誰 
で ある か を 教え て くれ ます 。 そ 
の あと で レス キュ ー ビ ー ム の 照射 が マザー に よっ て 命令 され (@)、 乗客 が 救出 され ます 。 ば っ ち 
シー ン で な い 場 合 、 マ ザー は 「 ニ ュー フェ イス 発見 」 と 言い 、 乗客 リス ト に 登録 し ます 。 


乗客 の 特徴 的 な 瞬間 を 捉え た 映 
父 を ば っ ち シ ー ン ( 朝 ) と いい ま 
す 。 これ が 撮影 で を な けれ ば 乗 
客 は 救出 で き な い の で す 。 また 、 
特徴 的 な 瞬間 で あっ て も 乗客 の 
全体 像 が 確認 で き な い (@) 場合 
は ば っ ち シ ー ン と は な り ま せん 。 


特徴 的 瞬間 が 複数 必要 と な る (つま り ば っ ち シ ー ン が 2 枚 以 上 ある ) 乗 客 も いま す 。 その 場合 、 救出 する に は す 
べ て の ば っ ち シ ー ン を 撮影 し な く て は いけ ませ ん 。 乗客 リス ト で 確認 し て くだ さい 。 


車 富 リ スト に 書か れ た 特徴 と いう 欄 が ば っ ち シ ー ン の ヒン ト に な る の で 、 こ こ か ら ば っ ち シ ー ン を 推理 し ま 
』. た だ し 、 一 度 で も その 姿 を 写真 に 写し て いな いと 、 この リス ト に は 登録 され ませ ん 。 コス モ セ ン サ ー 
や アバ ー ト の 観察 結果 か ら 居 場所 を 見 つけ 撮影 し 、 見 切れ で も いい の で と に か が く 乗 客 の 次 を 写し まし よう 。 


レス キュ ー さ れ た 乗客 は 「 レ スキ 
ュー ずみ 」 と し て リス ト に 登録 さ 
れ ま す 。 乗客 リス ト 前 ( 夫 ) で 、 リ 
スト を 呼び 出し 、 カ ー ソ ル を 「 レ 
スキ ュー ずみ 」 に あわ せ 決 定 。 す 
る と @ の 画面 に な る の で 、 左右 
に スク ロー ル さ せ て くだ さい 。 


ば っ ち シ ー ン で は な い 場 面 を 撮 
影 し た り 、 複数 ある ば っ ち シ ー 
ン の すべ て が 取れ て いな い 状 態 
の 乗客 は 「 レ スキ ュー まだ 」 ( 夫 ) 
に 登録 され ます 。 この リス ト で 
は 撮影 し こい な い 特 徴 が 灰色 で 
表示 され ます (@)。 


(リー 
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ボス と は 専用 回 線 で 話 が で きま す 。 専用 回 線 モ ニタ ー の 前 に 立て ば 、 自動 的 に つなが り ま す 。 た と し ポ 
ス は 非常 に 忙し い の で 、 ボス か ら よ び か け て くる と き 以 外 に 、 通信 で 会 話す る こと は で き な い で し ょ うつ 。 
ボス 不在 の 際 は ヒシ ョ が 応対 し て くれ 、 メイ ン モ ニタ ー の 色 や サウ ンド の 変更 が 行なえ ます 。 


ン フ ィ グ に つい て 


(@) : ボス か ら の 呼び 出し 
は の よう マー クツ ク で すず 

コッ フィ ダグ (人 ) メイン モニ タテ 
の 多 紅 コン ピー ダー カラ ー で 、 
三種 類 の 色 か ら 選 択 で き 、 サ ウ 
2 人 人 ウ ンド アウ ト ジ ッ トド で スス 
テリ オ 、 モノ ル ラ を 変更 し ます 。 


これ まで 説明 し て きた こと を 踏ま えて 、 実際 に 救出 し こみ る た め 、 アパ ー ト に 乗り 込ん で み ま し ょ う 。 まず 
は 、 最初 に 行け る ゾー ン 、 201 号室 の AMO:00 を 例 に 説明 し ます 。 ここ で 乗客 救出 まで の 流れ を 把握 し 、 
学 後 の 活動 に お ける 指針 と な る 基本 を 学ん で くだ さい 。 準備 が で きた ら 、 さっ そく 救出 に 向かい まし ょ う 。 


に アァ 第 きみ 発 飛 十 。 有 
まず 最初 に 行け る 20 1 号室 の れ パ 2 ら チ 見 行 数 
AMO:00 を 選び ます 。 部 屋 に 着 に | 章 に さき 物 年 
1 Maela まゆ 上 は し られ 体 前 
き 、 し ば らく する と 右 の 壁 穴 か ら り 内 いそ ジ た が の 内 
ネズ ミ が 現われ ()、 左 に 歩い 有 人 本 が 文 浮い 
て いき ます 。 で す が 、 途 中 で な に パ 54 史 客 20 書 遊 ) と 
か に びっ くり し て 引き 返し (@)、 時 数 た 人 1 上 
今度 は 仲間 3 匹 を 連れ て 現われ 内 り 出 し FU り い 藻 | | 
まし た 。 先ほど ネズ ミ が 驚い た 部 流 る ア も ァ な 人 4 
地点 を 取り 囲み 、 騒 いで いま す 。 た る た が か 及 だ は 
その 地点 を 撮影 し まし ょ う (⑥)。 全 記 め ト f (し は の 
そし て 、 その 映像 を マザー に 解 わ 隊 計 内 て 内 け 乗 
析 し て も らい ます 。 する と そこ に れ 乗 0 で か に 目 
は 「 リ トル マン ボ 」 の ば っ ち シ ー Mt 全 : 拓 に に と 失 ジコ 
ン が 写 さ れ て お り (@)、 無 事 救 だ まき て: 
出す る こと が で きる で し ょ う 。 ェ ス れ ま が ょ ふわ 
本 だ な わ ね] 師 
人 儲 の 呈 せ 
ちる 表 た の る 
救出 活動 は 、 各 部 屋 で と に 24 時 0 ウ 禁 - に た 生 . 。 あ 
間 の 猫 予 与え られ て いま す 。 で | に る し ょ 起 る っ 
す が 、 ひ と つの 部 屋 を 24 時 間 続 AN 昌 | 時 2 2 の | 加 | 
け て 救出 活動 を 行なう こと は で 本 や 本 | 
きま せん 。 最初 に 行け る 部 屋 は い 衣 | を 。 い | 三 」 | 
1 0 号室 の AMO0:00 時 (⑱) で | 加 だ 
す 。10-1 の 手順 で り ト ルマン ボ “ で 
を 救出 する と 、 廊下 の AMO:00 の 
が オー プン (@) し ます 。 そこ で は 紀 


ふた り の 乗客 が 救出 で き 、 203 
号室 と 105 号 室 の AM0:00 と 
AM1:00(@、 @⑯) が オー プン と 
な る の で す 。 オー プン ゾー ン は の Unidentified fiying objec 
乗客 ご と に 決ま っ て お り 、 救出 す NM Encyclopedia 

る こと に よっ て 開い て いき ます 。 kN 
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以上 で 、 救出 任務 の 遂行 に あたっ て 覚え て お か な けれ ば な ら な い 事項 の 説明 は 終わ り で す 。 N 間 
この マニ ュ ア ル を よく 読み 、 救出 作戦 を 完遂 し まし ょ う 。 救出 作戦 終了 後 は 、 アパ ー ト 内 の “ 


. 識 [ | 発見 文書 の 翻訳 お よび 研究 を 行なっ た 政府 機関 の 本 部 ビル と 、 発 見 文書 の 究 訳 
ど 4 時 間 に わ た る 救出 状況 の 報告 書 を 加 部 屋 こ と に まとめ て 、 提出 し こく だ さい 。 し | 本 名 国 の 機関 が 用 意 し た ウチ ュ ウジ ン に 関す る 極秘 書類 、 
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UCPGC 調 査 報 告 [ 


備 幸 で の エリ ア で の 


イッ ク 才 出入 。 


PART 1 アバ パート 部 屋 別 報告 書 ーー 
各部 屋 で 24 時 間 に 起 こっ た 出来 事 を 1 時 間 単 位 で 報告 し 
て いる 。 救出 活動 は 一 部 屋 を 24 時 間 連 続 で 行なう こと は 
で き な い の で 、 作戦 終了 後 、 部 屋 ご と に まとめ られ た の だ 
ろう 。 その 際 、 組織 全体 が チキ ュー 独自 の 文化 に つい て 学 
習 し た らし く 、 線香 、 仏壇 な ど と いう 言葉 が 使わ れ て いた 。 


FT 馬 17 (「TT 細 
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PART2 乗客 個別 リス ト PART さ ③ アパート 住人 の 観察 日 記 


ダイ マ ・ オ ー 号 に 乗っ て いた 50 名 の 乗客 に 関す る 個人 情報 救出 隊員 が フ アパ ー ト の 住人 を 観察 し 書き 留め た ノー ト 。 興 
を まとめ て ある 。 お そら く 救 出 作戦 遂行 に お ける 参考 資料 味 深い の は 、 日 記 で は チキ ュー 人 の 行動 に 驚い て いる が 、 
と し て 用 意 さ れ た も の だ ろう 。 救 田 で きる 時 間 ま で 予想 さ 報告 書 に は な ん の 説明 る 入っ て いな いこ と 。 彼ら が 報告 書 
ky に 値する 。 乗客 で ある ウチ ュ ウ ジン た ち を 作る た め だ け に 我々 の 文化 を 学習 し た の で は な く 、 非常 
態 、 特徴 を 知る 上 で 非常 に 有効 な 資料 と な っ て いる 。 に 興味 を 持っ て アプ ロー チ し て いた こと が これ に より わか る 。 


礎 CCSMO AIRLENES = z pm 
DATMAO 178 力 )eosMo_AinriNs 方 とう ゃ ん 


UNIVERS AIRLINES ct 男 


ト 湖 の 剛司 用 し た 人 昌和 を 入学 し た 
これ ちの 條 は 調和 層 の 一 生ま だ うろ 
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9 ホー セン 
サー マン 3 
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フナ ル ジ ャ ー ros モッ クン 9 の 
ッ ピ カ 06 モジ ド ハ ンド ーー ルー ーー 
の r07 モン ティ *m |] フラッ トウ ッ ズ 


f COSRO AIRLTY 色 
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PART1 プ バー ト 部 屋 別 報告 書 
9 も 釣人 せ みみ 96 時 系 6 
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NNNNNNt パ パパ NN 


過 有 所 wb/ 


bu 


| サラ リー マン の 男 が 、 ひと り で 居住 し て いた 。 こ | 
]) 1 | 52-57 | の 男 の 行 動 様 式 は いた っ て お と な し か っ た 。 部 
/ | 屋 に は 、 目 覚まし 時 計 が 置い て あっ た の で 、 乗 


Da9e に 
客 救出 の 際 、 非常 こと 役立っ た 。 


チキ ュー 人 が 暮らす 横穴 式 住 居 ーー 
救出 作戦 遂行 時 に 観察 され た 各部 屋 の 状況 を 報告 する 前 に 、 あらため て アパ 
ー ト の 構造 自体 を 説明 する 。 50 名 の 乗客 が 遭難 し て いた アパ ー ト は 、 壁 で 仕 
切ら れ た 部 屋 が 上 下 に 4 つ ず つ 、 計 8 部 屋 あ っ た 。 この ほか 「 廊 下 」 と 総称 され 
る 部 屋 どう し を 行き 来 す る た め の エ リア や 、「 屋 上 」 と 呼ば れる エリ ア も 存在 し た 。 
部 屋 の ドア に は すべ て 、 3 ケタ の 番号 が 割り 振ら れ て お り 、 これ を 見 て 各部 屋 の 
居住 者 が 部 屋 を 区 別 す る よう に な っ て いる 。 だ が 、 チキ ュー で は 十進法 が 用 い 
られ て いる こと が 調査 に より 明らか に な っ て いる に も 関わ ら ず 、 な ぜ か 「104] 
「204」 と いう 部 屋 番号 は 存在 し な か っ た 。 


| | 画家 が 居住 し て いた 部 屋 。 部 屋 の 中 は 画材 や 

| 58 一 63 | 絵の具 な ど で 雑 然 と し て お り 、 薄 暗く 、 汚 な い 。 観 
| 察 中 、 画 家 が 何者 か に 突然 連れ 去ら れ 、 傷 だ ら 

け で 戻っ て くる と いう 事件 が 起こ っ て し まっ た 。 


0 と 


EN 


NN ゾ バ ん A 


呈 有 用 P) 


| 若い OL が シロ ネコ と 一 緒 に 生活 し て いた 。 睡 
64ー6 の | 眠 を クロ ー ゼ ッ ト の 中 で と っ て いる の が 謎 で あ 

| る 。 ま た 外出 前 に この OL は 、 化粧 と いう 方 法 
で 自ら の 顔 を 変身 させ て いた 。 
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203 


得 所 名 


運動 好き の 男 が 居住 し て いた 。 体 を さま ざま な | 

具 で 鍛え て いる こと が 確認 で きた 。 最初 は 貸 | 
弱 な 体 だ っ た の に 、 突 然 ム キム キ の 筋肉 質 に | 
変化 する と いう 場面 も 見 られ た 。 


部 屋 別 報告 書 の 見 方 


VEIwPOINT OF THE REPORT IN TERMS 0F THE ROOM 


部 屋 と 部 屋 を つない で いる 、 特 別 な エリ ア 。 撮 
| 加 ロ | 角 な 範囲 が 広く 、 チ キュ ー 人 の 出入 り が も 
page | っ と も 激しかっ た 。 乗客 も また 活発 に 動い て お 

| り 、 こ こ で か な り の 数 を 救出 する こと が で きた 。 


RNN 


に 0 


| お と 一 ちゃ ん 、 お か 一 ちゃ ん 、 む すこ の 3 名 が 居 
の 8-ー33 | 住 し て いた 。 家族 な の だ ろう が 、 仲 む つま じ く 生 

| 活 し て いる と は 言い 難い 。 不思議 な 緊張 感 の 
ある 関係 が 観察 で きた 。 


RRBHRHRRRBRRRSESRRRSEHRRRERERBERSREHE 


NNE 


アパ ー ト 全体 か ら 見 た 、 調査 対象 と な る 部 
屋 の 位置 関係 。 丸 印 を つけ て いる 。 
内 乗客 が 救助 され る こと に よっ て ゾー ン が 解 


werc hy GR は EAT ご どら SMO 


( 説明 Ri EN RNN し 川 | 則 川 計 
NN UCPGC 滑 5 


基本 的 に 空き 部 屋 。 た だ し 、 て た り と 寝 た nonene 
ロン ヤ 、 そし て 大 人 の 衣 を し た 0 放さ れる 、 エリ ア や 部 屋 の 時 間 帯 。 


眠 0⑩ 秋 (LOCATION) 
NTTTTOY な 7 


3 る 4ー3 る の | きり の 老人 、 コ ロ シ ャ 、 そし て 大 人 の 顔 を し た 赤 
その 部 屋 に 居住 し て いる 住人 の 写真 。 


page | ちゃ ん な どの 出入 り が 観察 で きた 。 各 時 間 幕 で 間 。 
| の 動き は 多い ほう だ っ た 。 1 部 屋 の 全体 的 な 特徴 や 、24 時 間 に 起 こ 


る 現象 な どの まとめ 。 
Te Si ーー 還 調 査 し た エリ ア や 部 屋 の 全体 写真 。 
ーー テー 1 MHZ ( 同 こ の エリ ア や 部 屋 で ば っ ち シ ー ン が 撮影 可 
|] 0 き 能 な 乗客 の リス ト 。 
CT 選 調 査 し た 時 刻 、 オ ー プ ン 条 件 。 
癌 1 時 間 で 区 切っ た 、 部 屋 状況 の 調査 報告 。 
避 乗 客 の 救出 後 、 最 初 の 観察 結果 に 変化 
が 現われ た 場合 の 調査 報告 
写真 の 状況 は 一 部 の 例外 を 除き 、 最初 
の 調査 時 の も の 。 
大 枠 線 は 畔 に 対応 し て お り 、 開放 され る 
時 間 帯 の 区 切り を 表わし て いる 。 


対応 ペー ジ 


| 一 日 中 、 パ ソコ ン に 向かう 男 が 暮らし て いた 闘 
4 有一 45 | 屋 。 24 時 間 、 ひ た すら パソ コン に 向かい 、 キー 
page 。 | ボー ド を 叩く と いう 作業 を 続け て いる だ け だ っ 
| た 。 動き は も っ と も 乏しい と いえ る 。 
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対応 ペー ジ | ] ー し 時 8 し 昌 | 


| キン パ ツ の 男 が 居住 し て いた 。 部 屋 に は 大 き な 
46-51 | ビア ノ が 置い て あっ た り 、 花 が 植え て あっ た り 、 

page | 絵画 が 置か れる こと も あっ た 。 キ ン パ ツ 自 身 の 
動き は アパ ー ト 内 で は 比較 的 活発 で あっ た 。 
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太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


ROKA 


屋 の 位置 (LOCATION) 
DEAN むこ と 


調査 年 月 日 
- 年 (Y) 月 (Y) 日 Y 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添付 する こと 


202 203 205 
1 は 半 昌 | | iR | 回 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 対 箇 を 5| 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


モン ド ハ ン ド | | ソナ ル ジ ャ ー | | の りく みい ん 5 
PM3:00 PM6:00 PM9:00 
2 


PM5:00 


PM8:00 PM11:00 


住人 の 詳細 (DITAILE) 佳人 の 写真 が ある 場 人 は 必ず 添付 する こと (2.4X2cm) ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗客 
フン ラット ウッ スズ 
バナ ナ 7 

た い デ ィ リ アム 
バッ カー 
イー テ フ 

マラ プッチ 
キャ ッ ト マ ダム 
ルイ ス くん 
ウツ ウリ に よ 晶 
ガ プ リ ヨ リ 

キヨ シ 

ペア メー ル 
ダン ・ ガ ・ ガ ー 
の りく みい ん 4 
チム ニ ィ 

ト の 

ノッ トチ キン 


考 夫 7+ レ 


洒 詳 陣 販 


備考 機 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


アパ バー ト の 住人 の ほぼ 全員 と 、 様々 な 訪問 客 の 姿 が 確認 可能 
は 船 か ら 廊 下 へ 移動 する 際 は 、 屋 上 に 着く こと に な る 。 廊下 は 、 ア パー ト の 住人 が 外出 する 
と き や 部 屋 に 戻る と き な ど に 、 必ず 移動 し な けれ ば な ら な い エ リア 。 その た め 、 こ の アパ ー ト に 
住む な ほぼ すべ て の チキ ュー 人 の 姿 を 見 る こと が で きた 。 チキ ュー 人 の 部 屋 か ら 部 屋 へ の 移 
動 状況 を 確認 する の に 大 変 重宝 し 、 乗客 も この 場所 で か な り の 数 を 救出 で きた 。 た だ し 、 
ほか の 各部 屋 に 比べ て 範囲 が 広 過 ぎる の で 、 そ の 点 で は 移動 に 間 が か か り 苦 労 し た 。 
また 、 住人 以外 の チキ ュー 人 も 数 多く や っ て き て 、 様々 な ハプニング を 起こ し て くれ た 。 


ad 


※ROKA は 報告 書 内 で は 廊下 と 表記 し た 
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関連 項目 


条件 等 を 記入 上 ッ 
リト ルマン ボ 救 出 後 
動 を 見 せる 


オー プン リト ルマン ボ ・・・ P .79 


衣 画 


剛 創 紳 () ) 0 0 
用 書 内容 お と 一 ちゃ ん と ネコ た ち が 奇 妙 な 行 


棚 和 、 屋上 上 で シロ ネコ が な に も な いと ころ に 向かっ て うな っ て いた 。 コス モ セ ン サ 
|/ 上 し て いる こと か ら 、 シロ ネコ は 乗客 の 存在 に 気づい た の か も し れ な い 。 また 
|、 外 か ら 帰 っ て きた お と ーー ち ゃ ん が 、 アパ ー ト の 入口 付近 で すべ っ て 転ん で い 
ずく よう な も の は 見 当たら な い 。 どう や ら 乗 客 が 関係 し て いる らし い 。 


シロ ネコ は 、 まる で 敵 を 威 世 す る か の よう 

教 出 後 屋 に うな り を 上 げ て いた 。 
ご の エリ ア で の 乗客 救出 

は 村 の 向こう を し ば らく 有 眺め た あと 、2 階 へ 

さこ と MO その まま 101 号 室 へ 和信 っ て いっ た 。 


| 芽 者 


へ 移動 。 1 階 の お と ー ち ゃ ん は 、 


お と 一 ちゃ ん は つる つる と 滑っ た あと に 
転び 、 床 に 後頭 部 を ぶつ けた 。 


オー プン 条件 等 を 記 人 。 時 連 抽 日 カン セオ ー ン -…・ 
十 - カン ゼ オ ー ン 救出 後 


屋上 に いる ネコ 2 匹 の 視線 の 先 


シロ ネ し ネコ た ちの 頭上 を 鳥 が 通過 する と 、 2 匹 と も 鳥 の 次 
る まで 目 で 追っ て いた 。 その すぐ あと 、 DNS こ 、 な に か を 目 で 追っ て 
4 は コス モ セ ン サ ー も 反応 し て いた し 、 ネコ 2 る よう 

で 、 空 飛ぶ 乗客 が 移動 し て いた の だ ろう 。 6 OL が 203 与 室 か ら 出 て き 

ロ ネ コ を 呼ん だ 。 2 匹 は 203 号 室 へ 移動 し た 。 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
7 は 島 を 目 で 追っ た あと 、 し ば らく じゃ れ あ っ て いた 。 203 号 室 か ら OL が 出 て 
展 上 上 に いる シロ ネコ を 呼ぶ 。 その 志 を 聞い た ネコ は 2 匹 そ ろ っ て 203 号 室 へ 移動 
は 変わ ら な か っ た 。 屋上 の コス モ セ ン サ ー 反 応 も な か っ た 。 


ら 半 
ら 右 へ 移動 し て いた と 思わ れる 。 


人 
詳 才 し 


201 号 室 の 前 で 、 突然 音楽 が 聞こ える 
ミケ ネコ が 現われ 、1 階 に 移動 し 、 そ の まま 外出 し た 。“2" カ 
ト 前 後に 201 号 室 の 前 に 立つ と 、 突然 音楽 が 聞こ えて きた 。 部 屋 の 中 か ら 聞 こ 
"る ろ わ け で は な いら し い 。 音楽 好き の 乗客 が 近く に いて 、 演奏 し て いる と 判断 。 
吊 に 頃 、 屋 台 の 笛 の 音 が 聞こ え 、 直後 に 105 号 室 の キン パ ツ が 外出 し た 。 


信和 央 直後 、203 号 室 か ら 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
は ほ と 2 00 2 階 で コスモ セ ン サ ー が 反応 し な く な り 、 201 


ke Si 


は 、201 呈 の 前 に 立っ た と き に 


も っ と も 大 きく 聞こ えた 。 


※ 文 中 の 「“2" カウ ント 」 の よう な 表記 は コス モカ ウン ター の 表示 で ある 。 
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VOd-VLO0L- 品 


画家 が アパ ー ト に 


移動 直 


備考 


備考 


まっ すぐ 自分 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ミケ ネコ は 振り 向く こと な く 、 0 NN 2 階 の コス モ セ ン サ 
ー の 反応 も 消え た 。 そろ っ て 205 号 室 に 入っ て いく の は 同じ 。 


ジョ ギン グ か ら 帰 っ て きた サラ リー マン が 201 号 室 へ 入り 、 ス ー ツ 
仕事 へ 向かっ た らし い 。 時間 切れ 間際 に 、OL が 203 号 室 か ら 出 て きた 。 外出 用 の 
化粧 を し た らし く 、 ほとん ど 別 人 の よう に 見 えた 。 


後 、 屋 上 の 右 隅 ( 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
屋上 の 自転 車 の ライ ト は 点灯 し な く な り 、 コス モ セ ン サ ー の 反応 も な く な っ た 。 


爆発 音 の あと に 、 パト カー の サイ レン が 鳴り 響く 


外 に 出かけ て いた キン パ ツ が 戻っ て き て 、105 号 室 へ 入っ た 。“3” カ ウン ト の 少し 前 に 、 
どこ か ら か 銃声 が 聞こ えて きた 。 そ の 直後 に 、 パト カー の サイ レン 音 が 近く を 通過 。 
戻り 、 202 号 室 へ 入っ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 


黒 服 の 男 ふ た り が アパ ー ト に や っ て きた 


に 置か れ て いる 自転 車 の ライ ト が ひと り で に 点灯 し た 。“3” カ 
ウン ト の 少し 前 に 、 怪し げ な 様子 の 黒 服 ふた り が アパ ー ト に 
っ て いる ほう は 102 号 室 へ 人 人 り 、 も う ひ と り は ドア の 前 で 周囲 ( 
た 。 アパ ー ト の 住人 の こと を か な り 警 戒 し て いた よう だ 。 


火 っ で きた 。 老人 を 背負 
こ 注 意 深く 目 を 配っ て い 


誰が 乗っ て いる わけ で も な い の に 、 勝 
に 自転 車 の ライ ト が 点灯 し た 。 


マッ チョ と ミケ ネコ が 205 号 室 へ 入っ て いっ た 


前 の 時 間 葵 に アパ ー ト に 戻っ て きた マッ チョ と ミケ ネコ が 2 階 へ 移動 。 マッ チョ の ほう は 
の 部 屋 に 向かっ た の に 対し て 、 ミケ ネコ は な に か が 気 に な る の か 、 何 度 
AM 乗客 の 気配 に 気付 いて いた よう だ 。 
が ミケ ネコ 


声 を か け て 、 一 緒 に 205 号 室 へ と 入室 し て いっ た 。 


部 屋 の 前 で マッ チョ 


ネコ は 後ろ を 振り 返っ て いた が 、 真 後ろ 
に は な に も 写っ て いな か っ た 。 


住人 や 黒 服 が 移動 し た だ け 


移動 直後 、205 号 室 か ら ミ ケ ネ コ が 出 て き て 、 202 号 室 へ と 移動 。“2" カ ウン ト の 直後 、 
ドア の 前 で 見 張り を し て いた 黒 服 が 102 号 室 へ 入室 し た 。 きら に その すぐ あと 、 101 
ぢ 和室 か ら お か ーー ちゃ ん が 出 て き て 、 その まま 外出 。 201 号 室 の サラ リー マン も 部 屋 か 
ら 出 て きた 。 運動 着 を 着用 し て いた の で 、 ジョ ギン グ を し に 行っ た の だ ろう 。 


サラ リー マン と OL が 出勤 の た め 出かけ た 
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に 着替え て 再び 外出 。 


- 関連 項目 4 
T オー ブン 条件 等 を 記入 ホー セン ・・……・ P .88 
宙 回 蘭 蘭 ホー セン 救出 後 


肉 容 キン パ ツ を 見 た OL が 類 を 染め た 


ト の 前 に 、 外出 し よう と し て いた OL が 、 アパ ー ト の 和則 付 近 で キン パッ と 唱 
(し L は 突然 ドキ ッ と し 、 キン パ ツ の ほう を 見 て 類 を 柴 め た 。 ュー テ 細 衝 か し し 
キン パ ツ の あと を 追う 0L だ が 、 途中 で 黒 服 に 邪魔 きれ て し まっ た 。 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
r 見 て も ドキ ッ と する こと な く 、 OL 内 出し も まっ だ 。 まだ 。 AM200 一 
中 00( に 和え し 1. ポ 外 田 2h3 は 、 の メッ ラプ ング は 発生 し な ke 


OL の 反応 は 突然 引き 起こ され た 。 乗客 
の いた ずら に よる も の だ ろう 。 


川 U : 時 | : 分 只 レフ と と 2 


お と 一 ちゃ ん が シロ ネコ を 蹴 飛ば し た 


4 か ら シ ロ ネ コ が 現われ 、 1 階 へ 降り て きた 。 アパ ー ト 人 日 付近 で 外出 し よう と 
た お と 一 人 い を 出し た 。 色 っ て シロ ネコ が うな る と 、 お と 
は 腹 を 立て 、 シ ロ ネ コ を 蹴 飛 ば し た 。 その 瞬間 に コス モ セ モン サー が 反応 。 農 
に * る シロ ネコ を 追う と 、 コ スモ セン サー が 表示 され 続け た 。 


。 ご すい 一 


o き 虹 ロ U ロ HUnO9rS  Y 党 人 半 で 和 葛 湊 騰 計 昌信 


ど 調 こ み 町 入党 愛 只 


省 所 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
様子 は 変わ らち な い 。 お と 一 ちゃ ん は シロ ネコ を 蹴 飛 ば し 、 シロ ネコ は 層 ぼ に ぶつ か 
ロロ i ロ と 転がっ た 。 1 ほか の 階 も 変化 は 見 られ な か っ た 。 


。 届 Hg 


ミー 汗 8 サー キキ の 族 


ーー で ーー 
ーー ニャ ーー 


川 


| 崎 語 


納 ロ 前 前 ーー 語 5 


アパ ー ト に 警官 3 人 が や っ て きた 


ント の 直後 、 ア パー ト に 警察 関係 と 思わ れる 3 人 が や っ て きた 。 それ より も や や 
リス モ セ ン サ ー が 表示 され た 。 若い 入 官 は 、 ほ か の ふた り を 102 号 室 の 前 に 案内 

_ 出 て いっ た 。 残っ た ふた り の うち 、 ヒ ゲ の 生え た ほう は 102 号 室 の 前 で 考え 
F ] 階 を 見 回 っ た 。 も う ひ と り は 2 階 、 屋上 へ と 移動 し て な に か を 調べ て いた 。 


六 志 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
| 剛 の コス モ セ ン サ ー の 反応 が 消え た 以外 は 、 警官 た ちの 行動 に 変化 は 見 られ な か 
ほか の 階 も な に も 起こ ら な い 。 


人 W f00 


クロ ネコ が 205 号 室 へ 荷物 を 持っ て きた 


山川 の ひと り が 102 号 室 へ 入っ た すぐ あと 、 荷物 を 抱 を た ク ロ ネ コ が アパ ー ト に や っ て 
_ 905 号室 へ 入っ て いっ た 。 クロ ネコ は 205 号 室 へ 荷物 を 置い て 、 アパ ー ト か ら 出 
た 。 ク ロ ネ コ と 人 入れ 奉 わ り で 、 お か ー ち ゃ ん が 帰っ て きた 。 


コス モ セ ン サ ー の 反応 か ら 、 乗 容 は 105 
号室 の 方 向 へ 移動 し た と 判断 。 


呈 次 
呈 刻 
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画 | 
1 
の 
we 
ポ 
とり 
〇 
大 
アア 


上 [時 | : 分 | オー プン 扶 伯 等 を 記入 W 関連 項目 上 に ハン ド 
暗 【 加 03l00 モン ド ハ ン ド 救 出 後 


衣 直 内容 刑事 が 再び や っ て き て 、 コロ シヤ を 遠 捕 し た 


組 前 直 矯 、 川 事 が ふた り ア パー ト に や っ て き て 、 1 階 で コロ シヤ に 銃 を 突き つけ て いた 
川 入 卓 得 し た 模様 。「 タイ ホ す る 」 と 言っ た あと 、 刑事 の ひと り が コロ シヤ に 手錠 を か 
ひとり の 刑事 が コロ シヤ の ライ フル を 片づけ 、 3 人 は 出 て いっ た 。 その あと 、 ア 
) 外 か ら 現 われ た サラ リー マン 風 の 中 年 が 、102 号 室 へ 人 っ て いっ た 。 コス モモ セ 
の 反応 は な か っ た 。 また 、105 号 室 か ら “3” カ ウン ト 過 ぎ に ビ ピア の 音 が 聞こ えた 。 


(| 


“2” カウ ント の すぐ あと に 、 空 か ら 小鳥 が 飛ん で き て 、 205 号 室 の 上 の 屋根 に と まっ た 。 
小鳥 は し ば らく 屋根 の 上 で 遊ん で いた が 、 時 間切 れ 間際 、 な に か に 和 駒 い た 様子 を 
見 せ て 飛ん で いっ て し まっ た 。 その 少し 前 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた の で 、 
乗客 が 小鳥 の いた 場所 に 移動 し て きた と 思わ れる 。 


VJOd-VLOO- 品 


備考 ベア メー ル 救 出 後 
屋根 の 上 の 小鳥 は 時 間切 れ ま で 逃げ 出す こと は な く 、 ずっ と 屋根 の 上 で 遊ん で いた 。 
コス モ セ ン サ ー$ ゃ 最後 まで 反応 する こと は な か っ た 。 


黒 服 に 追い つめ られ た コロ シヤ は 刑事 に 


HH 二 昌 本 上 必 伸介 放 も WM 捕まえ られ て し まっ た 。 
な に か を 避け る よう に 横 に 逃げ 、 小鳥 は 


飛び 立っ て し まっ た 。 


ニニ ーー ニー ツー デー 


ト を まわ っ た あたり で 、 カガク シャ と 、 性 し げ な 機械 を 抱え た 兵士 ふた り が ア 
ト に や っ て きた 。 3 人 は 屋上 へ と 移動 し 、 機械 を 設置 。"1” カウ ント の 少し 前 に 、 
に ヤン サー の 反応 が あり 、 屋 上 の 端 に ある 煙突 か ら 煙 が 出 た 。 スト ー ブ を 使っ 
信人 は いな いよ うな の で 、 乗客 の いた ずら と 判断 。 


マッ チョ と ボロ ボロ に な っ た ミケ ネコ が 外出 し た 


前 の 時 間 常に 101 号 室 か ら 出 て きた お か ー ち ゃ ん が 、 203 号 室 へ 入っ た 。 203 号 室 は 
OL の 部 屋 の は ず だ が 、 いっ た いな ん の 用 が あっ た の だ ろう か 。 “1” カウ ント を まわ っ 
た と ころ で 、 205 号 室 か ら マ ッ チ ョ と ボロ ボロ に な っ た ミケ ネコ が 現われ 、 そ の まま 外出 
し た 。 また 、“3" カウ ッ ト ち ょ うど に 105 号 宣 か ら ピ アツ の 音 が 流れ て きた 。 


川 痕 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
いら 煙 が 出る こと は な く な り 、 屋上 で の コス モ セ ン サ ー の 反応 も な く な っ た 。 カ ガク 
応 上 上 たち が と る 行動 に も 変化 は 見 られ な か っ た 。 


澤 章 剛 習 


屋上 に ある 煙突 か ら 黒 い 煙 が 出 て 、 一 瞬 
aa だ け コ スモ セン サー が 反応 し た 。 

ミケ ネコ と 外 へ 向かう マッ チョ 。 ミケ ネコ 

は な ぜ こ ん な に な っ て し まっ た の か が 。 


則 次 
時 刻 


nM 人 INUM6W 


叫 | で 、 カ ガク シャ は ノー ト パ ソ コン を 操作 し た り 、 メモ を 取っ て いた 。 兵士 の ひと り は 

の よう な 機械 の 前 に いて 、 も う ひ と り は 屋上 入口 の 横 で 見 張り を し て いた 。 
| で は 、 コス モ セ ン サ ー が 反応 し 続け て いた が 、 3 人 の 行動 に 不 自然 な 様子 は 見 
な か っ た 。“1" カ ウン ト の 直後 、 キ ン パ ツ が か の じ ょ を 連れ て アパ ー ト に 戻っ つて きた だ 。 


"2" カ ウン ト の 直前 に 、 黒 服 の ひと り が 帰っ て きた 。 その あと を つけ て いた の か 、 続 いて 
人 口 に コロ シヤ が 姿 を 現 わ し た 。 黒 服 が 102 号 室 に 入っ た の を 確認 し た あと 、 コロ シヤ 
は 1 階 廊 下 の つ き あ た り ま で 移動 。 ライ フル を 取り 出し 、 部 屋 か ら 出 て きた 黒 服 ふた り を 
撃っ た 。 発 砲 音 の あと 、 2 階 で は 誰か が 走っ て いる よう な 足音 が し 、 コ スモ セン サー も 
反応 し た 。 また 、 ライ フル か ら 弾 が 発射 され た と きも 、 一 瞬 だ け コ スモ モン サー が 反応 。 
撃た れ た 黒 服 ふた り は 倒れ 、 コ ロ シ ヤ は ライ フル を 片づけ て 外 に 向かっ た 。 


六 春 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
| の 3 人 の 行動 に 変化 は 見 られ な か っ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 


xn 議 
人 0 2 階 で は 、 移 動 直 後 か ら コ スモ セン サー 
備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 屋 が 反応 し 続け て いた 。 
2 階 に コス モ セン サー の 反応 は な く な り 、 誰か が 走る 足音 も 開 こ えな く な っ た 。 コロ シヤ の 』 写 障 議 
ライ フル か ら は 弾 が 出 な く な り 、 逆 に コロ シヤ は 黒 服 に 銃 を 向け られ て 追い つめ られ た 。 | 直 論議 


と くに 不 自然 な 現象 は 起き な い 。 特徴 を 
持た な いのり くみ いん が いる の だ ろう 。 


この 銃 撃 戦 の 中 に 、 
いる の だ ろう か が 。 
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: 分 | オー プン 条件 等 を 記入 関連 項目 ナル ジャ ー .……p 
ソナ ル ジ ャ ー 救 出 後 の. 


屋上 の アン テ ナ が 激しく 動き 出し た 
屋上 の カガク シャ は 作業 を 続け て いた 。“2” カウ ント と ほぼ 同時 に 、 設置 し て いた アン 
テ ナ が 激しく 動き 出し 、 カガク シャ は 慌て て ノー ト パ ソ コン を 操作 し 始め た 。 し か し 作 
業 を 中 断 し 、 機械 を 片づけ た 。 2 階 で は 、 ラーメン や が 201 号 室 へ や っ て きた 。 


屋上 か ら 1 階 へ と 移動 する 、 カガク シャ と 兵士 あふ た り 。 外 に 出 よ うと し た と ころ で 、 カガク 
シャ は 忘れ も の に 気づい て 、 屋上 へ 戻ら うと し た が 、105 与 室 か ら 走 っ て きた キン パ ツ 
の か の じ ょ と 激しく 接触 。 謝り も せ ず に 外 へ 飛び 出し た キン パ ツ の か の じ ょ に 対し 、 ぶ 
つぶ つ 文 旬 を 言い な が ら 、 カ ガク シャ も 忘れ も の を と り に は 行か ず に 出 て いっ て し まっ た 。 


決定 的 瞬間 。 ど うし て キン バツ の か の 
じ ょ は 泣い て いた の だ ろう か の 


備考 ハチ ん こ ひ め 救 出 後 
103$ 号 室 で ハチ ん こ ひ め を 救助 後 だ と 、 カガク シャ は キン パ ツ の か の じ ょ と は ぶつ か ら ず 
に 忘れ も の を 取り に 屋上 へ 戻っ た 。 この と き 、 コ スモ セン サー が 反応 。 忘れ も の を と り 、 
0 こ 降り た カガク シャ は 、 お か ーー ちゃ ん と 対面 。 お か ー ち ゃ ん は カガク シャ の 姿 を 見 て 
和信 い て いた 。 ふ た り は 会 話 を 交わ し 、 カガク シャ ! は 出 て いっ て し まっ た 。 お か ー ち ゃ ん は 
その 捧 を 泣き そう な 顔 で 見 送っ て いた 。 


上 へ 戻っ た カガク 
シャ 。 鉛筆 を 忘れ た らし い 。 


忘れ も の を 取り に 、 屋 . 


ラー メン や が どん ぶり を 取り に きた 


“3” カ ウン ト の 前 に 、 ラー メン や が 201 号 室 の 前 に 出さ きれ て あっ た どん ぶり を 回 収 し に 
きた 。 前 の 時 間 常 に サラ リー マン が どん ぶり を ドア の 前 に 出し て か ら 、 ずっ と 2 階 に コ 
スモ セン サー の 反応 が あっ た の だ が 、 ラ ー メ ン や が どん ぶり を 持っ て 帰っ て し まう と 、 
コス モ セ ン サ ー は 消え て し まっ た 。 兵士 ふた り が 、 再び アパ ー ト に や っ て きた が 今度 
は カガク シャ の 姿 は 確認 で き な か っ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
サラ リー マン は 出前 を 取り 、 ラ ー メ ン や が どん ぶり を 回 収 し に きた の は 変わ ら な い 。 201 
写 室 付近 で の 、 コ スモ セン サー の 反応 だ けが 消え て し まっ た 。 


ラー メン や が どん ぶり を し まう と 、 セ ン 
サー の 反応 が 消え て し まっ た 。 


タ 6 uFE -gCau in EhRE LiFE- GFFiCigl. ヨ uiPE コ EEE 


ー ブン 条件 等 を 記入 関連 項目 


時 | : 分 
H@ 09|00 の りく みい ん 5 救出 後 
大 勢 の 兵士 が や っ て き て 、 各部 屋 の 横 に つい た 
し り は 1 階 和信 日 で 、 も う ひ と り は 屋上 へ 移動 し て 、 階段 横 で 見 張り を 始め た 。 
の か の じ ょ 、 黒 服 、 マ ッ チ ョ の 移動 が あっ た あと 、 大 勢 の 兵士 が アパ ー ト 
氏 上 た ち は 各 部 屋 の ドア の 横 に 位置 取り 、 監 視 を 始め た よう だ 。 その 
らし き チ キュ ー 人 も や っ て き て 、 兵士 に 声 を か け て いた 。 


” 調 百 の りく みい ん 5 …-P .95 


| 剛 逢 


兵士 た ちの 出現 で 、 と た ん に も の も の し 
い 雰 囲 気 に 包ま れ た 。 


屋上 か ら ビ ー ム を 発射 、 了 頃 石 の よう な も の が 落ち て きた 


すぐ に 1 階 に 降り 、 105 号 室 の 前 に 移動 する と 「 わ ん 」 と いう 声 が 聞こ えた 。 そ 
- 民 上 上 が 、 慌 て て その 方 向 に 銃 を 構え た 。 屋上 で は “2” カウ ント と ほ ば 同時 
M か ら ロ ー プ が 垂 ら さ れ 、 3 きら に 、 巨 大 な 兵 益 も 空 か ら 
1 た 。 隊長 が 「 撃 て ! 」 と 言う と 、 そ の 兵器 か ら ビ ー ム が 射出 。 直後 、 ビ ー ム の 

| ルル た 方 向 か ら 、 大 き な 限 石 の よう な も の が 落ち て きた 。 


屋上 か ら 上 空 に 向け て 、 な に や ら 巨 大 な 
50290 


時 


崩 痕 この エリ ア で の 乗客 救出 後 


隊長 が 3 ) フト な に も 起こ ら ず 、 へ ヘリコプター の 飛ぶ 音 が する だ 
と の まま 時 間切 れ に な っ て し まっ た 。 


湯 帆 剛 圭 


燕 く 兵士 た ち 。 巨大 な 物体 が ア 
向かっ て 落下 し て きた 。 


| Ip に 六 議 隊長 と 兵士 た ち が ア パー ト か ら 去 る (ワン コ 救 出 後 ) 


| で な に か を 待つ 隊長 。 し ば らく し た あと 、 兵士 が ひと り 屋上 へ や っ て き て 、 隊長 

ii し か けた 。 その 後 、 兵士 が 各階 に いる 見 張り に 声 を か ける と 、 ド ア の 横 に つい 

- 護 士 た ち は ぞ ろ ぞ ろ と アパ ー ト を 出 て いっ て し まっ た 。 最後 に 残っ た 隊長 は 、 
X た ミケ ネコ に 敬礼 を し た あと 、 アパ ー ト か ら 出 て いっ た 。 


結局 、 隊 長 た ち は な に を する こと も な 
く 、 ア パー ト か ら 立 ち 去っ た 。 
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ICPGC 調 査 報告 


Universe Council Poverd by G ら ば EAT COSMO 
太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


101 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


調査 年 月 日 
年 (Y) 月 () 日 Y 症 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添 付す る こと 


202 203 205 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 貢 査 すみ (記入 不要 ) 


ユ ッ ジ ー ビ エ ロ チム ニ ィ 
AM9:00 PM7:00 
生 す 


PM1:00 PM11:00 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 和 客 


クボ タ 
カシ ゼ オ ー シ 
や ッ ーー リリ ーー ウッド 
シル シン ケ シン セミ 
マブ ッ チ 

の りく みい ん 
ぴー ちゃ ん 
モン トド ハン トド 
チム ニニ ィ 


ーー 


住人 の 詳細 (DITAILE) 住人 の 写真 が あぁ る 場合 は 必ず 添付 する こと (2.4X2cm) 


DATA : むす ご 
机 に 向かっ て 、 な に か 書き も の 
を し て いる 。 勉強 が 好き らし い 。 


DATA : お か ー ち ゃ ん 
掃除 や 炊事 を する の が 確認 さ 
れ た 。 部 屋 の 管理 を 担当 。 


DATA : お と ちゃ ん 
酒 を 飲み 、 ふ ら ふ ら と 外出 。 わ 
が まま が 許さ れ て いる よう だ 。 


肖 庫 随 敵 


備考 栓 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと ーー アー アー デー ンー 


3 人 の 親子 が 暮らし て いる 
お と 一 ちゃ ん 、 お か ー ち ゃ ん 、 むす こ が 居 住 し て いた 部 屋 。 この 3 人 は お そら く 血 緑 関係 に 
ある の だ が 、 それ に し て は 3 人 の 顔 が あま り に 違い すぎ る の が 印象 深い 。 それ ぞ れ に 行動 
様式 が 異な っ て お り 、 役 割 分 担 が な され て いた よう だ 。 お と ー ち ゃ ん は 外 に 出 て 生活 用 品 
を 集め 、 お か ー ち ゃ ん は 家事 を する の が 役目 らし い 。 むす こ だ け が 外 へ 出かけ ず 、 一 日 中 
机 に 向かっ て 書き も の を し て いた 。 勉強 だ と 思わ れる 。 また 、 お と ーー ちゃ ん と お か ー ち ゃ ん 
は 夜 に 睡眠 を と る が 、 む すこ だ け 夜 が 明け て か ら 寝 て いた こと も 特筆 る れる 。 


2S8 uFH -g Fau in 上 hE LiFE- EFFiEiaL UiPE JCph 


前 @ldo6 


DE お や じ の 酒 が 途中 で な く な っ た 


用 有り コス モ セ ン サ ー が 反応 。 むす こ は 机 に 向かい 、 お か ー ち ゃ ん は 睡眠 を 
| ば らく し て 部 屋 に 入っ て きた お と ーー ち ゃ ん は 、 酒 を 飲み 出し た 。 2 杯 目 

し | た と き 、 ビ ン の 中 の 酒 が な く な っ た の に 気づき 、 不思議 が る が 、 すぐ に 肖 
部 屋 に は 、 酒好き な 乗客 が まぎれ こん で いる よう だ 。 


目 所 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ム く な る こと な く 、 お と ー ち ゃ ん は すべ て の 酒 を 飲み 終え を た 。 そし て 科 る こと 

り 宛 へ 寄り 、 話し か けた 。 し か じ 、 むす こ は 机 に 顔 を 向け た まま で あっ た 。 

を あま り 相手 に し て いな いよ うだ 。 


開 


有用 月 化 よ り コ スモ セン サー が 反応 。 お と ー ち ゃ ん が むす こ に えん えん 話し か け て い 
らら 怒っ て いた よう で も ある 。 そ の うち お と ーー ち ゃ ん は 部 屋 を うろ うろ し 、 部 
喝 に ある 、 開い て いた 仏壇 の 戸 を 閉め た 。 そし て な に か を 求め る よう に お か 一 
省 づ く が 、 蹴 り 飛 ば きれ 、 つ ま ら な そう に フ テ 寝 を し て し まっ た 。 そ の あと 、 

バツ も 上 が り 、 仏壇 の 戸 を 元 通り に 開け 、 再び 机 に 向かっ た 。 


むす この 足 が け いれ ん 
上 用 の 間 ず っ と コス モ セ ン サ ー が 反応 。 お と ー ち ゃ ん と お か ー ち ゃ ん は 眠り 続け 、 む 
| ME 屋台 の 笛 の 音 が 聞こ を える が 、 む すこ は 気 に す 
な い 。 よく 見 る と 、 と きど き 、 むす この 足 が け いれ ん し て いた 。 な に か に 東 さき 
か 、 と て も 痛 が っ て いる よう だ 。 乗客 の 影響 だ と 思わ れる 。 


| 符 明 
むす この 勉強 を さま た ける 爆発 音 


| 1 徐 よ り コ スモ セン サー が 反応 。 むす こ が 勉 強 の 最 中 、 外 か ら 爆 発 音 が 聞こ え 
、 外 の 様子 を うか が う よ う に 横 の 窓 を 開け た 。 間もなく サイ レン の 音 が 鳴り 
『 。 し ば らく する と 窓 の 外 に 黒 メ ガ が ネ の 男 が 姿 を 現 わ し 、 目 が あう と 、 む すこ 
に 穴 を 閉め た 。 また 、 AM2:00 と 同じ く 、 む すこ の 足 が な に か に 刺さ れ た か の 
けい れん する こと が あっ た 。 お と ーー ちゃ ん と お か ー ち ゃ ん は 眠っ た まま 。 


前 所 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
レン サー の 反応 が な く な り 、 むす この 足 の けい れん が な く な っ た 。 外 で 爆発 音 
、 むす こ が 窓 を 開け 、 外 に 黒 メ ガ ネ の 男 が 現われ る と いう の は 変わ ら な い 。 


。 は で て 包 選 ご エー 字 


JIMvuOk AS は uo 了 芝 只 ポ SV 和輝 ビ 
すす ^o。 生 ご きせ 一 (y 党 


で 羽 壮 


。J!OTE お は 
で Au 入 革 は 瑞光 喉 栄 


澤 間 剛 固 


ゃ ん は 、 中 央 の 仏壇 の 戸 が 開い 
て いる の が 嫌い な よう だ 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
むす この 足 の けい れん が な く な り 、 コ ス 
モ セ ン サ ー の 反応 も 消え た 。 むす こ は 
勉強 に 熱中 し て いて 、 な に も 耳 に 入ら な 
い 様 「 。 お と 一 ちゃ ん と お か ー ち ゃ ん は 
ふと ん で 部 腫 し て いた 。 


むす ご が 窓 を 開け た あと 、“2" カ ウン ト 直 
前 に 足 の けい れん が あっ た 。 
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LOL-VLOOL 計 


周 | 
1 
い 


調査 
時 刻 


むす こ が 部 屋 を 出 て 、 庭 へ と 向かっ た 
お と 一 ちゃ ん と お か ー ち ゃ ん は 睡眠 中 。 勉強 を 続け る むす こ が 、“3" カウ ント 頃 に 横 の 
窓 を 開け た 。 する と すぐ に コス モモ セン サー が 反応 。 乗客 が 窓 か ら 入 っ て きた よう だ 。 


窓 を 開け た あと 、 む すこ は 部 屋 を 出 て いっ た 。 し ば らく する と 外 の 庭 に 、 な に か を 探 
し て いる 様子 の むす こ が 姿 を 現 わ し た 。 “1” カウ ント 後に な むす こ は 部 屋 に 戻っ て きた 。 


帆 遼 習 


心 すこ が 部 屋 を 留守 に し た 間 に 、 乗客 は 
な に か を し て いた よう だ 。 


窓 を 閉め た むす こ は 机 の 上 の ノー ト に 視線 を 送っ た が 、 すぐ に 顔 を 上 げ 、 け げん な 
表情 を 浮か べた 。 乗客 が ノ フート に な に か し た の だ ろう 。“3” カウ ント 後に 、 コ スモ セン 
サー が 反応 し 、 机 に 向かっ て いた むす この 頭 が 急 に ガク っ と 下がり 、 眠り 始め た 。“2" 
カウ ント 前 に コス モ セ ン サ ー は 消え た が 、 むす こ は 居 眠り を し た まま だ っ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 


窓 を 閉め た むす こ は 、 すぐ に 机 に 向かっ て 勉強 を 始め た 。 机 の ノー ト を 見 て る も る け げん 


な 顔 を する こと は な か っ た 。 し ば らく し て 、 も すこ が 居眠り を 始め る の は 変わ ら な か っ た 。 


目 が 覚め た お か ーー ち ゃ ん は 、 部 屋 を 出 て いっ た 


お か ー ち ゃ ん が 目 を 覚まし 、 ふと ん を た た ん で 押し 入れ に 片づけ た 。 その後 、 中 央 
の 仏壇 に 向かい 、 線香 に 火 を ん つけ た 。 し ば らく する と お か ー ち ゃ ん は 立ち 上 が っ て 
頭 に 布 を 巻き 、“1” カ ウン ト 前 に 外出 。 この 間 、 むす こと お と 一 ちゃ ん は 睡眠 中 。 


この 1 時 間 は ずっ と 、 コ スモ セン サー の 反応 は な か っ た 。 むす こ は 机 に 向かっ た まま 、 1 
時 間 ず っ と 眠り 続け 、 お と ー ち ゃ ん も 変わ ら ず 、 ふと ん で 睡眠 中 。 お か 一 ちゃ ん は 外出 し 
た まま 帰っ て こ な か っ た 。 変わ っ た こと は 、 仏壇 の 線香 が 燃え 尽き て し まっ た だ け 。 


畑 則 剛 岩 


移動 直後 、 む すこ と お と ー ち ゃ ん は と も に 眠っ た まま 。 むす こ は “3” カウ ント 後に 起き 
て 再び 勉強 を 始め る が 、“2” カウ ント 後に 再び 眠り に つい て し まっ た 。 お か ー ち ゃ ん 
は 不在 の まま 。 や は り 、 1 時 間 の 間 ず っ と コス モ セ ン サ ー は まっ た く 反 応 し な か っ た 。 
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むす この 頭 の 下がり 方 は あま り に も 誠 


突 。 乗客 が ぶつ か っ た の か も し れ な い 。 


上 ) : 財 | 分 
半 記 日 09I0i0 
お と ーー ちゃ ん が 起き て 、 どこ か へ 出かけ て し まっ た 
すこ と お と ちゃ ん の ふた り は ずっ と 眠っ た まま 。 レ し か し 、 お と ー ち ゃ ん が “3” カウン 

' ウ "カウ ント の 間 で 目 を 覚まし 、 間もなく 外出 し て し まっ た 。 むす こ が ひ と り だ け と り 
WW ミ れる が 、 お と ーー ちゃ ん の 外出 に は 気づか ず 、 机 に 笑っ 伏し た まま 眠り 続け て いた 。 
の 1 時 間 、 コ スモ セン サー の 反応 は な か っ た 。 


ニュ ュー ラニ ーー 


移動 後 すぐ コス モ セ ン サ ー が 反応 し た 


多 動 直後 、 コ スモ セン サー は な に も 反応 を 示さ な か っ た が 、“3” カウ ント 前 に 反応 が 
吊 わ れ た 。 乗客 らし き 者 が 来 た よ うだ 。 し か し 、 これ と いっ た 部 屋内 の 変化 も 見 られ 
に いま ま 、 コ スモ セン サー 反応 は すぐ に 消 を て し まっ た 。 むす こ は 相 変わ ら ず 睡 眠 中 
で 、 お と ー ち ゃ ん 、 お か ー ち ゃ ん は 帰っ て こ な か っ た 。 


部 屋 の 様子 は 変わ ら な か っ た の で 、 部屋 
中 を 撮影 する 必要 が あっ た 。 


すこ は AM1000 同 様 、1 時 間 ず っ と 机 の 前 で 座っ た まま 、 机 に 和 突っ 伏し て 睡眠 を と 
ぃ て いた 。 お と ちゃ ん 、 お か ー ち ゃ ん は 相変わらず 部 屋 を 出 た まま で 帰っ て こ な か 
た 。 部 屋 の 中 に は 不審 な 動き が な く 、 コ スモ セン サー も 1 時 間 反 応 し な か っ た 。 


し っ 0OIOO 
お か ー ち ゃ ん が 帰り 、 や か ん で 湯 を 沸か し 始め た 


移動 直後 すぐ に お か ー ち ゃ ん が 帰宅 し 、 同時 に コス モモ セン サー も 反応 。 お か 一 ちゃ 
ん と 一 緒 に 乗客 も 人 っ て きた の だ ろう 。 お か ーー ち ゃ > ん は 促 所 の や か ん に 火 を か け 、 む 
すこ を 起こ し た 。“2” カウ ント の 少し 前 に 、 お 湯 が 沸き 、 や か ん が 「 ピ ーッ ] と けた た ま 
し く 鳴 っ た 。 お か ー ち ゃ ん は 沸い た お 湯 で お 人 茶 を いれ 、 中 央 の テー ブル で 飲み 始め 
た 。 それ を 飲み 寺 し て し まう と 再び 外出 し て し まっ た 。 


沖 帆 剛 選 


や か ん が 「 ピ ーッ 」 っ と 鳴る 音 に 敏感 な 乗 
客 が 部 屋 の どこ か に いる よう だ 。 


し っ 01IOO| 
むす こ は す ずっ と 机 に 向かっ て 勉強 中 


弟 屋 に は むす こ が ひ と り だ け 残 され 、 ずっ と 一 心 不 乱 に 勉強 を 続け て いた 。 この 時 
間 は 最初 か ら 最後 まで 、 コ スモ セン サー が 反応 。 部 屋 の どこ か に 乗客 が 存在 する よ 
うぅ うだ が 、 ば っ ち シ ー ン が 撮れ る よう な 変化 は 現われ な か っ た 。 


LOL-VL00 に すさ 


むす こ は 1 時 間 ず っ と 、 一 心 不 乱 に 勉強 中 。“2” カウ ント 頃 に お か ー ち ゃ ん が 外 か ら 帰 
宅 し 、 お と 一 ちゃ ん の 使っ て いた ふと ん を た た ん で 片づけ 、 ホウ キ を 使っ て 部 屋 の 掃 
除 を 始め た 。 この 時 間 も ず っ と コス モ セ ン サ ー の 反応 が あっ た 。 


冷蔵 庫 を 開け た 


コス モ セ ン サ ー は 1 時 間 の 間 、 反応 し て いた 。 むす こ は 勉 強 中 で 、 お か ー ち ゃ ん は ホ 
ウキ で 部 屋 を 掃除 し て いた が 、“1” カウ ント 後に 冷蔵 庫 を 開け 、 中 を の ぞい た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
"2 カウ ント 後に コス モモ センサー が 反応 。 その ほか に 部 屋 の 状況 に 変化 は な か っ た 。 


“の "カウ ント 後 の コ スモ セン サー 反応 
は 、 台 所 方 面 と 関係 が あり そう だ 。 


お か ー ち ゃ ん が 外出 し 、 お と 一 ちゃ ん が 帰っ た 
傘 蔵 庫 を の ぞい て いた お か ー ち ゃ ん は すぐ に 外出 。 そ れ と と も に コス モ セ ン サ ー の 
反応 が な く な っ た 。 “1” カウ ント 頃 に お と ーー ちゃ ん が 外 か ら 戻 っ て きた 。 生活 用 品 が 
詰まっ た 大 き な 紙 袋 を 抱え て 部 屋 の 奥 に 置き 、 む すこ の そば に 座っ た 。 


お と 一 ちゃ ん は ぬい ぐる み を 見 せな が らむ すこ に 話し か け て いた が 、 むす こ は 相 手 
に せ ず 、 う る さそ うに ぬい ぐる み を は ね の け て し まっ た 。 その 態度 に 対し 、 お と 一 ちゃ 
ん は 既 り を あら わ に し 、 顔 が 真っ 赤 に な っ た 。 ちょ うど その と き に コス モ セ ン サ ー が 反 
応 。 お と ちゃ ん は 拳 を グー に し て 岩 わ せる が 、 殴り か か ら ず に こら えた 。 その 後 、 
ぬい ぐる み を 拾い 、 テー ブル の 前 に 座っ て 酒 を 飲み 始め た 。 


お と 一 ちゃ ん の 和 怒り と と も に 、 乗 客 が 


どこ か ら か 現われ た よう だ 。 


お か ーー ちゃ ん が 戻っ て 、 ゴハン の 支度 を 始め た 
お と 一 ちゃ ん は 中 央 の テー ブル の 前 で 酒 を 飲ん で いた 。“3” カ ウン ト 後 に お か ー ち ゃ 
ん が 戻り 、 台所 で ゴハン の 支度 を 始め た 。 お か ー ち ゃ ん は で きた 料理 を お 盆 に 載 
せ 、 テー ブル に 次 々 と 置い て いっ た 。 この 1 時 間 、 コ スモ セン サー は 反応 し な か っ た 。 


と 時 | : 分 | オー プン 条件 等 を 記入 
間 【07000| チム ニ ィ 救出 後 
は 】 


LIM お と 一 ちゃ ん が テー ブル を ひっ くり 返し て し まっ た 
“に コス モ セ ン サ ー が 反応 。 お か ー ち ゃ ん が お と 一 ちゃ ん に 対し て 家計 簿 
が らら 文句 を 言い 始め た 。 “3” カウ ント 頃 、 いら つい て いた お と 一 ちゃ ん は 交 


け 、 由 音 と と も に テー ブル を ひっ くり 返し て し まっ た 。 お か ー ち ゃ ん は あき れ 
郭 必 を 出 て いき 、 お と ー ち ゃ ん は 酒 を 飲み 始め た 。 


LOL-VL00 に す 


AIA TS)、 bo 【 < 


加 二 は (iv は 装 漂 / 仁 
ざす 計 征 さじ へ 計 8 で 党 


「 時 | : 分 
08IUUI  - 
お と ーー ちゃ ん は 酒 を 飲み 、 む すこ は 勉強 を 続け た 


中 則 で は 、 テ ー ブ ル が ひっ くり 返り 、 食べ も の も 散乱 し た まま 。 お と ー ち ゃ ん は 
上 を 飲み 続け し 、 む すこ は ずっ と 勉強 を 続け て いた 。 お か ー ち ゃ ん は 戻っ つて こ な 
「 ス モ セ ン サ ー は ずっ と 反応 が な か っ た 。 


備考 ハチ ん こ ひ め 救 助 後 

お と ーー ち ゃ ん は 酒 を 飲み 続け 、 む すこ は 
勉強 。“1" カウント 後に お か ー ち ゃ ん が 帰 
っ て きた 。 そ の と き 、 むす こ は 振 り 向 き 、 
お と ーー ちゃ ん は 驚い た よう な 顔 を し た 。 


訓 弟 


時 | 分 
WO900 「 
| |: に 議 較 放 屋 か 散ら か っ た まま 、 お と 一 ちゃ ん は 酒 を 飲ん だ 


川上 わら ず 、 中 央 の テー ブル は ひっ くり 返っ た まま で 、 食べ も の も 散ら か っ て いた 。 お と ー ち ゃ ん は 座っ て 酒 を 飲ん で いた 。 むす こ 
川 に 間 か っ て ずっ と 勉強 を 続け て いた 。 この 時 間 も 、 コス モモ セン サー は ずっ と 反応 な し 。 


川 志 ハチ ん こ ひ め 救 助 後 
ら ゃ ん が ヤカン に 火 を か け 、 部屋 の 中 央 に 向かっ て 座っ た 。 お と ー ち ゃ ん は あわ て て 散ら か っ た 食べ も の を 片づけ 、 ふた り は 
ブル に 向かっ た 。 むす こ が 窓 を 開け る と 、 その 向こう に 兵隊 が 姿 を 現 わ し た 。 外 の 様子 を 家族 3 人 で 伺っ て いる と き に 、 
が 鳴り 、3 う 人 は そちら を 向い た 。 お と ー ち ゃ ん と お か ー ち ゃ ん は テー ブル に 戻り 、 そ れ ぞ れ お 人 茶 と 酒 を 飲み 始め た 。 


剛 ロ NSR 


| Ip に 議 較 | ぉ と ちゃ ん は 酒 、 む すこ は 勉強 と 変わ ら な い 
は 相変わらず 、 テー ブル が ひっ くり 返っ た まま に な っ て いた 。 お と ーー ちゃ ん は 部 屋 が 散ら か っ て いる の も 気 に せ ず 、 酒 を 飲み 続 
I で いた 。 むす こも 変わ ら ず 、 ずっ と 勉強 を し て いた 。 そし て 1 時 間 、 コ スモ モン サー の 反応 も な か っ た 。 


凡 者 ハチ ん こ ひ め 救 助 後 
ちゃ ん と お か ー ち ゃ ん が 、 テー ブル に 向かっ て 座っ て いた 。 その うち 、 お か ー ち ゃ ん が お 茶 の お か わり を し た 。 それ 以外 に ほ と 
凡 き は な く 、 お と ー ち ゃ ん と お か ー ち ゃ ん は テー ブル の 前 で じっと し て いた 。 むす こ は ず っ と 勉強 し た まま で あっ た 。 


議 査 電 、」 弧 遇 人 
しら 1I0iUT 
台所 に ある 酒 の ビン が 少し だ け 動 いて いた (ワン コ 救 出 後 ) 


| 和 後 すぐ に コス モ セ モン サー が 反応 。 冷蔵 庫 の 近く に ある 酒 の ビン が 、 何 度 か 「 ビ 

| と 動い た 。 お と ー ち ゃ ん と お か ー ち ゃ ん は それ に は 気づか ず 、 ずっ と テー ブル に 

沿 か っ て いた 。“1” カウ ント 後に お か ー ち ゃ ん が 台所 へ 向かい 、 お と 一 ち ゃ ん は 部 屋 

貞 に 置か れ た まま で あっ た 紙袋 か ら な に か 布 状 の も の を 取り 出し 、 お か ーー ち ゃ ん 
) 蜂 も と に 投げ た 。 むす こ は 立 ち 上 が り 、 中 央 の 仏壇 の 戸 を 閉め た 。 


澤 帆 剛 習 


ビン の そば が 怪し い 。“2" カ ウン ト 頃 に コ 
スモ セン サー の 反応 は な く な っ た 。 
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UCPGC 調 倉 報 古 


調査 年 月 日 ' 
年 (Y) 月 (Y) 日 ⑯⑩ 


UJmnnverseG Council Poverd by G ば EAT ご OS き SMO 


太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添付 する こと 


お いと 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


201 202 203 205 
49 イ 02 103 105 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 軸 舎 ずみ (記入 不 厩 ) 


チャ ー リ ー・ ワ ッ ト | | シン ケン セミ | | キャ ッ ト マ ダム びー ちゃ ん 
AM1:00 AM9:00 PM7:00 
す 


AM4:00 PM11:00 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗客 


リト ルマン ボ 
が ゲラ 

Km セグ 
Smoy EE 

ガブ プリ ヨリ 

グイ ィ リ ヨコ 

ノッ トチ キン 


DATA : コロ シヤ 
黒 服 と お や っ さん を 追っ て いる 
が 、 会 いそ うに な る と 逃げ る 。 


DATA : 赤ちゃん 
どこ か の 会 社員 。 住 人 で は な 
い が 、 行動 が 非常 に 怪し げ 。 


DATA : 黒 服 と お や っ さん 
動か な い お や っ さん を 運び 込む 
黒 服 た ち 。 住人 で は な いよ うだ 。 


洒 詳 随 


備考 機 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


空き 部 屋 た が 、 黒 服 た ち に 利用 され て いる 
102 ぢ 室 は 、 


誰 も 住ん で いな い 空 き 部 屋 の よう だ 。 使わ れ て いな い 期 間 は 長い らし く 、 部 屋 
の 層 に が 開い て いて 、 そこ か ら ネ ズミ が 出入 り し て いる ほど だ っ た 。 し か し 突然 、 全身 黒 
ずく め の 男 ふた り が 部 屋 に 入っ て き て 、 居座っ て し まっ た 。 黒 服 た ち は 「 お や っ さん 」 と 呼ん 
で いる 老人 を 背 負 っ て いて 、 部屋 の 中 央 に 寝かせ て いた 。 どう や ら お や っ さん は 病気 に で 
も か か っ て いる らし く 、 か な り 具 合 が 悪 そう だ っ た 。 この 部 屋 に は 、 ほか に も コロ シヤ や 大 き 
な 赤ちゃん な ど 、 変わ っ た チキ ュー 人 ば か り が や っ て きた 。 


wwhot bFE -Cau iD 上 RE LIFE- GFFiCiglL. UICB EEh 


衣 映 
| 崎 串 


@lodo0| デ データ ター 直入 


ネズ ミ が 数 匹 出 て き て 、 な に か を 取り 囲ん だ 


る に ネ 

W の か ら ネ ズミ が 1 匹 出 て き て 、 部 屋 の 中 央 まで 移動 する と 、 な に か に 和信 い た 様子 で 5 も コ 
必 へ と 戻っ た 。 今度 は 4 匹 の ネズ ミ が 穴 か ら 現 われ 、 ネズ スミ た ち は な ( に も な いと け 
1 上 で 取り 囲み 、 チ ュ ウ チュ ウ 鳴 いて いた 。 コス モモ センサー は ずっ と 反応 し た まま 。 8 

寿 い 

閉 者 この エリ ア で の 乗客 救出 後 が ネ 
が 1 区 だ け 穴 か ら 出 て き て 、 な に も せ ず また 穴 に 戻っ て し まっ た 。 “3” カウ ント 以降 か ミ 


オー ブン 条件 等 を 記入 関連 項目 


| か ら 聞 こえ て くる 大 の 鳴き 声 以 外 は 、 な に も 起き な か っ た 。 
@jo チャ ー リ ー・ ワ ッ 
察 の 外 を 自転 車 に 乗っ た 警官 が 通っ た 


(部屋 に 入っ て くる 者 は お ら ず 、 相変わらず 犬 の 鳴き 声 し か 聞こ えて こ な か っ た 。 
"カウ ント と ほぼ 同時 に 、 窓 の 向こう を 自転 車 に 乗っ た 警官 が 通り 過ぎ て いっ た 。 
うど 警官 が 窓 か ら 見 えて いる 間 、 コ スモ セン サー が 反応 し た 。 


呈 弟 チャ リー・ ワ ッ ト ・・・P . 82 
MI 
| 崎 訓 


ト 救出 後 


き ー よ V , 題 18 ぐ 友 
@ 赤軍 庄 層 は 頑 遂 思 


』 近 ら 妃 

の つの. 、 旭 

| リン 屋台 の 笛 の 音 が 聞こ え 、 そ の すぐ あと 、 夫 の 向こう に ラー メン の 屋 | 
用 われ た 。 屋台 は ちょ うど 窓 か ら 見 える と ころ で 止ま り 、 し ば らく し て キン パ ツ が 現 | る 

中 、 屋 台 で 食事 を し た 。 屋台 が 見 を て いる 間 、 コ スモ セン サー ー が 反応 し て いた 。 や し 生 
* 屋 

台 っ 

(e 培 yF 


PH は モ パ 

S ほ セト 

中 の 中 に 、 突然 爆発 音 が 何 度 か し 、 そ の 直後 、 窓 の 外 を な に 者 か が 横切っ た 。 ん カ 
"カウ ント と ほぼ 同時 に 、 サイ レン を 鳴ら し な が ら 警 察 の パト カー が 走っ て いく の が 見 が 

- この 時 間 帯 で も 、 パト カー が 窓 か ら 見 える 間 、 コス モ セ ン サ ー が 反応 し た 。 だ 際 計 
る 当 

の ス 


調査 
時 刻 


バイ ク が 通っ た あと 、 黒 服 が 部 屋 に 入っ て きた 


し 目 止 た バ 
と まあ イ 
内 衣 直後 、 穴 の 外 を バイ ク が 通過 。 ここ で も 、 バイ ク が 見 えて いる 間 、 コ スモ セン サ 部 り ミク 
が バ 友 応 し た 。 こ れ ま で な に か が 通過 する た びに 現われ た コス モモ セン サー の 反応 は 、』 屋 | に ア 交 
同じ 乗客 に 対し て だ ろう 。 バイ ク が 走り 去っ た 黒 服 が 人 室 。 巣 版 は 、 背負 っ て 写 | て 『 を 
- お や っ きん を 床 に 寝かせ る と 、 外 の 様子 を うか が い 、 すぐ に 部 屋 に 戻っ て きた 。 の り 

? 前 
で き 


uFp -g Fau in LhE LiFE- GFFiCigL. LiFE コ JEER.……… 


Z0L-VL00L- と 


関連 項目 


オー プン 条件 等 を 記入 関連 項目 。 こ レン ケン セミ .……-P.89 
シン ケン セミ 救出 後 

ふた り の 黒 服 が お や っ さん の 前 に そろ っ た 

里 服 は お や っ さん の 横 に 座り 、 な に や ら ブ ツブ ツ と つぶ や いて いた 。 す る と 、 も う ひ と 


り の 黒 服 が 部 屋 に 入っ て きた 。 黒 服 の ひと り は お や っ さん の こと を 心配 し て 立 い て い 
る よう だ っ た 。“2” カウ ント の あと 、 黒 服 は ふた り と も 部 屋 を 出 て いっ た 。 


: 時 | : 分 | オー プン 条件 等 を 記入 
夫 |0 900 キャ ッ 
コロ シヤ が 窓 か ら 逃 げ 出 し た 

昌 活化 、 黒 服 が 退室 し た 。 すぐ に コロ シヤ が 押入 れ か ら 出 て きた が 、 黒 服 が 戻っ て きた だ めか 、 窓 か ら 外 に 逃げ 出し た 。 そ 
中 気づい た 黒 服 ふ た り は 、 コロ シヤ の あと を 追い か けた 。 部 屋 に は お や っ さん だ けが 残さ れ 、 以降 な に も 起こ ら な か っ た 。 


ぬ : 時 | : 分 
ッ yM 貞 9 
ー 枚 の 枯れ 葉 が . も の か な し け に 落ち て くる ーー 


l い 風 が 吹き 、 そ の すぐ あと に 、 枯れ 葉 が 落ち て きた の が 窓 か ら 見 えた 。 この と き 、 
に セン サー が 反応 を 示し た 。 乗客 が 部 屋 に 進 人 し て きた らし い 。 


衣 章 キャ ッ ト マ ダム ・…・P .86 


| 央 割 


トマ タム 赤 出 後 


訓 條 
剛 人 


/ 
プッ 


“2” カ ウン ト 後 、 出かけ て いた 黒 服 が ふた り と も 部 屋 に 帰っ て きた 。 が 、 お や っ さん の 
横 に 少し の 間 座 っ た あと 、 また すぐ に 退室 。“1” カウ ント の 直後 、 窓 の 外 を 誰か が 横 
切っ た 。 どう や ら そ の チキ ュー 人 は 、102 与 室 の 様子 を うか が っ て いた よう だ 。 


展 所 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
の 出来 事 に は まっ た < 変化 が 見 られ ず 、 コス モ セ ン サ ー も 最後 まで 反応 し な か っ た 。 


[ : 時 | : 分 
旨 | 衝 00 
窓 の 外 に 怪し け な 車 が 止ま っ た 


ト の 外 に 車 が 止ま っ た の が 窓 か ら 見 えた 。 車 か ら 降 り た チキ ュー 人 は 、 電信 柱 を 登っ て いた だ 。 一 方 、 部 屋 に 戻っ て きた 
器 川 j。 た 0 は 、 押 入れ と 窓 を 閉め 、 窓 の 外 か ら は 見 えな いと ころ に 座っ て 仮眠 を 始め た 。“2" カ ウン ト の 少し 前 、 電信 柱 か ら ふ 
リ り の チキ ュー 人 が 降り て き て 、 車 が 走り 去っ た 。 コス モ セ ン サ ー は 最後 まで 反応 せ す 。 


sWS み マー 
棋 調 届 古 0 で 。 は び (Y 
こ へ ぃ $ 浴 洒 さ 十 其 一 


員 伯 
時 刻 


移動 し て すぐ に 、 部 屋 の 中 を の ぞい て いた コロ シヤ が 、 窓 を 開け て 部 屋 に 入っ て きた 。 
し か し 、 窓 の 外 に 黒 服 の 姿 が 見 える と 、 コロ シヤ は 慌て て 押入 れ の 中 に 隠れ た 。 コ 
ロ シ ヤ が 押入 れ を 開け た 瞬間 、 コ スモ セン サー が 反応 。 部 屋 に 戻っ て きた 黒 服 は 、 
お や っ さん の 横 に 座り 、 リ ン ゴ の 皮 を むき 始め た 。 その 間 も コ スモ セン サー が 反応 し た 。 


澤 帆 剛 器 


』 < ーー ' 危 監 敬 
人 ON に 各 っ た 晶 服 は 、 訟 の 横 に 座り 仮眠 を と っ て いた 。 する と 、 人 の 外 に 刑事 が ふ | 部 午 計 HF 
WS り 別 われ た 。 彼ら は 、 102 号 室 の 様子 を うか が っ て いた 。 その うち ひと り は 姿 を 消 』 屋 || LCKCES」 9 いち 
- が 、 残 っ た も う ひ と り は 志 に 隠れ て 張り 込み を は じ め た 。 | 1 の 9 た 1 

革 | る 黒 9 
- ち 室 

= は を 


里 服 の ひと り が 退室 し 、 残っ た も う ひ と り が 窓 を 開け 、 お や っ さん の 横 で また リン ゴ を 
むき 始め た 。 リン ゴ を な むい て いる 間 、 コ スモ セン サー が 反応 し 続け た 。“1” カウ ント の 
直後 に 、 押 入れ の 扉 が ガタ ガタ と 動き 出し 、 中 に 隠れ て いた コロ シヤ が 突然 飛び 出 
し た 。 コロ シヤ は 手 に 刃物 を 持っ て いて 、 まる で 誰か に 操 ら れ て いる よう に 膝 れ た 。 


か 警 

M を と っ て いた 黒 服 が 目 を 覚まし 、 窓 の 前 に 立ち 、 外 の 様子 を 気 に し 始め た 。 ア の の 

| っ | の 外 で は 、 黒 肛 の 姿 を 見 た 有事 が 、 慌 て て 姿 を 隠し た 。 再び 黒 服 が 仮眠 を まう 

1 AM 』 始め る し 飛 客 ゝ と 、 中 1 区 けた 。 い 

PT と 、 警官 も 志 か ら 顔 を 出し て 、 張り 込み を 続け 呈 

備 才 この エリ ア で の 秒 客 救出 後 屋 再 り の よう な 動き を し た 。 し だ 
押入 れ の 中 の コロ シヤ は 時 間切 れ まで 姿 を 現 わ き な か っ た 。 部 屋 に 残っ た 黒 服 が 何 1 較 1 * う 


度 も リン ゴ を むき 、 自 分 で 食べ た り 、 お や っ さん に 食べ させ た り し て いた 。 


| に 用 て いた 時 服 が 部 屋 に 入っ て きた 。 張り 込み を し て いた 刑事 が 、 それ に 気づい て 慌て て 姿 を 隠し た 。 し ば らく する と 愚 服 
」、 部 屋 に 寝かせ て いた お や っ きん を 布団 ご と 丸め て 背負 い 、 部 屋 か ら 出 て いっ た 。 張り 込み 中 の 警官 が 仲間 を 呼び 、 窓 の 
貞 に こう か ら 姿 を 消し た 。 どう や ら 黒 服 を 追い か けた よう だ 。 


黒 服 の 存在 に 気付 く と 、 コ ロ シ ヤ は 再び 
押入 れ に 逃げ 戻っ た 。 


る 6 …… uF -a Paul in EhE LiFE- pFFirigL uiFE pp uFE -d aul in EhE LiFE- CFFiciaL Li ロコ CCh.……… L ア / 


20L-VL00L- と 


分 |) オー プン 条件 等 を 記入 ) 本間 科 
レオ ー ン 救出 後 


102 号 室 に は 誰 も いな く な っ た 


県 服 と お や っ さん が いな く な り 、 部 屋 は まっ た く の 無 信 。 コ スモ セン サー の 反応 も な い 。 
時 間切 れ 間 際 に 、 メガ ネ を か け て ヒゲ を 生やし た 、 チキ ュー 人 が 入っ て きた 。 


部 屋 に や っ て きた チキ ュー 人 は 赤ちゃん だ っ た 


前 の 時 間 常 に 部 屋 に 入っ て きた チキ ュー 人 は 、 ウロ ウロ と 歩き 回 りな が ら 、 部 屋 の あ ち 
こち に 積み 木 や ぬい ぐる み を 配置 。 そ の あと バッ グ か ら ベ ビー 服 を 取り 出し て 、 そ れ に 
着替え た 。 大 人 だ と 思っ て いた チキ ュー 人 は 、 じ つ は 赤ちゃん だ っ た の だ 。 赤ちゃん は 
は い は い を し 、 オモ チャ で 遊ん で いた 。 コス モ セ ン サ ー は ずっ と 反応 し な か っ た 。 


赤ちゃん と 化し た チキ ュー 人 は 、 と て も 楽 
し そう だ っ た 。 


赤ちゃん は 突然 泣き 出し 、 寝 て し まっ た 
積み 木 で 遊ん で いた 赤ちゃん が 、 急 に 泣き 出し た 。 し ば らく 泣い た あと 、 その まま の 中 
体勢 で お と な し く な っ て し まっ た 。 どう や ら 寝 て し まっ た よう だ 。*3" カウ ント の 直前 か | 本寺 「 | 
ら 、 コ スモ セン サー が 反応 。 だ が 、 室内 に と くに お か し な と ころ は 見 られ な か っ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
室内 の 出来 事 に 変化 は な か っ た 。 赤ちゃん の 動き も 同じ で 、 救助 前 と 同じ く 突 然 泣き 
出し 、 寝 て し まっ だ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は 消え た 。 


赤ちゃん が 泣き 出し た の と 乗客 の 登場 は 
関係 ある の だ ろう か 。 


上 黒 服 が 戻っ て き て 、 赤ちゃん は 部 屋 を 出 て いっ た 


赤ちゃん が 積み 木 で 遊ん で いた と ころ に 、 黒 服 た ち が 戻 っ つて きた 。 する と 赤ちゃん は 、 
自分 の 荷物 を 抱え 、 黒 服 に 名 刺 を 渡し て 、 部 屋 を 出 て いっ た 。 黒 服 は 再び お や っ さき 
ん を 中 央 に 寝かせ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 


赤ちゃん は 着替え も せ ず 、 その まま 退室 
し て し まっ た 。 


38  …… uFG - Pau in 上 hB LiFE- QFFirial. uiPE Jpph 


分 | オー プン 条件 等 を 記 入 2 関連 項目 k_ と らん .………… 
ぴー ちゃ ん 救出 後 


窓 の 外 か ら 奇 妙 な 声 が し て 、 コス モ セ ン サ ー も 反応 し た 


旧 川 上 ふたり と も 寝 て し まっ た 。 窓 の そば に いる と 、 な に か 悲鳴 の よう な 声 が 屋上 の 
| から 聞こ を た 、 コ スモ セン サー も 反応 。 する と 今度 は 地面 の ほう か ら 声 が 聞こ え 、 
まま 上 へ と 消 を て いっ た 。 そ の 際 も コス モ セ ン サ ー が 反応 し た 。 


c0L-VL00L- と 


民 所 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
「 セン サー は まっ た く 反 応 せ ず 、 外 か ら 悲 鳴 の よう な 声 も 聞こ えて こ な か っ た 。 


コス モ セ ン サ ー は 2 回 、 ど ちら も 叫び 声 
に あわ せ 、 一 瞬 だ け 反 応 し た 。 


ニーーーーー 


ーー ニーーーー デ ーー ご 
ニー ニー ニー ニーー… 


風 弟 
| 崎 征 


08|00 「 人 


用 貞 括 人 矯 、 ボ ちゃ ん が 窓 の 向こう に 見 えた 。 飛び 跳ね て 、 堤 の 上 か ら 顔 を 出し て い 
屋 の 様子 が 気 に な っ た よう だ 。 赤ちゃん が いな く な る と 、 今度 は マユ ゲ の 太い 
ュー 人 が 現われ た 。 マユ ゲ は 刃物 を 取り 出し 、 部 屋 の 窓 を 開け た 。 その 気配 
旧 服 が 気づく と 、 マユ ゲ は 消え て し まっ た 。 黒 服 の ひと り は マユ ゲ の 男 を 追っ て 外 

し か け 出 し て いっ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 


マユ ゲ の チキ ュー 人 は 、 黒 服 た ちの 命 を 


狙っ て い る の だ ろう か が 。 


呈 貸 


| 岩 証 


09I00 


た くさ ん の チキ ュー 人 が 102 号 室 の 窓辺 に 集まっ て きた 


「 ゲ を 追っ て 外 に 出 て いた 黒 服 が 戻っ て きた 。 “2” カウ ント の あと 、 窓 の 外 に 兵士 の 姿 が 現われ 、 何人 か の チキ ュー 人 が 集 
部屋 の 中 を 見 て いた 。 黒 服 の ひと り が 窓 に 近づき 、 逆 に に ら み 返し て いた 。 コス モ セ ン サ ー は 最後 まで 反応 せ す 。 


外 の チキ ュー 人 と 黒 服 の に ら み 合い が 続い た 


の 近く に いた 黒 服 が 部 屋 を 出 て 、 し ば らく し て か ら 戻 っ て きた 。 外 の チキ ュー 人 の 数 は 、 さら に 増え た よう だ 。 その まま 時 間切 
中 で 、 黒 服 ふ た り と チキ ュー 人 た ちの に ら み 合い が 続い た 。 コス モモ センサ ー は 反応 し な か っ た 。 


回 1 fp ーー ント お 


外 に いた た くさ ん の チキ ュー 人 が いな く な っ た (ワン コ 救 出 後 ) 


川邊 わら ず 窓 の 外 に は 大 ぜ い の チキ ュー 人 が いた が 、“2" カウ ント を 過ぎ た あたり か 
キュ ー 人 の 数 が 減っ て いっ た 。 最後 まで 残っ た マユ ゲ も 立ち 去り 、 誰 も いな く 
に 。 する と 黒 服 は お や っ さん を 布団 ご と 負 い 、 ふた り と も ゃ 部屋 か ら 出 て いっ た 。 
則 上 用 切れ の 直前 、 窓 の 向こう を 黒 服 た ち が 横 切っ た あと 、 爆発 音 が 聞こ えた 。 


ーー ニーーー 


員 
| 随 呈 


天 


帆 剛 岩 


お や っ さん を 背負 っ て 部 屋 を 出 て いっ た 
黒 服 ふた り 。 
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UCPGC 調 査 報 


調査 年 月 日 
年 (Y) 月 Y) 日 % 


UniverseG Council Povverd by GE ビ EAT COSIMO 
太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添付 する こと 


中 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 人 を 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 普 査 ずみ (記入 不要 ) 


F ド MC に | ガ ゾ リリ は だ し の ケン 
AM5:00 AM10:00 PM7:00 


AM9:00 


PM3:00 PM11:00 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗客 


に. 
デー レー 
9 り づ ひ の りり づけ し ろ ビ バ 
Km 硝 
マナ ルス 半 
。  。 びー ちゃ ん 

DATA : マイ コン キャ ラス ィ ン カ ー 

一 日 中 部 屋 に こも り 、 キー ボー の りく みい ん 2 

の 乱用 MP 1 あ 7 03 WS 


備考 機 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


何 台 も の パソ コン と モニ ター、 そし て 器材 の 山 
我々 が 「 マ イコ ン 」 と 名 付け た 、 コ ンピュータ 好き の 若者 が 暮らす 部 屋 。 と いっ て も 、 
生活 感 は まっ た く 感 じ ら れ な い 。 部 屋 全 体 は 常に 薄暗く 、 不気味 に 光る モニ ター と 、 マイ コ 
ン が キー ボー ド を 叩く 姿 以外 は な に も な いと いっ て も いい だ ろう 。 和 驚い た の は 、 マイ コン が 一 
歩も 部 屋 か ら 出 な か っ た こと だ 。 椅子 に 座っ た まま ほとん ど 移 動 も せ ず 、 モニ ター を に らん 
で ひたすら キー ボー ド を 打ち 続け て いた 。 食事 や 睡眠 の た め 、 椅子 を 離れ る と いう こと も 
な か っ た 。 いつ も こん な 生活 を し て いる の だ ろう か 。 


室内 に 


cuisszes uFE -gPagu in EhE LiFE- GFFirialL uiCE コ Eph 


吊 折 分 | オー プン 条件 等 を 記入 関連 項目 
“ ザー マン 救出 後 

マイ コン が 黙々 と キー ボー ド を 打っ て いた 

界 明 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 椅子 に 座っ た マイ コン が 、 モニ ター を 見 つめ て 

ドー ド を 打っ て いた 。 な に か の 作業 を し て いる の だ ろう か 。 せ わし な く 動 く マ イコ 

必 、 そ の キー ボー ド を 叩く 様子 は タッ プ ダ ンス の よう に も 思え る 。 


ご と 杜 天 さす 
3 ご , 入 箇 洒 年 功 8 い ば 
日 へ 4 入 旦 誰 ア ー 汗 一 填 


o『 li 


沖 帆 剛 器 


証 商 
| 中 


@loflo0 


キー ボー ド の 叩き か た に クセ を 発見 


叶わ ら ず 黙々 と キー ボー ド を 打ち 続け て いる マイ コン 。 前 の 時 間 と 同様 、 移動 直後 

コス モ セ ン サ ー が 反応 し て いた 。 し ば らく 観察 し に いた ら 、 マイ コン の キー の 叩き 
た に クセ が ある こと を 発見 し た 。 キー を 打ち 終え た あと 、 決ま っ て 右手 を 勢い よく 
) 方 へ 跳ね 上 げ る の だ 。 マイ コン な り の フィ ニッ シュ ポー ズ だ と 思わ れる 。 


炉 帆 瑞 器 


SW ど へ で 忌 河 遇 滞 
ffHNYS(!SV 昌 へ る 


ビュ エニ ニーーー" 


川 層間 
| 崎 刻 


| 時 | : 分 
費 |p2I00 
容 マイ コン の 足もと に ある 電源 ラン プ に 変化 が 見 られ た 


有 胃 赴 後 か ら 、 コ スモ セン サー が 反応 。 前 の 時 間 淀 か ら 、 隣 の 105 号 室 か ら 音 楽 が 
昌 こ ぇ 始め た 。 “3” カウ ント 以前 、 マ イコ ン の 足もと に ある 電源 ラン プ の 光 が 徐 々 に 玖 
ゆり 、 最後 に は 消え た 。 再び 点灯 する が 、 同じ よう に 徐々 に 光 は 弱く な っ て いっ た 。 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
プ が 消え な く な っ た こと 以外 は 、 マイ コン の 行動 に 


変化 は 見 られ な か っ た 。 


光 が 弱 く な っ て いる 間 、 コ スモ セン サー が 
反応 し 続け た 。 


Ui 


呈 刻 


の | 0300| 


外 は 騒が し く な る が 、 マイ コン に は 興味 が な いよ うだ 


"カウ ント の 直前 、 外 か ら 爆 発音 が 響き 、 続い て パト カー の サイ レン が 聞こ えた 。 だ 
(コン は 意 に 介 き ず 、 キー ボー ド を 打ち 続け て いた 。 コス モ セ ン サ ー は 移動 直後 
以 応 し た まま 。 電源 ラン プ の 光 が 消 えて し まう 現象 が 、 こ の 時 間 常 で も 発生 。 


マイ コン は キー ボー ド 打 ち に 没頭 し て いた 


コン の 行動 は これ まで と まっ た く 同 じ 。 キー を 叩い て いる 指 以 外 は 、 ほとん ど 身 体 
則 か し て いな いよ うに 見 えた 。 移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し 続け た 。 


4 本 
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ヘー 
一 


0L-VLO0L- 


オー ブン 条件 等 を 記入 関連 項目 


ドリ マー トン 救出 後 


両手 だ け を せわ し な く 動 か し 、 モ ニタ ー に 向かう マイ コン 。 いっ た いい つま で 作業 を 
続け る つも りな の だ ろう か 。 この 時 間 、 コ スモ セン サー の 反応 は 最後 まで な か っ た 。 


“3”" カ ウン ト と ほぼ 同時 に 、 マイ コン の 左側 に ある ふた つの モニ ター の 表示 が 変化 し 
た 。 それ に あわ せる か の よう に コス モ セ ン サ ー も 反応 し た 。 どう や ら 乗 客 が 室内 に 現 
われ た よう だ 。 レ し か し レ マイ コン は マイ ペー ス に キー を 叩き 続け て いた 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
どの モニ ター に も 変化 は 出 な か っ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 も な し 。 


モニ ター の 表示 が 変化 し て も 、 マイ コン 
は 気がつか な か っ た よう だ っ た 。 


マイ コン の 動き に 変化 は 見 られ な か っ た 。 キー ボー ド を 叩く 音 だ けが 室内 に 響い て い 
た 。 コス モ セ ン サ ー も 反応 せ ず 、 た だ 、 た だ 時 間 だ けが 過ぎ て いっ た 。 


日 中 、 ひ た すら 同じ 作業 を 続け て いく 
つも りな の だ ろう か 。 


ひたすら キー ボー ド を 叩き 続け る マイ コン 
マイ コン の 動き に 変化 は 見 られ な か っ た 。 キー ボー ド を 叩く 音 が 耳 に 残り そう で ある 。 


マイ コン の 動き に 変化 は 見 られ な か っ た 。 部 屋 に な ん の 変化 も 現われ ず 、 コ スモ セン 
サー の 反応 も これ まで の 3 時 間 ま っ た く な か っ た 。 


レー の uFH -g Fau Iih khE LiFE- QFFiEigL uiPE pph 


関連 項目 


オー ブン 秒 人 等 を 記入 _ 
【 り 10 00 ~ 。 ガブリ ヨリ 救出 後 


エア コン が ひと り で に 暖房 に 切り 替わっ た 


Ui が ブリ ヨリ ・・ の や ay 


I 央 語 


"カウ ント の 直後 、 コ スモ セン サー が 反応 。 続い て エア コン の フラ ッ プ が ひと り で に 
上 l き 、 冷房 か ら 暖房 に 切り 替わっ た よう だ 。 マイ コン は モニ ター に 釘付け な の で 、 お 
濾 和 客 が 部 屋 に 入り 込み 、 勝手 に リモ コン で 操作 し た も の と 思わ れる 。 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 
まっ た く 変化 は な か っ た 。 エア コン も 冷房 の まま で 、 フラ ッ プ も 閉じ た まま だ っ た 。 


展 ち 


澤 帆 剛 器 


た し か に 室内 は 冷房 が きき 過ぎ て いて 、 
寒い くら い だ っ た 。 


ーー テニ ーー アン 


ーー ニー ニーー 


川 閉 化 し ば らく する と 、 コ スモ レー ダー が 反応 し 始め た 。 し か し 、 部 屋 の 様子 に と くに 
"っ た と ころ は 見 られ な い 。 コス モ セ ン サ ー は 時 間切 れ ま で 表示 され 続け る が 、 お 
| な 現象 は 起こ ら な か っ た 。 室内 に 乗客 が いる こと は 間違い な い の だ ろう が …… 


乗 寄 が いそ うな と ころ を 撮影 し まく っ て み 
る し か な い の だ ろう 。 


上 設 査 の ド IS の マダ 0 二 の AM 5 ペン YR 

晴 刻 つい ーー 

マイ コン に 電子 メー ル が 届い た 

"カウ ント の 直後 、 マ イコ ン が 使っ て いる モニ ター に 、 ド クロ マー ク の 封筒 が 表示 され 
誰か か ら 電 子 メ ー ル が 届い た よう だ 。 マイ コン は すぐ に キー ボー ド を 叩き 始め 、 返 

を 章 い て 、 電子 メ ー ル を 返信 し た らし い 。 その 間 、 コ スモ セン サー が 反応 し て いた だ 。 


展 者 この エリ ア で の 乗客 救出 後 

リッ ン に 電子 メー ル が 届く こと も 、 彼 自身 が メー ル を 出す こと も な か っ た 。 これ まで 通 科 呈 

)、 鳳 々 と キー ボー ド を 叩き 続け る だ け で あっ た だ 。 電 了 メー ル の 送受 信 に も 乗客 が 関係 し て 
いる 可能 性 は 高い 。 


湯 章 遼 選 


証 資 
時 刻 


ll 
Oi1I0U 
よう や く マ イコ ン が 動い た 


内 衣 赴 後 、 こ れ ま で 手 を 動か す 以 外 は 微動 だ に し な か っ た マイ コン が 、 つい に 動い 

し いっ て も 、 椅子 ご と マイ コン の 左 に ある モニ ター の 前 に 移動 し た だ け 。 な に か を 
旧作 し た よう だ が 、 すぐ に も と の 場所 に 戻り 、 キ ー ボ ー ド 打ち を 再開 し た 。 コス モモ ギン 
リー は ずっ と 反応 し た まま 。 また 、“3” カウ ント を まわ っ た 頃 、 隣 の 205 与 室 の 方 か ら 、 
- 落ち 着い た 音色 の ピア ノ が 聞こ えて きた 。 


絆 査 開始 か ら 14 時 間 目 に し て 、 や っ と マ 
イコ ン が 動い た 瞬間 。 
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再び 変化 の な い 状 態 に 戻っ て し まっ た よう だ 


移動 し た の は 前 の 時 間 帯 に お いて ほん の 少し の 間 だ け で 、 ま た 単調 な 作業 に 戻っ 
て し まっ た よう だ 。 コス モ セ ン サ ー は 移動 直後 か ら 反 応 し 続け た 。 


キー ボー ド を 叩き 続け る マイ コン 
マイ コン の 動き に 変化 は 見 られ な い 。 両手 は 療 れ な い の だ ろう か と 心配 に な っ て きた 。 
移動 直後 か ら 、 コ スモ セン サー は 反応 し 続け た 。 また 、 PM1:00 同 様 、“3” カウ ント を 
まわ っ た 頃 に 、 今度 は 陽気 な ピア ノ の 音色 が 205 号 室 の 方 か ら 流 れ て きた 。 


マイ コン は キー ボー ド を 叩き 続け た まま 


マイ コン の 動き に 変化 は 見 られ な い 。 ず っ と モニ ター を 見 続け て 、 目 は 療 れ な い の だ 
ろう か と 心配 に な っ て きた 。 移動 直後 か ら 、 コ スモ セン サー は 反応 し 続け た 。 


と こと ん キー ボー ド を 叩き 続け る マイ コン 


マイ コン の 動き に 変化 は 見 られ ず 、 部 屋 の 中 に も 、 変化 が 現われ た 様子 は まっ た く な 
い 。 移動 直後 か ら 、 コ スモ セン サー は 反応 し 続け た 。 


マイ コン は 毎日 毎日 、 こ ん な 単調 な 作業 
を し て いる の だ ろう か 。 


電子 音 の あと 、 マイ コン が 急 に 笑い 出し た 


マイ コン が 再び 椅子 ご と 、 左 に ある モニ ター の 前 に 移動 し た 。“2” カウ ント の 直前 、 左 
ふた つの モニ ター の 表示 が 変化 し 、「 ピ ーッ ! 」 と いう 電子 音 が 鳴り 響い た 。 する と 突 
然 マ イコ ン が 甲高い 声 で 笑い 出し た 。 も と の 場所 に 戻り 、 ちら ちら と 左 の モニ ター を 
見 て 笑い 声 を あげ な が ら 、 マイ コン は キー ボー ド 打 ち を 再開 し た 。 コス モ セ ン サ ー は 
移動 直後 か ら 反 応 し 続け て いた 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 


マイ コン の 行動 、 部 屋 の 様子 と も に 救出 前 と 変わ ら ず 。「 ピ ーッ 1 と いう 電子 音 も 鳴っ た 。 これ まで 口 を 開く こと が な か っ た マイ コ 
ン が 笑い 出し た 。 


0 間 uFE -g Pa im EhE LiFB- QFFirial. uiPE JEph 


関連 項目 


: 時 | : 分 | オー プン 打 件 等 を 記入 3 6 

07I0O は だ し の ケン 救出 後 

と きど き 笑 い 声 を あけ 、 キー ボー ド を 叩き 続け た 

ドー ポー ド 打 ちの 作業 に 戻っ た を マイ コン 。 た だ 、 これ まで と 合 う の は 、 と きど き 左 に あ 
ドニ ター を 見 て は 、 不 気味 な 笑い 声 を あげ る と いう と ころ だ 。 笑っ て は キー を 叩く 

し を 線 り 返し て いた 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は 最後 まで な か っ た 。 


衣 首 は だ し の ケン "PFP、%6 


崎 刻 


証 査 
岩 刻 


00 
0i8I0i0| 
パソ コン の ラン プ が 不 自 然 に 点滅 し た 


"カウ ント の 少し 前 、 部 屋 に 201 号 室 の サラ リー マン が 入っ て きた 。 彼 は マイ コン に 
を か け 、 部屋 の すみ で 持っ て きた 携帯 ゲー ム で 遊び 始め た 。 その と き 、 マイ コン の 
| に 冒 か れ た パソ コン の 赤い ラン プ が 点滅 し 、 コ スモ セン サー も 反応 を 始め た 。 サ 
リー マン の ゲー ム に 連動 し て いる か の よう に 、 赤い ラン プ は 3 回 点滅 を 繰り 返し た 。 
リラ リー マン は ゲー ム を 終え る と 退室 し て いっ た 。 


畑 帆 剛 器 


凡才 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
リカ ン の ラン プ は 点滅 せ ず 、 コ スモ セン サー も 反応 し な か っ た 。 室内 の チキ ュー 人 の 
級 に も 変化 な た し 。 マイ コン は 作業 を 続け 、 サラリー マン は ゲー ム を 終え た あと 退室 。 


ラン プ が 点 減 す る と 、 コ スモ セン サー も 
点 減 し て いた よう だ 。 


次 
時 刻 


「 コ ン は 結局 、 ほ ぼ 一 日 中 キー ボー ド を 打ち 続け て いた こと に な る 。 この 時 間 、 コ 
に セン サー は 最後 まで 反応 し な か っ た 。 


調査 
時 刻 


マイ コン が コー ト の 男 に 逮捕 され た (ワン コ 救 出 後 ) 


昌 な 足 逮 

則 き ず に キー ボー ド 打 ち を 続け て いた マイ コン 。 “1” カウ ント の 直前 、 部 屋 に コー ト を 有 いで さき 
間 た チキ ュー 人 が 入っ て きた 。 な に か が 書か れ た 紙 を マイ コン に 見 せ 、 コー ト の 男 は を そ た 
沖 直 する 」 と 言っ た よう だ 。 に や けた 表情 の まま 、 マイ コン は 両手 を 挙げ た 。 どう や 1 で ィ 
< イコ ン は 法 に 触れ る よう な こと を し て いた よう だ 。 | た 

皮 は 

肉 満 


FE -d Pau iR 上 hE LiFE- pFFiriaL uiFE JCph.……… 4$ 


ペー 
ーー 
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則 省 上 唱 中 る 。.。。。 
は | フ ド 立 の al 
語 中 三 l に 


UCPGC 


Universe Council Povverd by G ロ EAT COSIMO 
太線 枠 内 に 調査 内 傘 を 記入 の こと 
部 屋 番 号 (ROOM No.) 


105 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添付 する こと 


201 202 203 205 
49 イ ニー イ 92 492 09 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


フラ ッ ト ウ ッ ズ ベア メー ル キャ ラス イィ イン カー 
AMO:00 6 6 PM1:00 6 PM8:00 
ド 2 如 書 


AM1:00 5 M PM5:00 PM11:00 


園 | | - EN 


DATA : キン バツ DATA : DATA: 


音楽 鑑賞 や 作曲 の 趣味 を 持 
つ 。 ガ ー ル フレ ンド も いる よう だ 。 


備考 機 湖 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 

音楽 好き の 若者 が 住ん で いる 

部 屋 に 入る と 、 大 き な ピ アノ や スピ ー カ ー、 ソフ ァ な ど が まず 即 に 入る 。 な か な か きれ い に 整 
頓 さ れ た 部 屋 で ある 。 ここ に 、 金色 の 頭髪 を 持つ 若者 「 キ ン パ ツ 」 が 住ん で いる 。 調査 を 開 
始 し て すぐ 、 キン パ ツ は 部 屋 に 大 き な 絵 を 持っ て きた 。 どう や ら 、 自 分 の 姿 を 他人 に 描か せ 
た も の らし い 。 キン パ ツ は その 絵 が 非常 に 気に入っ た らし く 、 ヒ マ が あれ ば 眺め て いた 。 ま 
た 、 キン パ ツ に は 作曲 を する 趣味 も ある らし く 、 ピア ノ を 弾い て いる こと も 多かっ た 。 夕 方 、 が 
ー ル フレ ンド を 部 屋 に 連れ て きた の も 確認 され た 。 


46 …… bFE -gd Cau in ERE LiFE- pFFiCial. UICBE コ ECh 


調査 年 月 日 
年 (Y) 月 (Y) 日 Y) 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗客 


ツ ゼ 方 
SU 
モッ クシ 
マ プ ブッチ 
キヨ シ 

レオ ー 
ハチ ん こび ひめ 
メタ モー ル 


: 分 オー ブン 条件 等 を 記入 
フラ ッ ト ウ ッ ズ 救出 後 


キン パ ツ が 大 き な 繧 を 抱え て 戻っ て きた 


移動 直後 か ら 、 コ スモ セン サー が 反応 し た 。 すでに 乗客 が 部 屋 に 紛れ 込ん で いる も 
の と 思わ れる 。 し か し 、 部 屋 に 住人 の 姿 は 見 えな か っ た 。 どこ か に 出かけ て いた の 
だ ろう 。 時 間切 れ 間 際 に 、 よう や く キ ン パ ツ が 戻っ て きた 。 大 き な 絵 を 抱え て いて 、 そ 
の 絵 を 部 屋 の 中 央 に 立て か けた 。 どう や ら 、 自 分 の 姿 が 描か れ た 絵 ら し い 。 


関連 項目 フラ ッ ト ウ ッ ズ ・・・・P 


絵 に 突然 落書 き が され た 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた 。 ス テレ オ を 操作 し て 、 音楽 を 流し た キ 
ン パ ツ 。 そ の あと 、 ソフ ァ に 座っ て ワイ ン を 飲み な が ら 、 絵 を 眺め 始め た 。“2”" カウ ント 
の 前 、 絵 に 突然 、 落書 き が され た 。 落書 き を 見 て 、 キン パ ツ は 飲ん で いた ワイ ン を 吹 
き 出 し 、 ワ ナ ワ ナ と 岩 え な が ら 絵 に 近づい て 、 その 場 に 例 れ て し まっ た 。 


「 備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 


に 落書 き は され ず 、 キン パ ツ も ワイ ン を 吹き 出す こと も な く 、 ソフ ァ に 座っ た まま 、 時 間 
切れ まで 絵 を 眺め 続け て いた 。 し か し 、 コ スモ セン サー は 移動 直後 か ら 反 応 し て いた 。 


屋台 が 来 た こ と に 気づき 、 キン パ ツ が 外 に 出 た 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 音楽 が 終わ り 、 キン パ ツ が ステ レオ の 前 に 移 
動 し た と き 、 外 か ら 屋 台 の 笛 の 音 が 聞こ えて きた 。 すぐ に キン パ ツ は 外出 。 屋台 へ 食 
事 を と り に 行っ た よう だ 。 出かけ た きり 、 時 間 内 に は 戻っ て こ な か っ た 。 


。OStal0k す で 8 明光 
は 紅 。 吾 器 せ さ ot 
は 0W 講 交 古 部 ら ミ ンマ 


SNS ー ツ @ 


闘 は と 只 年 rr と ど さ 


キン パ ツ は ピア ノ の 前 に 座り 、 作曲 作業 を 始め た 


移動 直後 、 コ スモ セン サー が 反応 。 出かけ て いた キン パ ツ が 部 屋 に 戻っ て きた 。 絵 
ピア ノ の 前 に 座っ た 。 趣味 の 作曲 を 始め た らし い 。 鍵盤 を ひと つ 叩 い 
は 、 諸 面 に な に か を 書き 込む 、 そ の 繰り 返し 。 ずい ぶん ま ど ろ っ こし い 作 業 だ 。 


ml ⑯|o06 」 


作曲 に 専 菅 する キン パ ツ 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 作曲 を 続け て いた キン パ ツ だ が 、 作業 の 進み 
具合 が と て も 遅く 、 か な り 茸 労 し て いる よう に 見 えた 。 


に に la いた さき 7 っ 03 


8 上 書 栓 半 び よこ ご は は 
は 器 需 へ Y 4 引 計 滞 


0L-VLO00L- 山 


GOL-VLO0L- 山 


キン パ ツ は まだ 眠り 続け 、 こ の 時 間 に も 目 を 覚ます こと は な か っ た 。 コス モ セ ン サ ー が 
途中 か ら 反応 し 出し た 。 乗客 が 部 屋 に 人 入っ て きた らし い 。 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた 。 キン パ ツ は 作曲 の 作業 を 中 断 し 、 ビ 
ァ アノ の 前 か ら 離 れ た 。 絵 を 少し 眺め た あと 、 植木 鉢 の 前 に 移動 し 、 植物 に 水 を か け 
始め た 。 それ か ら 、 再び 外出 。 時 間 内 に は 戻っ て こ な か っ た 。 


s+ow 邊 ri 


VsuwSrv 紹 みき は v 届 刻 びび! 末 仁 民 則 ry 
旭 オ 商 /A き Oiew 町 人 区 


備考 マブ ッ チ 、 モッ クン 救出 後 
水 を や ろう と し た キン パ ツ は 植木 が な く な っ て いる こと に 気づき 、 その 場 に 倒れ て し まっ 
た 。 それ か ら 起 き 上 が っ て 部 屋 の 隅 に 植え て いる バラ を 植木 鉢 に 移し て 水 を や り 、 外 
出 。 また 、 モッ クン の み 救 出し た 場合 NN 移し 奉 え た バラ に 水 を や っ た あと 、 ソフ ァ ー 
の 前 で 倒れ ん 、 そ の まま 眠っ て し まっ た 。 


性 


弁当 の 残飯 が な く な っ た 備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ミ Mc キン パ ツ は 寝 続け て いる の は 変わ ら な 

ーー きた ヽ 計 らく 応 。 ヽ ov = 大 3 ん 8 
移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 キン パ ツ は この 時 間 内 で も 日 を 覚ます こと は な 條 当 の 残飯 は 減ら な か っ た 。 コス 


か っ た 。“3” カウント の 直前 か ら 、 キン パ ツ が 食べ 残し た 弁当 の 残飯 が 減り 始め た 。 お 
で 反応 な し 。 
な か を すか せ た 乗 客 が 食事 を し た も の と 思わ れる 。 弁当 は 空っぽ に な っ て し まっ た 。 MER 


。 と どこ て Or は O+ 
は ど Au 沈 入学 は 半 商 


NN CPP 
前 の 時 間 に 外 出し た キン パ ツ は 、 こ の 時 間 内 に は 戻っ て こ な か っ た 。 こん な 朝 早 くに 、 
どこ へ 出かけ た と いう の だ ろう か 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 


Ei の ⑤ 00IOOI| 
まだ また だ 眠り 続け る キン パソ ツ 


キン パッ は この 時 間 も 目 を 覚 ま き な か っ た 。 夜 と 恒 の 生活 が 、 完全 に 逆転 し て いる よ 
う で ある 。 途 中 か ら コ スモ セン サー が 反応 し 始め 、 時 間切 れん まで それ が 続い た 。 


eo さ (Yf4W す fi0 ど 
生 の びに EF 。 ミ ニ ピ せ 


備考 マフ ッ チ 救出 前 
マブ ッ チ を 救出 し て いな い 場 合 、 キ ン パ ツ は ソフ ァ ー の 横 で 倒れ た まま 。 植木 が いつ 
の 間 に か な く な っ て いた こと が 、 大 き な 心 の 傷 に な っ て し まっ だ らし い 。 


三 O 帰 で 記 商 誕 放 は ざさ 政 


調 : 本 | : 分 | オー プン 人 件 侍 を 記入 ベア メー ル 
ii⑥ 0100 ベア メー ル 救 出 後 


キン パ ツ は この 時 間 も 戻 っ て こ な か っ た 。 どう や ら 、 1 日 の 活動 時 間 は か な り 不 規則 な 8 すっ と 眠り 続け る キン パ ツ 
も の と 思わ れる 。 コス モ セ ン サ ー は 反応 し な か っ た 。 MD \ 
も 人 移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた 。 キン パ ツ は 相変わらず 眠り 続け た まま 。 
室内 に 乗客 が いる よう だ が 、 と くに 変わ っ た 様子 は うか が えな か っ た 。 


覆 考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 

室内 に 変わ っ た 現象 は 起こ ら な か っ た 。 た だ コス モ セ ン サ ー の 反応 だ けが な く な っ た 。 
“3” カ ウン ト の 前 に 、 キン パ ツ が よう や < く 戻っ て きた 。 NNN:2ANMO MHR 
い 。 部 屋 の すみ に 移動 し て 、 買っ て きた 弁当 を 食べ 始め た 。 食事 を 終え を た キン パ ツ 
は 、 弁当 の 容器 を 片づけ ず に 、 ソ ファ で 就寝 。 容器 に は まだ 中 身 が 残っ て いる よう 
だ 。 コス モ セ ン サ ー は 最後 まで 反応 し な か っ た 。 


同じ 時 間 帯 の 103 号 室 に いる と 、 この 部 
屋 の 方 か ら 音楽 が 聞こ えて いた が 


。 は O 帰 で 背 碑 


(Y9 蛋 江 は 語り 誕 


で へ ざさ 海 へ O 回 記紀 計 池 


し っ 02I00 
キン パ ツ は まだ 目 を 覚まさ な い 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー は 反応 し 続け て いた 。 キン パ ツ は いま だ 日 を 覚ます 気 
ソフ ァ の よ で 過半 る キン バス 配 す ら 見 せな か っ た 。 いっ た い 、 い つ 起 きる の だ ろう か 。 


この 時 間 、 キ ン パ ツ は ずっ と 眼 り 続け て いた 。 コス モ セ ン サ ー は 最後 まで 反応 な し 。 


調査 
時 刻 


回 ln700 
傘 鼻 ち ょ うち ん が 突然 割れ 、 か の じ ょ が 目 を 覚まし た 
故 表 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 鼻 ち ょ うち ん を 出し て 、 ソ ファ の 上 で 緩 て いる 
トン パッ の か の じ ょ 。 その 邊 ちょ うち ん が 突然 割れ 、 か の じ ょ が 目覚 め た 。 キン パッ ツ の 
| わざ だ と 思っ た の か 、 か の じ ょ は キン パ ツ を 殴り 、 泣き な が ら 部 屋 を 飛び 出し て し ま 
。 キン パ ツ は 顔 に 手形 を つけ た まま 呆然 と 立ち つく し て いた 。 


電話 が 鳴り 、 キン パ ツ が よう や く 起 きた 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた 。 まだ 寝 て いる キン パ ツ 。“3” カウ ント か 
らし ば らく あと 、 電話 が 鳴り 出し た 。 ここ で キン パ ツ が よう や く 目 覚め 、 電話 に 出 た 。 
話 を 終え を る と 、 キン パ ツ は 弁当 の 容器 を 片づけ 、 部 屋 を 出 て いっ て し まっ た 。 


G0L-VL00【~- 山 


展 考 ハチ ん こ ひ め 救 出 後 
ぃ の じ ょ の 寝顔 を 眺め て いた キン パ ツ が 、 お も むろ に な に か を メモ し 始め た 。 コス モ セ 
サー は 時 間切 れ ま で 反応 する こと は な か っ た 。 


備考 マフ ッ チ 救出 前 
マブ ッ チ を 救助 し て いな いと 、 電話 が 鳴っ て も キン パ ツ は 出 な か っ た 。 結局 、 電話 は 切 
れ て し まっ た 。 その 後 、 キ ン パ ツ は 弁当 の 容器 を 片づけ 、 出かけ て し まっ た 。 


岬 帆 剛 洋 


キン パ ツ が 貴 ち ょ うち ん を 割っ て いな い の 
は 明白 で ある 。 


この 時 間 帯 に も 、 隣 の 103 号 室 で ピア ノ 
の 音 が 聞こ えて き て いた 。 


関連 項目 よ ャ ラス ィ ン カ ー ・P . 94 | 


9 : 時 | : 分 | オー プン 条件 等 を 記入 
0i8IUiU キャ ラス ィ ン カ ー 救 出 後 
81 キン パ ツ が か の じ ょ を 見 な が ら メ モ を 取り 続け た 

な の 寝 上 を 見 な が ら 、 キン バツ は な に か を 紙 に 書き 続け て いた 。“3” カウ ント を まわ 
た あたり で 、 か の じ ょ が 目 を 覚まし た 。 か の じ ょ に 対し 、 [ピア ノ 弾 こう か ? 」 と いう ジ 
. スチ ャ ー を 見 せ た キ ン パ ツ だ っ た が 、 拒 人 千 され た らし い 。 花壇 の と ころ へ 移動 し よ 

と し た か の じ ょ を 、 な ぜ か キン パ ツ が 阻止 し た 。 


調査 
時 刻 


出かけ た まま 、 キン パ ツ は 戻っ て こ な か っ た 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた 。 前 の 時 間 か ら 出 か け て し まっ て いる 
キン パ ツ は 、 こ の 時 間 内 に は 戻っ て こ な か っ た 。 


調査 
時 刻 


op9o6 
容 ふた り で 部 屋 を 出 た 直後 、 キ ン パ ツ だ けが 戻っ て きた 

い の じ ょ に 「 い っ し ょ に 絵 を 描い て も ら お うか 」 と いう ジェ スチ ャ ー を 見 せ た キ ン パ ツ 。 

た 0 で 部 屋 を 出 て いっ た 。“3” カウ ント の し ば らく し た あと 、 部 屋 に キン パ ツ が ひと り 

が け 戻 っ て きた 。 し か し 様子 が どこ か お か し い 。 奇妙 な 踊り の よう な 動き を し た あと 、 

トン パッ は 再び 退室 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 し て いた 。 時 間切 れ 間 際 、 キン パ ツ が 女 の チ キ 
ュー 人 を 連れ て 帰っ て きた 。 どう や ら 、 キン パ ツ の | か の じ ょ 」 だ と 思わ れる 。 さき さっき の 
電話 は 、 こ の キン パ ツ の か の じ ょ か ら だ っ た よう だ 。 


澤 尊 剛 器 


六 者 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
た り が 退室 し た あと は 、 誰 も 部 屋 に 戻っ て こ な か っ た 。 コ スモ セン サー の 反応 は な い 。 


部 屋 に 戻っ て きた キン パ ツ は 、 いつ も と は 
どこ か 様子 が 変 だ っ た 。 


か の じ ょ は キン パ ツ よ り も 身体 が ガッ シリ 
し て いた 。 


し 1 0 0 0 「 
キン パ ツ た ち は 部 屋 に 戻っ て こ な か っ た 


弟 屋 を 出 て いっ た キン パ ツ と か の じ ょ は 、 こ の 時 間 内 に は 戻っ て こす ず 、 部 屋 に も 変化 
ない 。 コス モ セ ン サ ー$ ゃ 最後 まで 反応 し な か っ た 。 


回 1 106 
人 キン パ ツ が ひと り で 戻っ て きた (ワン コ 救 出 後 ) 

"カウ ント と ほぼ 同時 に 、 キン パ ツ が 部 屋 に 戻っ て きた が 、 か の じ ょ と 一 緒 で は な か 
キン パッ は 花壇 の パラ を 摘ん で 、 絵 の 横 に 座り 、 パラ の 花 を 使っ て 花 占い を 始 


た 。 花びら が な く な っ て し まう と 、 身体 を 振る わせ 、 絵 に 向かっ て 倒れ た 。 その せ 
いで まっ ぷ た つ に 割れ た 絵 を 見 て 、 キ ン パ ツ は 再び 震え 出し た 。 


今度 は キン パ ツ の か の じ ょ が 寝 て し まっ た 


移動 直後 すぐ 、 植木 鉢 に 移さ れ た バラ の 花 が 一 瞬 動 いた 。 コス モモ センサ ー も 表示 る 
れ て いた の で 、 乗客 の し わざ だ と 判断 。 キ ン パ ツ は か の じ ょ に 自分 の 絵 を 見 せ た が 、 
無視 され て し まっ た よう だ 。 キン パ ツ が 今度 は か の じ ょ に ビア ノ を 聞か せよ うと 演奏 を 
始め た 。 し か し 、 すぐ に か の じ ょ は ソフ ァ の 上 で 眠り 出し て し まっ た 。 


調査 
時 刻 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 

バラ の 花 が ひと り で に 動く こと は な か っ た 。 コス モ セ ン サ ー$ も 最後 まで 反応 な し 。 キ ン | 

パ ツ と か の じ ょ の 行動 に は 、 変化 は 見 られ な か っ た 。 微妙 な 動き で は ある が 、 確か に バラ の 花 
が 一 瞬 傾 いた 。 


。vrOr を 8 党 人 は 睦 計 族 
埋 忠 。2 ニ マオ の て 澤 叶 
VSuVryu ど (y は 証 法 
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UniversS 避 Council Povwverd by G ば EAT COSIMO 
太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 


部 屋 番号 (ROOM No.) 


洒 詳 大 


| 岬 串 I 串 中 天川 の 


44D4F54ASFJHMK4J54H87 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添付 する こと 


と 01 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 商 仁 ずみ (記入 不要 ) 


の りく みい ん 1 メタ モー ル 
AM6:00 PM8:00 


AM8:00 


PM11:00 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 秋 客 


1 pk" ポン 

デン スケ 

ドリ マー トン 

り リモ ッ コ 
し ろ ビ バ 

レ ま ーッ メン aa 

0 Se 
ペリ ー せ ん ちょ う 


0 9 は 


DATA : サラ リー マン 
昼間 は 部 屋 に いな い 。 夜 は 寝 
て いる か 、 テレ ビ を 見 て いた 。 


備考 補 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


才 削 必 ま 謗 省 099600 帝 AN 4 いて AUG が N 多 友 9E 導 6「 さ EE 

サラ リー マン が ひと り 暮 らし を し て いる 部 屋 。 ペッ ト と し て 水槽 で 熱帯 魚 を 飼っ て お り 、 外 出 時 』 ニーーーーーーー 
や 就 編 時 に は 、 ま る で 家族 に 話し か ける か の よう な 次 が 目撃 され た 。 朝 早く に 着 状 え て 外出 | ーーー 
し 、 昼間 は 部 屋 に は お ら ず 、 夜 遅く に 戻っ て くる 。 食事 を 作る と いっ た 行動 は 見 受け られ ず 、 io 
外 か ら 別人 に 食料 を 運び こま せる 様子 が 観察 きれ た 。 生活 の リズ ム は 規則 正しい が 、 部 屋 
に いる 間 は テレ ビ を 見 る 、 タバ コ を 吸う な ど と いっ た 非 生産 的 な 行動 ば か り が 目立っ た 。 


本 bFE -d Cau iP ERE LiFE- pFFICigL UICEB EER 


テレ ビ の 映像 が 砂嵐 に な っ た 

移動 直後 より コス モ セ ン サ ー が 反応 。 部 屋 で は サラ リー マン が 床 で 緩 て お り 、 テレ ビ 
に は 調整 用 の カラ ー バ ー が 表示 きれ て いた 。 “2” カウント を 過ぎ る と テレ ビ の 映像 が 
砂嵐 の よう な も の に 変わ り 、 サラ リー マン が 起き て テレ ビ の 電源 を 切っ た 。 テレ ビ を 消 
す と 、 サラ リー マン は ベッ ド に 移動 し 、 寝 て し まっ た 。 


0 りこ き り 訂 えい る 
サラ リー マン は ベッ ド で 寝 て いた 。 動き が ある の は 、 水槽 の 中 の 魚 だ け 。 コス モ セ ン 
サー は 、1 時 間 ず っ と 反応 し て いる が 、 こ れ と いっ た 変化 は 現われ な か っ た 。 


びき 団 


ー。 せ ひざ 本 回 
翌 
固 @ 一 ニーMIl す は で ぐ 還 


固 人 ひら 騨 


1 時 間 の 間 、 ず っ と コス モモ セン サー が 反応 。 サラ リー マン は 緩 て いる 。 “1” カウ ント の 直 
後 、 水槽 の 魚 が 宙 に 浮く の が 確認 され た 。 乗客 の 影響 に よる も の と 思わ れる 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
水槽 の 魚 が 宙 に 浮く こと も な く 、 と くに 目立っ た 変化 も な く 時 間 が 過ぎ て いっ た 。 コス 
セン サー の 反応 も な く 、 乗客 に よる 影響 らし きゃ の は 見 られ な か っ た 。 


“3” カ ウン ト の 直後 、AM2・ 00 と 同じ く < 水槽 の 魚 が 宙 に 浮く の が 確認 きれ た 。“2" カウ 
ント の 直後 に も 、 魚 が 宙 に 浮い た 。 これ に より 、 水槽 の 魚 が す べ て いな く な っ て し ま 
っ た 。 コス モ セ ン サ ー は 、 こ の 1 時 間 の 間 、 ず っ と 反応 を 示し て いた 。 


サラ リー マン が 上 を 覚まし た 


“2 ッ カ ウン ト を 過ぎ た 頃 、 サラ リー マン が 急 に 目 を 覚まし て 、 タバ コ に 火 を つけ た 。 タバ 
コ を 吸い お わる と 、 サラ リー マン は 再び ベッ ド ( に 入っ て 眠り に つい て し まっ た 。 あと は 
ずっ と 寝 続 け て いた 。 この 間 、 コ スモ セン サー は ずっ と 反応 を 示し て いた 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
サラ リー マン は うな され る こと も 、 目 を 覚ます こと も な く 、 ずっ と 眠り 続け て いた 。 と くに 目 
立っ た 変化 は 現われ な いま ま 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 や な か っ た 。 


1 時 間 の 間 、 ず っ と コス モ セ ン サ ー は 反応 し て いる が 、 部 屋 に と く ( こ 変 わっ た 動き は な い 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
水村 の 魚 は 元気 に 泳い で いた 。 ほか 
に これ と いっ た 変化 は な く 、 コ スモ セン 
サー が 反応 する こと も な か っ た 。 


sf で 族 主 


人 
AEO' は テス し / 旭 ご る | 時 思 作画 旗 議 江 党 び 下 


ー こ Mi まで 狗 避 旗 皿 で 員 邊 古人 は 本 法 


注 帆 遼 器 


。 は 守り 獲 古 ロニ 


LO0G VIOOL 


関連 項目 


の りく みい ん 1・・・P 


馬 明 し コ 

人 動 直 後 、 サラリー マン は 疲 た まま 。 3" カウ ント を 周 ぎ る と 時 計 の ベル が 喝 り 、 サラ リ 部 屋 に は 、 誰 も いな い 。 移動 直後 は コス モ セ ン サ ー の 反応 は な い が 、 し ば らく する と 2 
凍り 和み 64AAIRto4pM0MA 反応 を 示し 、 エア コン が 動き だ し た 。 どこ か か ら 乗 客 が ここ に 入っ て きた に 直 い な い 。 論 ピン 
に く な く 、 。 その 後 は 、 と くに 変化 は 見 受け られ な か っ た 。 が 

ー 応 


| 動 に 誰 
お 
備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 た BE 
ビ 衝 ラ エア コン が 動き だ すこ と は な く 、 静か な まま 1 時 間 が 過ぎ た 。 部 屋 の 中 で は な ん の 変化 人 
移動 後 し ば らく する と 、 サラ リー マン が 戻っ て きた 。“3” カウ ント 頃 に テー ブル の 上 の リ が か り いな く 、 た だ 水槽 の 魚 が 動き 回 り 、 時 計 の 針 が 静か に 進ん だ 。 1 
モコ ン を 使っ て テレ ビ を つけ る と 、 同時 に コス モ セ ン サ ー が 反応 。 サラ リー マン は テレ に 朱 の 
ビ を 見 な が ら 食 事 し 、“2” カウ ント 前 に テレ ビ を 消し た 。 この と き 、 コ スモ セン サー の を 
反応 も な く な っ た 。 サラ リー マン は 着替え る と 、 再び 外 へ 。 れ り 
いき 調査 還 | 分 
テッ し 00|00| 
ツテ デリ ! 
本 し モ と くに 変化 は 見 られ な か っ た 備考 この エリ ア で の 和孝 
全 考 この エリ ア で の 業容 数 出 矯 有 さ ン 変わ ら ず 部屋 に は 誰 も いな いま ま 。 コス モ セン サー の 反 志 も な く 、 エ アコ ン と 時 計 | スイ て ドア ント 
リモ ッ コ を 救出 し た あと は 、 サラ リー マン は リモ コン を 使わ ず 、 直接 テレ ビ を 操作 する よ きえ 作 と 、 水槽 の 魚 だ けが 動い て いる 。 変化 の な いま ま 時 間 が 過ぎ た 。 et 6 
うに な っ た 。 リモ コン が 機能 し な く な っ て し まっ た の だ ろう 。 え コ 和 
6 9 モ 
セ に 


サラ リー マン は 留守 に し て いる 


サラ リー マン は 外出 し て 、 部 屋 の 中 に は 誰 $ も お ら ず 、 訪れ る 者 ちい な い 。 コス モ セ ン 
サー は まっ た く 反 応 せ ず 、1 時 間 が 過ぎ た 。 部 屋 の 中 で 動き が ある の は 、 水 槽 の 魚 と 、 
置い て ある 時 計 の 針 だ け 。 乗客 の 影響 らし いも の は 見 られ な か っ た 。 


調査 間 人 
し 02I0i0 
ドラ ム の 音 が 止ま っ た 


移動 直後 、 し ば らく する と どこ か ら と も な く ド ラム の 音 が 聞こ えて きた 。 この と き 、 コス モ 
セン サー に 反応 が あっ た 。 乗客 の 影響 と 見 て 間違い な い 。 し ば らく し て ドラ ム の 音 が 
ステ ィ ッ ク の 音 に 変わ っ た あと 、 ド ラム の リズ ム が 変調 し た 。“2” カウ ント 前 に は ドラ ム の 
和音 が 聞こ を な く な り 、 コ スモ セン サー の 反応 も 消え た 。 


。 で な 『 全 区 OK 瞳 は 嘆 8 と 
MI テレ し 和信 史 せ す (YO は (Av 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
サン ダー を 救出 し た 後 は 、 ド ラム の 音 は 聞こ えて こ な か っ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 も 
な く 、 水槽 の 魚 と 時 計 以 外 に は な ん の 変化 も な いま ま 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 


コス モ セ ン サ ー の 反応 な し 
1 時 間 を 通し て 部 屋 に は 誰 も いな い 。 動い て いる の は 、 水槽 の 魚 と 、 時 計 の 針 だ け 
だ 。 サラ リー マン が 脱い だ 服 が 、 無造作 に 置い て ある の も 変わ ら な い 。 コス モ セ ン サ 
ー も 1 時 間 を 通し て 、 まっ た く 反 応 し な か っ た 。 


動い て いる の は 魚 と 時 計 だ け 
移動 直後 か ら 1 時 間 、 ずっ と コス モ セ ン サ ー の 反応 は な か っ た 。 部 屋 へ 出入 りす る 住 
人 も な く 、 あい か わら ず 動 き が ある の は 、 魚 と 時 計 だ け 。 魚 は 水槽 の 中 を 泳ぐ だ け で 
変化 は な く 、 時 計 の 針 は 正確 に 時 を 刻み 続け た 。 


srtOi す の OKI 硬 の は 


イ 


ロロ 

時 刻 Mmw410:3|U:U 
な ん の 変化 も な し 

郊 屋 に は 誰 も お ら ず 、 コ スモ セン サー も 1 時 間 を 通し て な ん の 反応 も 見 られ な い 。 
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0 の VIOUL サ 


“2” カ ウン ト と ほぼ 同時 に 、 サラ リー マン が 帰っ て きた 。 部 屋 に 入る と 水槽 の 魚 に 声 を 
か け て か ら 、 着替え 、 床 に 座り こみ タバ コ を 吸っ た 。 タ バ コ を 吸い 終わ る と 、 水槽 の 
魚 に えさ を 与え 始め た と ころ で 1 時 間 が 経過 し た 。 この 時 間 は 、 コ スモ セン サー が 反 
応 を 示す こと は な か っ た 。 乗客 の 彰 響 は 、 ここ に は 現われ て いな いよ うだ 。 


帆 剛 漠 


帰宅 し て きた サラ リー マン 。 すぐ に 魚の 
そば へ 向かっ た 。 


移動 直後 は 、 サ ラリ ー マ ン が 魚 に えさ を 与え て いた 。 その 後 、 座り込ん で 電話 を 取り 
出し 、| ラー メン 、 お お も 0、 ひ と つね 」 と 負 前 に オー ダー を 有 出し た 。 “2" カウ ント に な る と 、 
ラー メン が 届く 。 ラー メン や が お か も ち を 開け る と 、 コ スモ セン サー が 反応 し た 。 その 
直後 、 部屋 の すみ に ある ビン が 動い た の も 確認 きれ た 。 ここ か ら 時 間 終 了 ま で 、 コ ス 
モ セ ン サ ー は 反応 を 続け て いた 。 サラ リー マン は ラー メン を 食べ 終わ る と 、 どん ぶり 
を 部 屋 の 人 口 ま で 運び 、 た め 息 を ひと つつ いた 。 


か も ち が 開 く と 、 コ スモ セ 


ン サ ー が 反応 を 始 ゆ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
コス モ セ ン サ ー は 反応 せ ず 、 部 屋 の すみ に 置か れ た ビン が 動く こと も な か っ た 。 サラ リ 
ー マ ン は 出前 で と っ た ラー メン を 食べ る の は 変わ ら な か っ た 。 


部 屋 の すみ の ビン が 、 少し だ け 動い た の 
が 確認 され た 。 


2 


ゲー ム 機 で 遊ん で いた 


移動 直後 より 、 コ スモ セン サー は 反応 し て いた 。 サラ リー マン は どん ぶり を 片づけ た 
あと 、 魚 に 声 を か け て 、 部 屋 の 中 を 移動 。 収納 か ら ゲ ー ム 機 を 取り 出し て 、 ベッ ド の 
上 で 遊ぶ 姿 が 確認 きれ た 。“1” カ ウン ト 過 ぎ に 、 ど ん ぶり を 持っ て 部 屋 か ら 出 て いく 。 
この と き 、 コ スモ セン サー の 反応 も 消え た 。 部 屋 に は 誰 も いな く な っ た 。 


どん ぷり を 部 屋 の 外 に 出す と 、 コス モ セ 
ン サ ー の 反応 も 消え た 。 
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移動 開始 時 に は 、 部 屋 に は 誰 も いな い 。“2" カウント 過ぎ 、 時 計 の 長針 と 短針 が 重 な 
っ た と き に コス モ セ ン サ ー が 反応 し た 。“1” カ ウン ト に な る と 、 反応 は 消え た 。 その 後 、 
サラ リー マン が 部 屋 に 戻っ て き て 、 ベッ ド の 上 に 乗り ゲー ム 機 で 遊び 始め た と ころ で 1 
時 間 が 終了 。 サラ リー マン が 戻っ て か ら は 、 これ と いっ た 変化 は な か っ た 。 


時 計 の 針 が 重なっ て いる 間 だ け 、 コ スモ 
セン サー が 反応 し た 。 


電話 が か か っ て きた 


サラ リー マン は ベッ ド の 上 で ゲー ム を し て いた 。“3” カウント 前 に 電話 を し 、 そ の まま 紛 
て し まっ た 。“2” カウ ント に な る と 、 電話 が か か っ て きた た め 目 を 覚まし た 。“1" カウ ント 
過ぎ に 時 計 の 長針 と 短針 が 重なる と 、 コ スモ セン サー が 反応 。 し ば らく し て 時 計 の 
針 が 進む と 反応 は 消 を た 。 その 後 サ ラリ ー マ ン は 水槽 の 魚 に えさ を 与え た 。 


間 剛 習 


電話 が 鳴っ た と き 、 時 計 の 針 は 方 角 で い 
うと “ 西 " を 向い て 協 な っ て いた 。 


移動 開始 直後 、 サ ラリ ー マ ン は タバ コ を 吸っ て いた 。 吸い 終わ る と 、 電話 を か けた 。 
リモ コン で テレ ビ を つけ よう と する が 、 動作 し な い の で 直接 スイ ッ チ を 人 入れ 、 座っ て テ 
レビ を 見 始め た 。“1” カウ ント を 過ぎ て 時 計 の 針 が 重なる と 、 コ スモ セン サー が 反応 
し た 。 時 計 の 針 が ずれ る と 、 コ スモ セン サー の 反応 は な く な っ た 。 


コス モ セ ン サ ー が 反応 し た と き 、 時 計 の 
針 は “北東 "で 年 な っ て いた 。 


le 隔 隊 
時 刻 110:0 
調 食 内 容 サラ リー マン は うた た 寝 を し て いた (ワン コ 救 出 後 ) 
移動 開始 前 か ら テ レビ を 見 て いた 。 少し する と 、 横 に な っ て 寝 て し まっ た 。 "3" カウ ン 
ト を 過ぎ る と テレ ビ で ニュ ー ス が 放送 され 、 番組 が 終了 。“1"” カウ ント すぎ に コス モ セ 
ン サ ー が 反応 し た 。 サラ リー マン が 頭 を 押さ きれ た よう に 起き 、 テ レビ を 消し て 眠り に 
つい た 。 サラ リー マン が 起き て 少し する と 、 コ スモ セン サー の 反応 は 消え た 。 


澤 帆 剛 岩 


NMM 


頭 に な に か が ぶつ か っ た らし く 、 サラ リー 
マン が 突然 目 を 覚まし た 。 
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02-VYL00L- 二 


川 有 員 川 川 川 記 


っ う 44D4F54ASFJHMK4J54H87 0 ェ - 1001A-202 


UCPGC 語 含 報 和 


UniversSG Council Povwverd by GR は EAT ご OSMO 
太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


の は 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


の KA 
2Z9 イ 602 203 205 
49 イ 492 オイ 92 49 ヶ 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混 乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


調査 年 月 日 
年 (Y) 月 (Y) 日 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添 付す る こと 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 商 仁 ずみ (記入 不 秦 ) 


ソム て た い デ ィ リ アム 
AM1:00 
_ 聞 


AM0:00 


AM3:00 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗客 


ダビ 

の りく みい ん 
ドリ マー トン 
トッ お 
モン ド ハ ン ド 


ミケ ネコ 
気まま に 部 屋 を 出入 りす る 。 シ 
ロ ネ コ と 一 緒 に いる こと る 多い 。 


DATA : 画家 DATA : 
同じ アパ ー ト の 住人 を モデ ル に 
絵 を か いた り し て いた 。 


DATA: 


備考 機 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


画家 と ミケ ネコ が 暮らし て いる 

画家 らし き 人 物 が 、 ミ ケ ネ コ と 一 緒 に 住ん で いる 部 屋 。 画材 な ど で 雑 然 と し た 部 屋 に は 、 天 
体 望 遼 鏡 も 設置 され て お り 、 天文 学 に も 興味 が ある こと も うか が えた 。 我々 の 母船 が 彼 に 
よっ て 発見 され る 可能 性 は 無視 で き な い だ ろう 。 また 、 彼 の 部 屋 に 、 別室 の 住人 が 複数 訪 
れる 次 る 目撃 され た 。 同居 す る ミケ ネコ は 、 気まま に 部 屋 へ の 出入 り を 繰り 返し て お り 、 203 
ぢ 琶 の シロ ネコ と 行動 を と も に する 場面 も 確認 され た 。 
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3 衝 オー プン 条件 等 を 記入 
ソム リエ 教 出 後 


画家 が 区 に せき こん だ 


必 動 直後 より コス モモ セン サー が 反応 を 示し て いた 。 部 屋 の 中 で は 、 画家 が キン パ ツ 
ャ モデ ル に し て 、 絵 を 描い て お り 、 キン パ ツ に た び た び 話し か けた 。 し ば らく する と 、 

骨 家 が 煙 に むせ る か の よう に 急 に せき こむ が 、 再び 絵 を 描く 作業 に 戻っ た 。“2” カウ 
ト の 後 、 キ ン パ ツ は 画家 か ら 絵 を 受け 取っ て 部 屋 か ら 出 て いく と 同時 に 、 コ スモ セ 
サー の 反応 も 消え た 。 乗客 が キン パ ツ と 一 緒 に 部 屋 か ら 出 た の だ ろう 。 


備考 ソ ビ ピカ 救出 後 
骨 家 は せき こむ こと な く 、 絵 を 描き 続け る 。 その ほか の 行動 に 
絵 が 完成 し た あと は 、 天体 望遠 鏡 を の ぞ き こん で いた 。 


3 続 ま ら だ た く な か っ 


: : 分 
還 入 01I00O 
画家 が 振り 返っ た 
骨 : kt 天体 望遠 鏡 を の ぞい て いた 。 な に か 変わ っ た も の が 見 えた らし く 、 望遠 鏡 を 
RM 画家 が 望遠 鏡 の 前 か ら 離 れ た と きか ら 、 コ スモ セン 


サー が 反応 。 画家 は 背後 に な に か を 感じ た の か 、 途中 で 振り 返っ た 。 お そ らく 乗客 
の 影響 だ ろう 。 その 後 、 2 ら 出 て いく と 、 コ スモ セン サー の 反応 も 消え た 。 
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_. 閣 園 は (it は 部 
せ ど ー 坪 部 器 舌 


が 
キ 
ン 
パ 
M 
の 
方 
を 
向 
き 


柱 帆 剛 翌 


。 入 どど 人 4EO び は 剛 


喝 o 計 て 燃 旗 半 ご 
ご 十 . は 8S 主 で 乱 湖 は 部 


た い デ ィ リ アム ・・・ 
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背後 が 気 に な る の か 、 画家 が 振り 返っ た 。 
乗客 の 気配 を 感じ た の だ ろう か が 。 


天体 望遠 鏡 が 動い た 


江 屋 に は 誰 も お ら ず 、 移動 直後 は コス モ セ ン サ ー の 反応 も な か っ た 。“3” カウ ント を 過 
\ る と 、 コ スモ セン サー が 反応 し 、 天体 望遠 鏡 が ひと り で に 動き 出し た 。 何 度 か 望遠 
良 が 動い た あと 、“3” カウ ント を 待た ず に コス モ セ ン サ ー の 反応 が 消え た 。 その あと 
は 外 か ら 屋 人 台 の 笛 の 音 が 聞こ える だ け で 、 これ と いっ た 動き は な か っ た 。 


展 考 の りく みい ん 1 救出 後 
に 体 望遠 鏡 が ひと り で に 動き 出す こと は な く 、 まっ た く な ん の 変化 も な いま ま 1 時 間 が 過 
* た 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 も な か っ た 。 部 屋 に は 誰 も いな か っ た 。 


誰 も いな い の に 、 天体 望 遠 議 が ひと り で 
に 左右 へ 動き 始め た 。 


画家 が 部 屋 に 戻っ て きた 
"カウ ント 前 後 で コス モ セ ン サ ー に 反応 が 現われ る が 、 と くに 変わ っ た 動き は な い 。 
“" カウ ント と 同時 に 外 か ら サ イレ ン の 音 が 聞こ えた 。 画家 が 外 か ら 帰 っ て き て 、“1" 
リウ ント を まわ る 頃 に は 眠っ て し まっ た 。 コス モモ センサ ー の 反応 は な か っ た 。 
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60Z2-VL00L-H 


オー ブン 人 特等 を 記入 
1 ダン ・ ガ ・ ガ ー ン 救出 


時 刻 


ツ 


0900 


画家 が 熟睡 し て いる 
具 骨 直後 か ら 、 ミ ケ ネ コ と 画家 が 寝 続 け て いた 。 1 時 間 を 通し て 、 部 屋 の 中 に 大 き な 
斑 き は な い 。 どちら の 住人 も 、 ずっ と 眠っ た まま 。 コス モ セ ン サ ー が 反応 する こと は 

度 も な か っ た 。 ここ に は 、 乗客 の 影響 は な いよ うだ 。 


1 


移動 直後 か ら 、 ずっ と 画家 が 寝 て いた 。 部 屋 に は ほか に 誰 も お ら ず 、 変わ っ た 動き も 
な か っ た 。 コス モ セ モ センサー が 反応 する こと も な く 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 どう や ら 乗 客 は 、 
この 部 屋 に は な ん の 影響 も お よ ぼ し て いな いよ うだ 。 画家 が 起き る こと も な か っ た 。 


Z02-VL00L-H 


調査 
時 刻 


10I00 


コス モ セ ン サ ー に 反応 な し 
川 表 と ミケ ネコ が 眠っ て いた 。 画家 の いび き が 大 きい こと 以外 に 、 これ と いっ て 特筆 す 
よう な こと は な に も な か っ た 。 部 屋 の 中 に も 変わ っ た 動き も 見 られ ず 、 コス モモ セン サー 
反応 する こと は な か っ た 。 静か な まま 1 時 間 が 過ぎ た 。 


画家 が 潤 て いた 。 し ば らく する と 、 窓 の 外 を な に か が 横切っ た 。 その 直後 に 画家 が 
ふる え 出 し 、 コ スモ セン サー に 反応 が 見 られ た 。“3” カウ ント に な る と 、 画家 が 目 を 覚 
まし て 、 コ スモ セン サー の 反応 が 消え た 。 目 を 覚まし た 画家 は 部 屋 の 中 を 少し 歩く と 、 
また 眠っ て し まっ た 。 その あと は 変わ っ た 動き は な に も 見 られ な か っ た 。 


柱 帆 剛 涯 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
画家 は 目 を 覚ます こと な く 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 コス モ セ ン サ ー も 反応 し な か っ た 。 その 
ほか に 部 屋 の 様子 に 変わ り は な く 、 や は り 窓 の 外 を な に か が 横切っ た 。 


調査 
時 刻 
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画家 が 連れ て いか れ た 
作動 直後 すぐ に 、 画家 が 目 を 覚まし た 。 “3" カウ ント に な る と 、 窓 の 外 に 黄色 い へ ヘル メ 


ト を か ぶっ た 人 物 が 現われ た 。“2” カウ ント に は 、 その 人 物 が 窓 を 開け て 室内 に 進 
、 し 、 画家 の 頭 を 殴っ て 気絶 きせ た 。 その 上 間 に 、 コ スモ セン サー が 反応 。 さら に 
』 人 者 は 無線 を 使っ て | 目撃 者 ……」 と 話し て いた 。 画家 は 、 広げ られ た 両手 に よっ 


穴 か ら 連 れ 出 され 、 ミ ケ ネ コ は 、 木 箱 の 影 に 隠れ て いた 。 


画家 の ふる え は 、 乗 客 の 影響 に よる も 
の で あろ うか ? 


ミケ ネコ が 部 屋 に 帰っ て きた 
画家 が 緩 続 け て いる 。“3" カウ ント に な る と ミケ ネコ が 外 か ら 帰 っ て き て 、 部 屋 の 中 を 
少し 歩き まわ り 、 その 人 後 画家 の 近く で 眠り に つい た 。 ミケ ネコ が 帰っ て きた 以外 に は な 
ん の 動き も な く 、 コ スモ セン サー の 反応 も な いま ま 1 時 間 が 過ぎ た 。 


画家 が 気絶 させ られ た 有 瞬間 、 コ スモ セ 
ン サ ー が 反応 し た 。 


調査 
時 刻 


回 1206 


ミケ ネコ が 窓 か ら 出 て いっ た 

多重 直後 、 ミ ケ ネ コ が 隠れ て いた 木 箱 の 陰 か ら 出 て きた 。 この と き に 、 コ スモ セン サ 
が 反応 し 始め た 。 ミケ ネコ は 部 屋 の に お い を か ぐ と 、 窓 か ら 出 て いっ た 。 その 人 後 、 
「 ス モ セ ン サ ー の 反応 も 消え た 。 ミケ ネコ が 出 て いっ た あと は 、 コ スモ セン サー が 反 

応 す る こと も な く 、 と くに 変化 は 見 られ な か っ た 。 


ミケ ネコ が ネズ ミ を 追い か けた 
画家 と ミケ ネコ が 寝 て いる 。 “1” カウ ント を 過ぎ た 頃 ど こ か ら と も な く ネ ズミ が 現われ て 、 
ミケ ネコ の 前 を 通過 。 ミケ ネコ が ネズ ミ に 気づい て 目 を 覚まし 、 追い か け 始 め た と ころ 
で 1 時 間 が 経過 し た 。 コス モ セ ン サ ー に 反応 は な い 。 


ミケ ネコ が 木 箱 の 陰 か ら 出 て きた と き 
に 、 コ スモ セン サー が 反応 し た 。 


移動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 ミケ ネコ が ネズ ミ を 追い か け て お り 、 部 屋 の 右 
に ある 絵 の 奥 へ 逃げ ば よう と し た ネズ ミ が 直線 的 に 移動 せ ず 、 な に か を 避け る よう に 直 
角 に 曲がっ て いっ た 。 ネズ ミ は その まま 絵 の 後 ろ ま で 逃げ 込み 、 ミケ ネコ は 追い か け 
る の を あき ら め た よう だ 。 ここ で コス モ セ ン サ ー の 反応 が 消え た 。 


間 し lof00 


部 屋 に は 誰 も いな い 
部 屋 の 中 に は 誰 も お ら ず 、 部 屋 の 窓 が 開け た まま に な っ て いた 。 1 時 間 を 通し て 部 屋 
に 出入 りす る 住人 も お ら ず 、 コ スモ セン サー が 反応 する こと も な か っ た 。 な に ご と も 起 
ら な いま ま 、 時 間 だ けが 過ぎ た 。 乗客 の 影響 は な いら し い 。 


帆 剛 岩 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ネズ ミ は 一 直線 に 絵 の 裏 を 目指 し 、 ミケ ネコ か ら 逃 げた 。 ミケ ネコ は 再び 眠り に つい た 。 


まっ すぐ に 逃げ ば れ ば よい の に 、 わざわざ 
曲がっ て 走っ た ネズ ミ 。 
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部 屋 に は 誰 も いな い 


部 屋 に は 誰 も お ら ず 、 窓 も る 開け っ ぱな し に な っ た まま 。 1 時 間 の 間 、 コ スモ セン サー は 
RNN 人 の 出入 り も な く 、 まっ た く 動き の な いま ま 時 間 が 過ぎ た 。 


コス モ セ ン サ ー に 反応 な し 


に は 住人 の 画家 も ミケ ネコ も いな か っ た 。 窓 が 開い て いた 。 部 屋 の 中 で 変わ っ 
た 動き は な く 、 コ スモ セン サー が 反応 する こと も な いま ま 1 時 間 が 過ぎ た 。 


部 屋 に は 誰 も いな か っ た 。 移動 後 し ば らく する と 、 ド ラム の 音 が 才 き 始め た 。 それ と 
同時 に 、 コ スモ セン サー が 反応 し た 。 “3” カウ ント を 過ぎ た あたり で 、 ド ラム の 音 は だ ん 
だ ん 小さ きく な り 、 聞こ えな く な る と 、 コス モ セ ン サ ー の 反応 も 消え た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ドラ ム は 聞こ え ず 、 窓 の 外 で 虫 が 鳴く 音 だ けが 聞こ えた 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 も な い 。 


途中 で 、 ド ラム の 音 が 小さ く な る の が 気 


に か か る 。 


虫 の 鳴く 音 が 聞こ えた 


移動 直後 か ら 、 部 屋 に は 誰 も ちい な か っ た 。 窓 が 開い た まま に な っ て お り 、 外 は 薄暗く 
な っ て きた 。 虫 が 鳴く 音 日 が 聞こ え 7 が 。 コス モモ セン サー に 反応 は な か っ た 。 その まま 
1 時 間 が 過ぎ て し まっ た 。 どう や ら 乗 客 は いな いよ うだ 。 


窓 の 外 の 景色 は 、 も う 蒲 暗く な っ て い 


た 。 


部 屋 に は 誰 も いな い 。 


調査 時 | 分 
5 し 06I0:U 
外 が 暗く な っ た 


部 屋 に は 、 画家 も ミケ ネコ も いな か っ た 。 外 か ら は 虫 の 鳴く 声 が 聞こ を え 、 すっ か り 暗 く 
な っ た よう だ 。 コス モ セ ン サ ー が 一 度 も 反応 し な いま ま 、 時 間 が 過ぎ た 。 どう や ら 、 乗 
安 に よる 影響 は 、 Ne は な いら し い 。 


調査 
時 刻 


オー プ ・ 等 
| ハチ ん こ ひ め 救 出 後 


、 
【 0:7|0i0 
容 な に か の 鳴き 声 が し た 


衣 サ 声 窓 
1l| と の 

放 必 に は 誰 も お ら ず 、 窓 が 開い て いた 。“3” カウ ント を 過ぎ た 頃 、 窓 の 外 か ら な に か の | が と 外 
県 き 声 の よう な も の が 聞こ え 、 コ スモ セン サー が 一 瞬 だ け 反 応 し た 。 その すぐ あと 、 | 応 に ら 
り び 鳴き 声 の よう な も の が 聞こ え 、 コ スモ セン サー が 一 上 反 応 し た 。 どう や ら 鳴 き 声 | た コ こ 
は 、 乗客 の も の らし い 。 お そら く 窓 の 外 を 上 か ら 下 、 下 か ら 上 へ と 移動 し て いた の だ | an | | 放 え 
)。 ほか に は 、 こ れ と いっ て 変化 は な か っ た 。 本 | - 

し 1 ぐ が 一 

全 還 1 に 反 度 

備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 も 
| が ぁ ス 

りき 声 は 開 こえ な く な り 、 コ スモ セン サー も 反応 し な く な っ た 。 | 税 と そ 
| えま ン 

1+ た た サ 


りり 08lo0 

画家 が 帰っ て きた 
'3" カウ ント に な る と 、 傷 だ ら け に な っ た 画家 と ミケ ネコ 、 マッ チョ が 部 屋 に 和信 っ て きた 。 
中 家 と マッ チョ が な に や ら 会 話 を し 、 画家 は 絵 を か く 人 準備 に か か っ た 。“2" カウ ント に 
た る と 、 マッ チョ は ポー ズ を と り 始 め た 。 ネコ が 部 屋 の 電気 を つけ 、 画家 は マッ チョ を 
E デ ル に 絵 を か き 始め た 。 1 時 間 を 通じ て 、 コ スモ セン サー は 反応 を 見 せな か っ た 。 


り 和 し っ 09l00 
絵 を 描い て いる 


岬 家 が マッ チョ を モデ ル に し て 絵 を か き 続 け て いた 。 マッ チョ が ポー ズ を 変え よう と し 
た が 、 画家 に こ ば ま れ た 。“3” カウ ント 過ぎ に キン パ ツ が 部 屋 に 来る が 、 画家 と 短い 
語 を 交わ す と すぐ に 帰っ て し まっ た 。 “2” カウ ント を まわ る 頃 に は 絵 が 完成 し 、 マッ 
F ョ が 部 屋 か ら 出 て いっ た 。 し ば らく する と 外 の 音 が 騒が し く な り 、 画家 が 窓 の 外 を 
員 た 。 この 間 、 コ スモ セン サー は 一 度 も 反応 し な か っ た 。 


語ら 1900 
絵 が 完成 し た 


衝動 開始 後 、 画家 が 窓 を 閉め た 。 か きか け の 絵 を イー ゼル に か け 、 悩む よう な し ぐさ 
"見 せ た あ と 、 絵 に 加筆 し 始め た 。 ミケ ネコ は 木 箱 の 上 で 幅 眠 。“1" カウ ント を 過ぎ る 
上 絵 は 完 成 し 、 そ れ を 天体 望遠 鏡 の 横 に 運ん だ 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な い 。 


06 


絵 が に じん だ (ワン コ 救 出 後 ) 


調査 
時 刻 


を 立 
作動 開始 後 、 画 家 は 天体 望遠 負 で 空 を 見 て いた 。“3” カウ ント 過ぎ に 自分 で か いた らち か 
内 を 見 な が ら 、 考え ご と を する よう な し ぐさ を 見 せ た あ と 、 部屋 の 電気 を 消し て 寝 て 和 
| まっ た 。 ミケ ネコ は 部 屋 の 外 へ 。“2" カウ ント 過ぎ に コス モ セ ン サ ー が 反応 し 、 絵 が 
に じ む の が 確認 され た 。“1" カウ ント に な る と 、 コ スモ セン サー の 反応 は 消え た 。 に 角 
、 
み 水 


と 0Z-VLO00L-H 


調 ) 調 ) ォ - 1001A-203 


う 44D4F54ASFJHMK4J54H87 


UCPGC 調 合 報 和 


太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


と 023 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


撮影 し た 写真 が ある 場合 は 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 畔 舎 ず み ( 記 入 不 朗 ) 


の りく みい ん 3 
AM10:00 


PM1:00 
PM0:00 


PM6:00 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
、 必 ず 添 付す る こと 


住人 の 詳細 (DITAILE) 住人 の 写真 かぁ る 場合 は 必ず 添付 する こと (2.4X2cm) 


調査 年 月 日 


年 (Y) 月 (Y) 日 Y) 


ルイ ス く ん 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗 緒 


ジッ スズ チャ 


ノミ ッ ク 


ドリ マー ドン 


棚 | DATA:oL DATA : シロ ネコ 
化粧 と いう 不思議 な 行為 で 見 自由 気まま に 暮らし て いる 。 ミ 
結 | た 目 を 別人 の よう に 変え る 。 ケ ネ コ と 一 緒 の こと も 多い 。 


備考 手稿 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


OL が シロ ネコ と 住ん で いる 


キャ ッ ト マ ダム 
メグ ミー 
px ja 
びー ちゃ ん 


の りく みい ん 5 


OL が シロ ネコ と 同居 し て いる 部 屋 。 OL は 化粧 を する と 、 


見 た 目 が 別人 人 の よう に 変化 する と 


いう 特徴 を 持っ て いる 。 サラ リー マン と 同じ よう に 、 昼間 は 外出 し て いて 部 屋 に いな い 。 お 


そら く 仕 事 だ と 思わ れる 。 また 、 寝る と きも ほか の 住人 た ちと は 違い 、 クロ ー ゼ ッ ト の 中 で 立 


つた まま 眠る よう で あっ た 。 外 部 と 電話 を 使っ て 頻繁 に 通信 を する 姿 も 確認 。 シロ ネコ は 、 
気まま に 部 屋 を 出入 り し て いた 。 ミケ ネコ と 行動 を と も に し て いる こと も 多かっ た 。 


生計 . FC -d Pau in EhE LiFE- pFFirial uiFE ph 


シロ ネコ が えさ を 食べ に 来 た 


作動 直後 より コス モモ セン サー が 反応 。 OL は 電話 を か け て いた 。 シロ ネコ が 食料 を 取 
) に きた が 、 食器 が 空 だ っ た た め OL に 補給 を 要求 。 だ が 通話 中 の OL は 相手 に せ 
シロ ネコ は OL に 向かっ て 怒り を あら わ に し た あと 、 部 屋 か ら 出 て いっ た 。 


財 仁 


| 硬 | 分 
ほ 刻 陣 六 0 1|0 0 

容 シロ ネコ の 食料 が な く な っ た 
際 動 直後 より コス モ セ ン サ ー が 反応 。 電話 を 切っ た OL が “3" カ ウン ト の 頃 、 部 屋 を 


測 て いっ た 。 し ば らく する と 部 屋 に 戻っ て き て シロ ネコ の 食器 に えさ を 入れ 、 ク ローゼ 


ト の 中 で 就 。 えさ は 、 誰 も いな い の に 見 る 見 る うち に な く な っ て し まっ た 。 お そら 
雅 客 の 影響 だ ろう 。 “1” カウント 前 に シロ ネコ が 戻る が 、 再び 出 て いっ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
代 槍 に 入れ られ た えさ は な く な ら な ら ず 、“1” カウ ント 前 に 部 屋 に RE SM 
第 に 部 屋 に 入っ て 来 た ミ ケ ネ コ が 食べ 始め た 。 その 後 、 シ ロ ネ コ は 就寝 。 


電話 が 鳴り 響く 


ヶ ネ コ が えさ を 食べ 終え 、 部 屋 か ら 出 て いっ た 。 電話 が 鳴っ た た め OL が 起き 、 電 


着 に 出 よ うと する が 切れ て し まっ た 。“1" カ ウン ト 過 ぎ 、 外 か ら 笛 の よう な 音 が 聞こ えた 。 


"カウ ント 直後 、 寝 て いた OL が 急 に 、 ク ロー ゼット の 中 か ら 飛 び 出 し て きた 。 その ま 


[部 屋 の 中 央 まで 落ち 着き な く 移 動 し 、 腕 を か きむ し り 始 め た 。 この と き に 、 コ スモ セ 


サー が 反応 。 その 後 、 か ゆみ が お さま っ た た めか OL が 腕 を か く の を や め る と 、 
ん モ セ ン サ ー の 反応 も 消え た 。“2” カウ ント に は 、 OL は 再び 就 科 の た め ク ロー ゼット 
) 由 へ 入っ た 。 それ 以降 は 、 な に ご と も 起こ ら な か っ た 。 


備考 ご の エリ ア で の 乗客 救出 後 
"カウ ント 直後 に な に か 物音 が する が 、 OL も シロ ネコ も その まま 寝 て いた 。 そ 
【 屋 の 様子 に 変化 は な く 、 コ スモ セン サー が 反応 する こと も な か っ た 。 


岬 帆 剛 堪 


OL は 電話 に 夢中 で 、 飼 猫 の 要求 すら 無 
視 し て し まう 。 


補 結 され た は ず の えさ が 、 誰 も いな い の 


に みる みる うち に 減少 し て いく 。 


突然 クロ ー ゼ ッ ト か ら 飛 び 出 し て 、 猛烈 な 


勢い で 腕 を か く OL。 
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E0Z-VLO00 に 叶 


地 孝 


調査 
時 刻 


08l00 


シロ ネコ が 寝 て いる 


剖 の 04IO 0 0 


シロ ネコ が 急 に 暴れ る 


“3” カ ウン ト と ほぼ 同時 に 、 シロ ネコ が 急 に 暴れ て 体 を か きむ し り 始 め た 。 この と き に コ 
スモ セン サー が 反応 を 示し た 。 シロ ネコ の 動き は すぐ に お さま り 、 同時 に コス モ セ ン サ 
ー の 反応 も 消 を えた 。 シロ ネコ の 動き は 乗客 の 影響 が 原因 だ ろう 。 


[し は 外出 し て し まい 、 部 屋 に は シロ ネコ だ けが お り 、 電話 の ラン プ が つい て いた 。 コ 
: モ セン サー が 反応 し な いま ま 1 時 間 が 過ぎ た 。 シロ ネコ は 眠り 続け 、 ま っ た く 動 か な 
た 。 部 屋 の 中 に 変わ っ た 動き は 、 な に も 見 られ な か っ た 。 


02-VLO00 し に 


備考 ノミ ッ ク 救 出 後 
シロ ネコ が 虹 れ 出す こと も な く 、 ずっ と 和 寝 て いた 。 な に も な いま ま 1 時 間 が 過 き る 。 


調査 
時 刻 


寝 て いた シロ ネコ が 、 も の すご い 形 相 で 
体 を か きむ し る 。 


: 時 : 分 
09|00 
谷 シロ ネコ が 出 て いっ た 


作動 直後 、 シ ロ ネ コ は 寝 て いた 。“3” カウ ント に な る と 、 シロ ネコ は 起き 出し て 、 部 屋 の 
放 へ 出 て いっ た 。 その 後 は 、 部 屋 の 中 に 動き は まっ た く な く 、 1 時間 を 通し て コス モ セ 
サー の 反応 も な か っ た 。 乗客 の 影響 は な いよ うだ 。 


1 肖 D 前 の 0 くみ いん 3 救出 後 


コス モ セ ン サ ー に 反応 な し 

(し 、 シロ ネコ と も に 留守 に し て お り 、 誰 ち いな か っ た 。 電話 機 の ラン プ だ けが 点灯 し 
いた 。 1 時 間 を 通し て 誰 の 出入 り も な く 、 コ スモ セン サー の 反応 も な か っ た 。 

ひと つ し な いま ま 、 時 間 が 過ぎ た 。 乗客 に よる 影響 らし きも の は 、 見 られ な か っ た 。 


シロ ネコ と OL は 睡眠 し た まま 
OL、 シロ ネコ と も に 終始 緩 


て いた 。 これ と いっ て 変わ っ た 動き は な か っ た 。 


関連 項目 


調査 


の りく みい ん 3・…P .96 
時 刻 


移動 直後 に 銃声 が 外 か ら 聞 こえ 、 シロ ネコ の 耳 が 立っ た 。 その後 、 コ スモ セン サー 
が 反応 し 、 寝 て いる OL の な に や ら 楽 し げ な 笑い 声 が クロ ー ゼ ッ ト か ら 聞 こえ て きた 。 
乗客 の 影響 で あろ う 。 笑い 声 が お きま る と 、 コ スモ セン サー の 反応 も 消え て し まっ た 。 
それ か ら は 、 と くに 変わ っ た こと は な く 、 OL し も シロ ネコ も 寝 た ま ま 時 間 が 過ぎ た 。 


調査 
時 刻 


: 時 | : 分 
1100 
谷 な に も 起き な いま ま 時 間 終 了 


愉 に は 誰 も いな い 。 乗客 の 影響 と 思わ れる 変化 も 見 られ ず 、 コ スモ セン サー の 反 
応 も な か っ た 。 この 部 屋 の 住人 で ある OL や シロ ネコ も 、: 部 屋 に 戻っ て こ な か っ た 。 


寝 て いる は ず の OL が 、 笑い 声 を あげ る 。 
な に か 楽し い 夢 を 見 て いた の だ ろう 。 


調査 半 | : 震 
OOIOO 


砂場 か ら 砂 煙 が あがっ た 


OL の 化粧 で 白い 煙 が 出 た 


| が じ て が 砂 「 
目 を 覚まし た OL が クロ ー ゼ ッ ト か ら 姿 を 現 わ し 、 寝 て いる シロ ネコ を な で た 。 この と き 、 記 う 作動 後 し ば らく する と 、 部 屋 の 右 下す み に あ る ネコ の 砂場 に 丸い くぼみ が で きた 。 | の き に 

コス モ セ ン サ ー が 反応 。 な で る の を や め る と 、 コ スモ セン サー の 反応 も 消え た 。 OL と 当 ら に 時 間 が た つと 、 コ スモ セン サー が 反応 。“3" カウ ント 過ぎ に 侯 場 で 、 ま る で な ( に か う ・ | 
が 鏡 の 前 に 座っ て 化粧 を 始め 、 も の すご い 勢 いで 顔 に 粉 を つけ て いっ た 。 そ の と き し すく い 出 すか の よう な 砂 煙 が 上 が り 、“2” カウ ント 直前 に コス モ セ ン サ ー の 反応 が だ 旧 
に 発生 し た 舞い 上 が る 自 い 煙 を 見 た ネズ ミ が 、 驚い て 部 屋 か ら 出 て いっ た 。 その あ を 上 月 えた 。 それ 以降 は 、 コ スモ セン サー は 反応 せ ず 、 目 立っ た 変化 も 見 られ な か っ た 。 選 人 く | 
と 、 再び コス モ セ ン サ ー が 反応 。 化粧 が 終わ る と 同時 に 、 セン サー の 反応 も 消え 、 ト で | 


OL は クロ ー ゼ ッ ト の 中 で 着替え て 外出 し て し まっ た 。 


は き 籠 層 


伏 考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
り 場 に は な ん の 変化 も 見 られ ず 、 砂 煙 が 上 が る こと も な か っ た 。 コス モ セ ン サ ー の 反 
に も 起こ ら な いま ま 1 時 間 が 過ぎ た 。 


この エリ ア で の 乗客 救出 後 


ミ は 出 て こ ず 、 OL は 化粧 を 終え る と 、 着 替 えて 部 屋 か ら 出 て いっ た 。 


に | 
\ テ 


errou 衣 中 避 


汗 ら 一 さき 中 2 日.(Y 
。 さ ざ 頭 (Y 


瞳 球 い 叶 古 時 漂 。 証 


\ 放 て へ w 遂 は 引 S 落 さ 叶 ゆ ご 4 光 詳 入口 マ 


u き し 潜 幼 
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移動 直後 すぐ に 、101 号 室 の お か ー ち ゃ ん が 部 屋 に 入っ て き て 、 テレ ビ を 見 始め た 。 

お か ー ち ゃ ん は テレ ビ を 見 な が ら 、 な に か を 食べ て いた よう だ 。“1” カウ ント を 過ぎ る 
と 、 お か ー ち ゃ ん は テレ ビ を 消し て 立ち 上 が っ た 。 ここ で 時 間 が 終了 。 テレ ビ で は 、 
な に や ら 急 を 告げ る 報道 が 流れ て いた 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 は な い 。 


関連 項目 ルイ ス く ん 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ネコ の 砂場 に は な ん の 跡 も な く 、 きれ い 
に な ら さ れ て いた 。 


時 


お か 一 ちゃ ん が 出 て いっ た 


立ち 上 が っ た お か ー ち ゃ ん は 、 鏡 の 前 で 自分 の 頻 を 気 に し た あと 、 すぐ に 部 屋 か ら 
出 て いっ た 。 それ 以降 は 、 部 屋 の 中 に は 誰 も いな く な り 、 これ と いっ た 変化 も な か っ 
た 。 1 時 間 を 通し て 、 コ スモ セン サー の 反応 も な か っ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ネコ の 砂場 の 跡 は な く な っ て いた 。 ほか 
ょ な に も 変わ ら ず 。 


これ と いっ た 変化 は な い 


部 屋 に は 誰 $ い な い 。 まっ た く 変 化 の な いま ま 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 この 間 、 コ スモ セン 
サー が 反応 する こと も な か っ た 。 乗客 の 影響 は 見 あたら な い 。 


電話 が か か っ て きた 


移動 直後 、 電話 が 鳴り 始め た 。 4 回 の 呼び だ し 音 の あと 留守 番 電 話 に 切り 替わり 、 
「 ピー」 と いう 発信 音 が 鳴り 響い た 。 そ れ と ほぼ 同時 に 、 コ スモ セン サー が 反応 。 そ 
の あと は 、 時 間 終 了 ま で ずっ と セン サー が 反応 し た まま 。 電話 が か か っ て きた あと は 、 
電話 機 の ラン プ が 点灯 か ら 点 滅 に 変わ っ た 。 それ 以外 に 変化 は 見 られ な か っ た 。 


. せ て 妄 逢 は ー キ びき 中 
LU, は さす StvS@W 最 
は 曲 堺 選 S 問 個 暴 呈 蝶 


コス モ セ ン サ ー が 反応 し 続け た 


時 間 終 了 ま で 、 ずっ と コス モ セ ン サ ー が 反応 し て いた 。 乗客 が いる の は わか る の だ 
が 、 部屋 の 中 に は これ と いっ た 変化 は 見 られ ず 、 電話 機 の ラン プ の 点 減 だ けが ずっ 
出 電 0 コス モ セ ン サ ー が 反応 し た まま 、 時 間 が 終了 し た 。 


コス モ セ ン サ ー が 反応 し て いた が “3”" カウ ント を 待た ず に 、 反応 は 消え て し まっ た 。 
どう や ら 、 こ の 部 屋 に いた 乗客 は 、 外 に 出 て いっ た よう だ 。 それ 以降 は 、 これ と いっ 
に 変化 が な いま ま 時 間 が 過ぎ た 。 
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or を 79 の Tr はり 


誤 で Ao 層 五 吾 8 貴 串 


可 帆 剛 叶 
措 由 入党 生 さ 周 古 へ (r 


: 分 | オー プン 条件 等 を 記入 へ リコ 全 ん ちょう. 96 
り 中 し っ 07IOO ペリ ー せ ん ちょ う 救 出 後 
OL が 帰っ て きた 7 


衝動 直後 、0OL が 帰宅 し て きた 。 留守 番 電 話 を 再生 し 、 鏡台 の 前 で 化粧 を 落と す と 、 
by < 戻 っ た 。 クロ ー ゼ ッ ト の 中 に 入っ て 着替え 、“2” カウ ント 過ぎ に は 寝 そ べ り 
た が ら 雑 誌 を 読み 始め た 。 この 間 、 コ スモ セン サー が 反応 する こと は な か っ た 。 


ii の 08IO 0 0 


お か ー ち ゃ ん が 来 た 


相 お 

談 か 

2 直後 、OL は 寝そべっ て 雑誌 を 読ん で いた 。 し ば らく する と 、 お か ー ち ゃ ん が 部 屋 5 ! 
人 っ て き て 、 OL と 会 話 を 交わ し 始め た 。“2” カウ ント を 過ぎ に お か ー ち ゃ ん は 部 屋 を と ち 

川 て いき 、 OL は 再び 寝そべっ て 雑誌 を 読み 始め た 。 コス モモ セン サー の 反応 は な い 。 い を 
で 選 

い か 


し 09|00 
テレ ビ を 見 て いた 


衝動 直後 、OL は テレ ビ を つけ て 部 屋 の 中 央 に 移動 し 、 座 っ て テレ ビ を 見 始め た 。“2 
カウ ント 頃 、 テ レビ に 了 臨時 ニュ ー ス が 入る が 、“1” カウ ント に は それ まで の 番組 に 戻っ 
た 。 OL が テレ ビ を 消し た と ころ で 、 時 間 が 終了 。 コス モ セ ン サ ー に は 反応 な し 


語ら 1 OO " 
手鏡 を 見 て いた 


(し は 部 屋 の 中 央 に 座っ て 、 手鏡 を 使っ て 自分 の 顔 を 見 て いた 。 この と き 、 コス モ セ 
サー が 反応 。 その 後 も し ば らく 、 断続 的 に 反応 を 続け た 。 手鏡 に な に か が 映っ た 

* ヽ 、 OL は “3” カウ ント に な る と 振り 返っ て 背後 を 確認 し た 。“1” カウ ント を 過ぎ る と 、 

内 を 時 We に 座っ た 。 電話 が か か っ て くる の を 待っ て いる よう だ 。 


鏡 に 人 に Por or き ぎょ 39 
ろ る と 落ち 着 か な い 。 


中 回 1 1 
時 刻 1 110i0 
谷 OL は 電話 を 待っ て いた (ワン コ 救 出 後 ) 
()] MeU 立ち 上 が っ て クロ ー ゼ ッ ト に 人 
り 、 寝 て し まっ た 。 その 後 、 電話 が 鳴り 、 OL が 起き て 電話 に 出 た 。 クロ ー ゼ ッ ト が 開 
い 7 た 降 間 、 コス モ セ ン サ ー に 反応 が あっ た 。 OL は 楽し そう に 電話 を 続け て いた 。 


クロ ー ゼ ッ ト が 開い た 一 瞬 だ け 、 コ スモ セ 
ン サ ー が 反応 を 示し た 。 
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UCPGC 調 合 報 和 


JJniversG Council Povverd by GE ビ EAT こ COSMO 
太線 枠 内 に 調査 内 容 を 記入 の こと 
部 屋 番号 (ROOM No.) 


と 0) 


部 屋 の 位置 (LOCATION) 
調査 対象 と な る 部 屋 を マル で か こむ こと 


調査 年 月 日 
年 (Y) 月 (Y) 日 


部 屋 写真 (ROOM PHOTO) 
撮影 し た 写真 が ある 場合 は 、 必 ず 添付 する こと 


〆Z9 イ 2Z92Z 2Z9 ダ 
4 オ 9 イー 4492 492 49 の g 


すでに 調査 結果 が 報告 され て いる 部 屋 に 
つい て は 、 混乱 を 避け る た め に 斜線 を 引 
き 、 区 別 を 明確 に する こと 。 


開放 され る 時 間 帯 (OPEN TIME) 商人 樹 ずみ (記入 不要 ) 


ーーーー デ ーー デー デ ーーーー デ ーーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーー…ー ーー シー ーー 


の りく みい ん 2 ノッ トチ キン 
AM9:00 


PM8:00 


PM1:00 


ば っ ち シ ー ン 撮影 可能 乗 緒 


キャ ッ ト マ ダム 
メグ ミー 
ルイ ス く ん 
テッ ド 

ホー セン 

こ ケ タイ カー 
マ ホ イ 
モン ド ハ バハ ンド 
は だ し の ケン 


9 りう ラル は 


体 を 鍛え る こと に 執着 。 特定 の 
食物 で 筋肉 が 大 幅 に 拡張 する 。 


洒 詳 随 


備考 機 李 で 読み と る の で 、 ガ イド ライ ン か ら は み だ さ ぬ よ うに 書く こと 


筋肉 に 執着 する 青年 が 暮らし て いる 
ダン ベル や ラン ニン グマ シー ン な ど が 置か れ た 部 屋 に は 、 ひ と り の 青年 が 暮らし て いた 。 彼 


が これ ら の 機具 を 用 いて 、 自ら の 筋肉 を 鍛え て いた 。 昼間 は 外 で 行動 し 、 部 屋 に 戻る と 筋 
肉 を 鍛え 、 夜 は 寝る と いっ た 生活 パタ ー ン だ と 思わ れる 。 特定 の 食物 を 口 に する こと に より 、 
全身 の 筋肉 が 飛躍 的 に 膨張 する こと も 確認 され た 。 筋肉 が 膨張 し て いる 間 は 、 よ り 行 動 的 
に な っ た こと も 特筆 すべ き 点 で ある 。 また 、 202 号 室 の 画家 と の 交流 が 深い よう だ 。 


。 証 還 90 FE -g Pau in EhB LiFB- BFFirial. uiFE CCh 


オー ブン 条件 等 を 記入 関連 項目 


デン スケ 救出 後 
コス モ セ ン サ ー 反 応 は ある が 、 動き は な し 


兆 動 直後 、 部 屋 に は 誰 6 い な か っ た が 、 コ スモ セン サー は 1 時 間 ず っ と 反応 し て いた 。 
3" カ ウン ト を 過ぎ る と 、 天井 裏 か ら ネ ズミ が 出現 し た が 、 な に も せ ず に 戻っ て し まっ た 。 
れ 以 外 は 、 と くに めぼしい 出来 事 は な か っ た 。 


ラン ニン グマ シー ン が 動き だ し た 
移動 直後 より コス モモ センサー が 反応 。 し ば らく の 間 は な ん の 動き も な い が 、“2” カウ ン 
ト を 過ぎ た あたり で 、 ラ ン ニ ング マシ ー ン が 勝手 に 動き 始め た 。 お そら く 乗客 に よる 

上 講 だ ろう 。 ラン ニン グマ シー ン が 動い た まま 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 


信者 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ッ ン ニ ング マシ ー ン が ひと り で に 動き 出す こと は な か っ た 。 な ん の 変化 も な いま ま 、 コ ス 
に セン サー$ 反 応 せ ず 1 時 間 が 過ぎ た 。 


誰 も 使っ て いな い ラ ン ニ ング マシ ー ン が 
勝手 に 動き 出し た 。 


移動 直後 より 、 コ スモ モン サー が 反応 。 ラ ン ニ ング マシ ー ン が ひと り で に 動い て いた が 、 
3" カ ウン ト 直 前 で その 動き は 止ま り 、 コ スモ セン サー の 反応 も 消え た 。 


調査 
時 刻 


: 時 : 分 
0:3I00O 
サイ レン が 鳴り 響く 


れ と いっ て な に も 起こ ら な い 。 “2” カウ ント 過ぎ に 


、 外 か ら パ トカ ー の サイ レン の 音 が 


机 和 し の 
時 刻 . 0i4I0iU 
ネス ズミ の サッ カー 開始 
作動 後 し ば らく する と 、 8 匹 の ネズ ミ が 天井 裏 か ら 降 り て き て 、 サッ カー を 始め た 。 ネズ 
が いる 間 は 、 ずっ と コス モ セ ン サ ー に 反応 が あり 、 と きど き 笛 の 音 が 聞こ えた 。 “1 
リウ ント を 過ぎ る と 、 ネズ ミ た ち は 天 井 裏 に 戻っ て いっ た 。 


六 者 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
(ミミ が サッ カー を する こと も な く 、 静か に 1 時 間 が 
、 コ スモ セン サー の 反応 も な か っ た 。 


こ 。 部 屋 の 中 で は な ん の 変 ーー 
過 き た 。 部 屋 の 中 で は な IE ネズ ミ が ケン カ を する と 、 そ れ を 注意 す 


る か の よう な 笛 の 音 が 聞こ えた 。 
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GO02CVL00L- く て 


マッ チョ が 帰宅 


移動 後 し ば らく する と 、 マッ チョ が ミケ ネコ を 連れ て 帰っ て きた 。 マッ チョ が 着 替 えて い 
る 間 、 ミ ケ ネ コ は 部 屋 の 中 を を うろ うろ し て いた 。 着 礁 え た マッ チョ は し ば し ミケ ネコ の 
相手 を する が 、“1” カウ ント に な る と 立ち 上 が り 、 避 に か け て ある 絵 を 見 つめ 始め た 。 
その あと ミケ ネコ と じゃ れ て いた が 、 コ スモ セン サー の 反応 は な か っ た 。 


: 分 | オー プン 条件 等 を 記入 関連 項目 エク ンー .….…. p - 細 
モッ クン 救出 後 


ミケ ネコ が お と な し く な る 


ミケ ネコ と じゃ れ た あと 、 マッ チョ が 横 に な っ た 。 どう や ら 腹 筋 を し よう と し て いる よう で 


あっ た 。 ミケ ネコ は 部 屋 の 中 央 へ 移動 し 、 お と な し くし て いた 。 この と き に コス モ セ ン 
サー が 反応 。 コス モ セ ン サ ー の 反応 が な く な る と 同時 に 、 ミ ケ ネ コ は 部 屋 の 外 へ 。 マ 
ッ チ ョ は 横 に な っ た まま 、 起き 上 が れず に いた 。 ミケ ネコ が 外 へ 出 た あと は 、 と くに 変 
化 は な く 、 マッ チョ も 横 に な っ た まま で あっ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ミケ ネコ は マッ チョ と じゃ れ た あと 部 屋 の 中 を 少し 歩い て 、 すぐ に 部 屋 の 外 へ 出 て いっ 
だ た 。 マッ チョ は 腹筋 を し よう と する が 、 寝 た 状態 の まま 動け ず に いた 。 


マッ チョ が うめ いた 


マッ チョ が 横 に な っ た まま 。 “3” カウ ント 過ぎ に 天井 を ネズ ミ が 走り 抜け た あと 、 コ スモ 
セン サー が 反応 。 マッ チョ が 何者 か に 踏ま れん た よう に うめ き 、 コ スモ セン サー の 反応 
は 消え た 。“2"” カウント に な る と コス モ セ ン サ ー が ふた た び が 反応 し 、 ま た も や マッ チョ が 
うめ き 声 を 上 げた あと 、 コ スモ セン サー の 反応 が 消え た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
マッ チョ は 横 に な っ た まま 、 な ん の 変化 も 起こ ら ず に 1 時 間 が 過ぎ た 。 コス モ セ ン サ ー の 
反応 も な く 、 マッ チョ の 腹筋 も 成功 し な いま ま に 、 時 間 だ けが 過ぎ た 。 


ネズ ミ が 消え た あと の 、 コス モ セン サー が 
反応 し た と き が あや し い 。 


に 織 マッ チコ は ずっ と 寝 た ま ま 


1 時 間 、 ずっ と マッ チョ は 横 に な っ て いた 。 部 屋 の 様子 に 変化 は まっ た く な く 、 コス モ 
セン サー の 反応 も な か っ た 。 ほか の 住人 が 部 屋 に 出入 りす る こと も な か っ た 。 
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〆 ッ チョ が 腹筋 を し よう と し て いる が 、 な か な か 成功 し な か っ た が 、 コ スモ セン サー が 

以 応 す る と 、 腹筋 に 成功 。 その 後 マ ッ チ ョ が ダン ベル を 軽々 と 持ち 上 げた 。 だ が 、“1" 

カウ ント 前 に 、 マッ チョ は 青く な っ て 固まっ て し まい 、 コ スモ セン サー の 反応 が 消え た 。 
の あと 、 マッ チョ は 青く な っ た まま 動か ず 、 時 間 が 過ぎ た 。 


関連 項目 


の りく みい ん 2・・・・ 


杭 剛志 


青く 固まっ た まま 動か な い 


作動 直後 か ら マ ッ チ ョ は 青く 固まっ て お り 、 その まま 1 時 間 、 まったく 動か な か っ た 。 コ 
ん ^ モ セン サー の 反応 も な く 、 これ と いっ た 変化 も な か っ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
マッ チョ が 部 屋 の 中 央 で 腕立て を し 、 
続い て 妙 な 機具 で 体 を 鍛え 、 部 屋 の 
誠に 貼っ て ある ポス ター を 見 つめ た 。 コ 
スモ セン サー の 反 記 は な か っ た 。 


宅配 便 が 届く 
衝動 直後 か ら 、 マッ チョ は 青く 固まっ た まま で 、 1 時 間 を 通し 、 まったく 動か な か っ た 。 
“3” カウ ント 過ぎ に クロ ネコ が 荷物 を 置い て いっ た が 、 マッ チョ は 変わ ら ず 固まっ て い 
:。 コス モ セ ン サ ー の 反応 も な く 、 そ の まま 時 間 が 過ぎ た 。 


備考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 


ダン ベル 運動 を し よう と する が 、 動き が 


きこ ちな い 。 稚 物 が 届く と 、 箱 を 開け て 
ギブ ス の よう な 機具 を 試し た 。 その 後 、 
機具 を 箱 に 片づけ て し まっ た 。 


i ら 0 0 0U: 0 
ボロ ボロ に な っ て ミケ ネコ が 戻っ て くる 


“〆 ッ チョ は 、 あい か わら ず 青 く 固 まっ た まま 動か な い 。“2” カウ ント を 過ぎ る と 、 ボロ ボ 
ロ に な っ た ミケ ネコ が 部 屋 に 入っ て きた 。 コス モ セ ン サ ー に 反応 は な い 。 


展 考 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
ッ チ ョ は 和 缶 か ら 食 料 を 口 に し 、 部屋 の 中 央 へ 。 向 を 床 に 3 な に か が 人 入っ た よう 
| カコ ー ン 」 と いう 音 が し た 。 マ ッ チ ョ の 全身 の 筋肉 が 急激 に 膨張 し 、“2" カウ ント 過 
'` に コス モ セ ン サ ー が 反応 。 その 後 、 ボ ロボ ロ に な っ た 2 に 入っ て きた 。 


りり 01I00 
ミケ ネコ が 倒れ た 


ドロ ボロ の ミケ ネコ が 部 屋 の 中 を 歩き 回 り 、“3” カ ウン ト 前 に 、 部 屋 の ほぼ 中 央 で 倒 
れれ た 。 する と コス モ セ ン サ ー が 反応 し 、“2” カウ ント 前 に 反応 が 消え た 。 


恒 者 この エリ ア で の 乗客 救出 後 
チョ が 猛 列 な 勢い で ダン ベル 運動 を し て いる と 、 ミケ ネコ が 倒れ ん た 。 マッ チョ は ラン 
グマ シー ン を 使っ た あと で 腹筋 を し 、“2" カウ ント 頃 に 食物 を 摂取 。 筋肉 が さら に 
X く 膨れ 上 が り 、“1"” カウ ント に な る と 、 ミケ ネコ と 部 屋 を 出 て いっ た 。 
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傷 だ ら け に 数 寺 が 玉 ら 人 が よ た よ た と 


部 屋 の 中 を 歩き 回 る 。 


ポロ ボロ に な っ た ミケ ネコ が 倒れ る と 、 セ 


ン サ ー が 反応 し た 。 


GO0Z-VLO00L- く 1 


調査 
時 刻 


200 


筋肉 が 大 きく な っ た 


作動 直後 、 マ ッ チ ョ は ダン ベル を 持ち 上 げ 始 め た 。“2” カウ ント 過ぎ に 向 か ら な に か を 
上 L 収 する と 、“1” カウ ント に は 突然 筋肉 が 膨張 し 、 画家 と ミケ ネコ が 和 驚く 。 筋肉 の 膨張 
が 終わ っ た と ころ で マッ チョ は 誇らしげ に ピー ス を し た 。 ここ で 、 コ スモ セン サー に 反 
所 が あっ た 。 コス モ セ ン サ ー が 反応 を 示し た まま 、 時 間 終 了 。 


は 四則 
GO02-VLO00L-^ 


ざる | は 0 時 人身 半 は 詳 融 


村 寺 一 代 


マッ チョ と ミケ ネコ が 帰宅 
部 屋 に は 誰 も お ら ず 、 コス モモ セン サー の 反応 も な か っ た 。“1” カウ ント に な る と 、 マッ チ 
ョ が 傷 だ ら け に な っ た 画家 と 、 包帯 を か れ た ミケ ネコ と と も に 戻っ て きた 。 部 屋 の 
中 央 に 立っ た マッ チョ の 筋肉 が みる みる うち に 収縮 し て いっ た 。 


関連 項目 ノッ トチ キン EE P .94 


暗 Cglo8h0 
時 刻 Mm410i810UU 
部 屋 か ら 出 て いっ た 

必 動 直後 、 マ ッ チ ョ と 画家 が な に か 会 話 を 交わ し 、 部 屋 の 外 へ 出 て いっ た 。 部 屋 に 
は 誰 も いな く な り 、 その まま 1 時 間 が 過ぎ た 。 コス モ セ モ センサー の 反応 も な か っ た 。 
調査 


時 刻 0910:0 
に IE3 較 較 マッ チョ が 戻っ て きた 
作動 開始 時 に は 、 部 屋 に は 誰 6 い な か っ た 。 し ば らく は な に も 起こ ら な い が 、“1” カウ 

ト を 過ぎ る と 、 マッ チョ が 絵 を 持っ て 部 屋 に 戻っ て きた 。 その と き 、 コ スモ セン サー が 
以 応 。 マッ チョ が 絵 を 抱い た り し て いる うち に 、 コ スモ セン サー の 反応 は 消え た 。 そ 
の あと 、 絵 を 璧 に か け て ポー ズ を と る と 、 1 時 間 が 過ぎ た 。 


マッ ナチ ナ ョ が 軽快 な 踊り を 披露 
部 屋 に は マッ チョ 、 画家 、 ミ ケ ネ コ の 3 人 。 マッ チョ と 画家 が な に や ら 会 話 を 交わ し た 
あと 、“3” カウ ント 過ぎ に ラジ カセ の スイ ッ チ を 入れ た 。 この と き に 、 コ スモ セン サー が 
反応 。“2" カウ ント に な る と 、 音楽 に あわ せ て マッ チョ が 踊り 始め た 。 


お も むろ に ラジ カセ の スイ ッ チ を 入れ 、 
楽し げに 踊り 始め た マッ チョ 。 


凡 帆 剛 涯 


完成 し た 絵 を 、 うれ し そう に マッ チョ が 抱 
き し め て いた 。 


し : 時 | : 分 
時 刻 1 U 0:0U 
トレ ー ニ ング を し て いた 

ッ ナ ョ は 部 屋 に ある パン チン グマ シー ン を 使い 、 体 を 鍛え て いた 。“2" カウ ント に な 
ト 、 ト レー ニン グ を や め て 、 部 屋 の 中 央 で ポー ズ を と り 始 め た 。 いく つも の ポー ズ を 
て いる うち に 、 1 時間 が 過ぎ た 。 コス モ セ ン サ ー が 反応 する こと は な か っ た 。 
調査 


時 刻 km4|1 Ui0U 5 
調査 内 容 ワン コ 救 出 後 体 を 鍛え て いた 
作動 直後 か ら コ スモ セン サー が 反応 。 部 屋 に お いて ある 機具 な ど が 、 誰 も いじ っ て 
いな い の に ひと り で に 動い て いた 。 マッ チョ は 缶 に 入っ た 食物 を 食べ つつ 、 ポー ズ を 

た り 、 ダン ベル 運動 を し て いた 。“1” カウ ント に な る と 突然 筋肉 が 縮小 し て 、 も と の 
アリ ガリ な 体 に な っ た 。 ショ ッ ク を 受け た マッ チョ は その あと 、 食物 を 手 に 取る が 、 食 
ず に 向 を 置い た 。 コス モ セ ン サ ー は 、 1 時間 ずっ と 反応 し て いた 。 


移動 直後 か ら 、 コ スモ セン サー が 反応 。 PM4:00 か ら 流 れ て いる ラジ カセ の 音楽 に あ 
わせ て マッ チョ が 踊っ て いる と 、 その 踊り に あわ せ て 砲 に か け て ある 洋服 が 動く の が 
確認 され た 。 マッ チョ が Y、 M、C、 K と 次 々 に ポー ズ を 決め る た びに 、 一 拍 お いて 背 
後に か けら れ た 洋服 が 動い た 。“3” カウント 過ぎ に 踊り 終わ り 、 音楽 が 止ま る と コス モ 
セン サー の 反応 も 消え た 。 その 後 、 マ ッ チ ョ は 画家 の 目 の 前 で 体 を 鍛え 始め た 。 


cs す ど 栖 は ナミ 


叫 叶 紅 一 ロー は の SHO メス そ ノ と 礁 吾 の IA て さ は 


石 守護 18 護 叶 . 己 失 


る 
と 


備考 マ ホ イ 救出 後 
マッ チョ は 音楽 に あわ せ て 踊っ て いる が 、 壁 に か け て ある 洋服 は 動か な か っ た 。 その 
あと の マッ チョ の 行動 は 救助 前 と 変わ らち な い 。 コス モ セ ン サ ー$ も 反応 せ ず 。 


柱 帆 剛志 


s す と 村 は ざす 亡 


さこ いい と (いい 1 に つ Nr 


体 を 鍛え て いた 


マッ チョ は 画家 が 見 て いる 前 で ラン ニン グマ シー ン を 使っ て お り 、“2” カ ウン ト 過 ぎ に は 
腹筋 を 始め た 。 ダン ベル を 持っ た と ころ で 時 間 終 了 。 コス モ セ ン サ ー に 反応 は な い 。 


の りく みい ん し コキ ュー を 
す * 了 つっ し て お いた 含 


し 


の 
和 


NN 


NN 


NMN 


LT 
間 |) 


z 乗客 個別 リス ト 
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DAIMAO 178 便 


PASSENGER LUSI of DAIMAO 178 
REGISTRATION PROOF 


S/N : 1996624cr1001/1050 


本 の 


救出 作戦 の 参考 資料 と し て 、 乗客 個別 リス ト を 用 意 し た 。 リス ト は 、 救出 が 比較 的 早い 時 機 に で きる と 予想 され る 乗客 
の 順 で 並ん で いる 。 し か し 、 リ スト 順 通 り に 救出 する 必要 は な いし 、 状況 に よっ て 、 救出 の 順番 に は 了 臨機 応変 な 対応 が 
望ま れる 。 そこ で 、 資料 が 使い や すい よう 乗客 を 五 十 音 に 並べ 、 以下 に ペー ジ 数 を 記載 し た 。 是非 利用 し て ほし い 。 
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COSMO AIRLINS 
Aliens Registration Proof and bpUNNF IE NTIAL 


PSSSENGER LISTS 0F UNIVERS AIRLINES 


ウチ ュ ウ 評議 会 謀 報 選 お よび 航空 会 社 より 、 ダイ マ ・ オ ー 号 の 乗客 が パス ポー ト 申 請 の 際 に 使用 し た 身分 証明 書 を 入手 し 
た それ を も と に し た 全 乗 客 の 個人 デー タ の リス ト を 以下 に 記載 する 。 これ ら の 資料 は 必ず や 救出 作戦 の 一 助 と な る だ ろう 。 


生 方 不明 と な っ た 乗客 の 個人 デー タベース 介さ 
WW 窟 の リス ト に は 、 乗客 の 写真 、 名 前 、 特徴 、 ば っ ち シー ン 撮 影 可能 な 部 屋 と 時 間 、 そ の 乗客 を た Pe 
出 たる の と 本 また 、 特 記事 項 と し て 、 それ ぞ れ 鍵 ト 語 が 
) 作 格 ・ 習 性 ・ 特 徴 か ら 推察 され る 乗客 の 行動 や 救出 状況 を 予想 し た テキ スト を 載せ た 。 な お 、 なり 答 と さ 

ら の 3 タ は 、 乗客 の プラ イバシー に 関わ る 資料 な の で 取り 扱い は 慎重 に 行なう こと 。 N ト の 断 人 


リト ルマン ボ 


1555624-60-01 
グ ら - 


2 
MI//// 和 人 
の //////// 


踊る の が 大 好き 


マン ボ の リズ ム で 踊る の が 好き な 、 と て も 陽気 な 乗客 。 
スタ ー ト 地点 と な る 102 号 室 で 最初 に 救出 可能 と な る だ 
ろう 。 彼 の 特技 は 、 華 肌 な 踊り を 披露 すす マン ボ ダ ン ス 」。 
その 腰 の 動き は 、 チ キュ ー の 小動物 (ネズ ミ な ど ) で さえ も 
魅了 し て し まう ほど で ある 。 


TDS 
3 4 を 6942446 
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ズラ WLC2 シズ 


1999624-『0-01 
し ろ い す が た ROKA/AMO:00 


222ZZZZ22 量 細 8 
ん 当 /// の ん 
//// グ ググ 


白 装束 と 大 き な 目 玉 


大 き な 目 玉 の 顔面 と 細い 手 だ け は 外部 に 露出 し て いる 
が 、 脚 も と か ら 頭 の 先 ま で 、 全 身 を 白い ロー ブ 状 の 着衣 
で 被っ て いる 。 その 外見 の 通り 『[ し ろ い す が た 』 が 特 敏 。 
全身 を 発光 させ る こと も あり 、 その 際 に は フラ ッ ト ウ ッ ズ の 
気配 を 察知 し た ネコ が うな り を あげ る こと だ ろう 。 


pe 


uFB -g Fau in 上 hE LiFE- QFFirial. UiPE コ ph.……… プ ウ 


ノア PASSENGER LTSH つ UF も ONMO ALRLLNEGO 


| 時 | バナ ナ 7 


1999624-0-01 
すべ ら せ じ ょ うず ROKA/AMO:00 


特徴 っ PL ュー ュー ュ a 細 還 


果物 の バナ ナ に 酷似 し た 次 


外見 が 、 チ キュ ー 人 が 食料 と し て いる チキ ュー の 亜熱帯 
地方 に な る 果実 ・ バ パナ ナ に 非常 に 良く 似 て いる 。 パナ ナ 
の 皮 は すべ りや すい た め 誤 っ て 踏む と 転ん で し まう こと も 
ある 。 同じ よう に バナ ナ 7 は 住人 が 近く を 通る と 、『 す べら 
せ じ ょ うず 』 ぶり を 発揮 し 見 事 に 転ば せる 。 


氏 る | モン ・ プ ティ 


美味 し い 食 べ も の に 目 が な い グ ル メ 


体 の 大 半 を 占め る 頭 部 に 、 ひと つ 目 と 大 き な 口 と 舌 、2 本 
の 触角 を 持つ 。 と くに 味覚 が 発達 し て お り 、 美味 いも の 
に は うる さい 食通 。 特徴 で ある 『| お お き な ク チ で お お ぐら 
いで 気持 ちの いい 食べ っ ぷり を 見 せる 。 ア パー ト で は チ 
キュ ー 人 は 食 さ な い 食 べ も の に 興味 を 持つ こと だ ろう 。 


名 | クボタ 


1999624-k0-04 
お さけ だ いす き 


よい つづ ぶれ て ダウ ン 


すぐ に 酔い つぶ れる 自称 酒豪 


アル コー ル 類 が 大 好物 。 チ キュ ー で は と くに 日 本 酒 が 気 
に 入る こと だ ろう 。 酒 を 飲む と き に は 、 頭 部 の 吸 飲 口 を ビ 
ン の 口 に 付け 、 スト ロー の よう に し て 摂取 する 。 一 定量 以 
上 を 飲む と 体内 の アル コー ル 分 が 過剰 に な り 、 体 が 赤く 


DS: 
34 多 多用 %6942409 変色 し 、 酔 いつ ぶれ て 眠っ て し まう 。 


【 ユ ユメ メメ ルナ エ エ 】 
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1999624-50-05 
パイ プ ヴ プカプカ 202/AMO:00 
ダイ ナミ ッ ク な ふ で さば き ぱっ ち 」 10 胡 NVP00 7 

レン ン ン ン ン ノン EAI2 IGE 


ウチ ュ ウ いち の 天才 画家 


自ら も 絵 を 描く だ け で は な く 、 絵画 を 見 る 審美 上 限 も 確か な 
芸術 家 。 気に入ら な い 絵 に は 筆 を 入れ た く な る らし く 、『 ダ 
イナ ミッ ク な ふ で さば き 」 で 豪快 に 直し て し まう 。 格好 も 画 
家 ら し く ベ レー 帽 と パイ プ を 愛用 し 、『 パ イプ プカプカ ] 
を する と チキ ュー 人 は せき 込ん で し まう は ず 。 


特徴 


位 名 ン | ソム ア 工 


1259624-50-06 
お あじ は いか が ? 
じょう びん に の みた まえ 
特徴 
2 


ワイ ン に は うる さい 


ワイ ン の テイ ステ ィング も 飲む と き の マ ナー に は と で お の る 
さい 。 チ キュ ー の ソム リエ 同様 、 蝶 ネクタイ も 着用 する 。 
ワイ ン を 飲ん で いる チキ ュー 人 が いれ ば 、「 お あじ は いか 
が ? 」 と 首 を か し げ て た ず ね 、 吹き 出 そ う も の な ら 「 じ ょ う ひ 
ん に の みた まえ ぇ 」 と 激しく 注意 する こと と だ ろう 。 


| ノミ ッ ク 


| P/N | 1999624-NO-03 。 | ォ ー プ アン |1017AM1:00-AM3:00 
ちい さなか ら だ が 

由 ち を すう と お お きく な る ば っ ち | 203/AM4:00 

特徴 
クン ノノ ググ ググ”ー < 


血液 が 大 好物 


チキ ュー 人 や ネコ な どの 路 乳 類 の 血 は 好物 で 、 皮膚 に 針 

を 刺し 『 ち いさ な か だ が 」『 ち を すう と お お きく な る 』。 吸 

ト われ た 者 は 、 刺さ れ た と き 非 常に か ゆみ を 感じ る た め 、 体 

し NN を か きむ し り 、 暴れ 出し て し まう 。 チキ ュー に 生息 する 吸血 
54 タ 6942428 生物 の ノミ が 、 生態 、 姿 形 と と も に 良く 似 て いる 。 


S ペ いい) 
1999624-K0-01 
ひか りか が かがやく こと こう 


ググ に 


レグ 
///////// 


神聖 な 雰囲気 が た だ よう 聖職 者 


と て も 信仰 深く 、 自 身 も 神 の よう に お ご そ か で 神聖 な 雰 
囲 気 を た だ よわ せ て いる 。 神 を 唯一 絶対 の 者 と 信じ て い 
る 、 慈悲 深い 聖職 者 。 チキ ュー で も お そら く 、 宗教 的 儀 
式 を 行なう 場所 に いる だ ろう 。 そこ で は 「 ひ か りか が や く 
ご こう ] で 祈り を 捧げ て いる は ず で ある 。 


1999624-P0-1 
ギタ ー の し ら ベ 


の ク ク ク ク ク ク r っ と 


レン クム 靖 ムン ンジ ンク ムロ 2 
レ ///////////// 


繊細 な し ら べ を 奏で る ギタ リス ト 


体 全 体 が ギタ ー の 形状 を し て お り 、 文字 通り 体 を 張っ た 
演奏 を 行なう 。 ミュ ー ジ シャ ン だ け に 、 いい 音楽 に は 反応 
し て セッ ショ ン し て し まう クセ が ある 。 チキ ュー で は チャ ル 
メラ の 音色 が 気に入る と 思わ れ 、、【 ギ タタ ーー の し ら べ 」 で 一 
緒 に メロ ディ ー を 奏で る だ ろう 。 


mm | チャーリー・ ワ ッ ト 


1999624-c0-03 


じゅ う で ん ちゅ う 


特徴 


10000W の し びれ る ヤツ 


頭 部 が 強力 な 電球 に な っ て いて 、 体 内 に 蓄え た 電気 で 発 
光 さ せる 。『 ス パー ク !」 で 電球 を 発光 させ る と 、 そば に い 
る チキ ュー 人 は し びれ だ し て し まう は ず だ 。 電力 を 大 量 に 
消費 する だ け に 充電 も 欠か せ ず 、 その 際 に は 「 じ ゅ う で ん 
ちゅ う 』 で コン セン ト か ら 電 気 を 取り 入れ る だ ろう 。 


DD > 
34 多 用 を 6942420 
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た いい リム 


エン ジン ぜん か いぶ っ ちぎ り 


202/AM1:00-AM3:00 


ROKA/AM1:00 


sa 2/// 
//// 


ば っ ち 
シー ン 


スピ ー ド 命 の 飛ば し 屋 


空気 抵抗 の 少な い 薄 い 体 に 、 3 枚 の 大 き な 克 を 持つ 。 口 
か ら 取 り 入れ た 空気 を 燃焼 させ て 、 尾部 か ら の 強力 な ジ 
ェ ッ ト 噴 射 に より 空中 を 推進 する 。 レー ス の 腕前 と 速 さ に 
は 自信 が あり 、 競争 相手 を 見 つけ る と 、『 エ ンジ ン ぜ ん か 
いぶ っ ちぎ り ] で 勝負 を 挑ん で いく 。 


\D TDS 
34 る 2 多 を 6942418 4 タタ ルル ア を 69 


wide uFR -d Cau In EhE LiFE- pFFiCigl. UIEE コ ECh 


42447 


1999624-20-01 


//// グ の 


電気 の ムダ 使い は や め ま し ょ う 


チキ ュー の エネ ルギー は 残り 少な いと 警鐘 を 鳴ら す 、 エ コ 
ロジ ー を つね に 忘れ な い 乗 客 。 消 し 忘れ な ど で 電 気 を ム 
ダ 使 いし て いる と 、 い て も た っ て も いら れ な い の か 、 どこ か 
ら と も な く 姿 を 現 わ す 。 テレ ビ 放送 終了 画面 の 『 す な あら 
し が 大 ぐれ が ] と し て いる は ず 。 


mm | リモ ッ コ 


1999624-R0-02 
せき が いせ ん より も は や く 
スイ ッ チ お し ます 

本 ググ シー ン 
の /// ノ ググ 


リモ コン は 不要 だ 


普段 は リモ コン 内 に 隠れ て お り 、 リモ コン 操作 を する や い 
な や 、『 せ き が いせ ん より も は や く 」 と ば か り に ダッ シュ で テ 
レビ に 向い 、 ス イッ チ を オン 。 さら に テレ ビ の 電源 を 切 ろ 
うと リモ コン を 持て ば 『 ス イッ チ お し ます 』 で 消し て くれ 、 再 
び リ モコ ン が 操作 され る まで は 寝 て いる 。 


ノア PASSENGER TSIS りり F COUSNO ALKKELMES5 


1999624-0-01 
タッ プ の ステ ッ プ 103/AMO:00-AM4:00 


ck2D "っ ソ ツ の | ァ 。 ょ |T0 必 WWOp00-An4i00 


特徴 


ば っ ち 


2 


ンー ン 


ここ - シ Lー ニ ーー ご ーーーーーーーーー 一 一 


タッ プ ダ ンス が 得意 


3 本 の 足 に よる 華麗 な ステ ッ プ で 、 小気味 の いい リズ ム 
を 刻む 。 キ ー ボ ー ド を タイ ピン グ す る 音 が タッ プ の リズ ム 
に 近く 、 それ に あわ せ て 『 タ ッ プ の ステ ッ プ 」 を 踏み 、 タ イ 
ピン グ が 終わ っ た と き に 合わ せ て 【 キ メッ !」 と 、 帽子 を と 
っ て ポ ョ 婦 を 決め る こと だ ろう 。 


湖 名 /| . 二 ツ グイ 


1999624-W0-0 
シャ ワー で いい きる もち 


、 の クム 


クン ///////// 
レレ /////////// 


葉緑素 出す よ 、 精 一 杯 


体 が 木 の よ うな 形 を し て いて 、 た くさ ん の 青 々 と し た 葉っぱ 

を し げ ら せ て いる 。 本 物 の 木 と 同様 に 葉緑素 を 発生 させ 

る 、 環境 に 優し い エ コロ ジー な 乗客 。『 シ ャ ワー で いい き リー 1 
も ち 」 は 、 体 調 を 維持 する に は 水分 が 欠か せな いた め 、 し 
水 を か けら れ た と き の 喜 び を 表現 し で いる 。 


DD 
34 多 錠 6942442 
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1999624-WO-01 
くう ちゅ う 2 か いて ん ROKA/AM5:00 


LO "「 "ンマ ツレ 。 0 も Rm の 00~、”” 目 語 
クイ ッ ク タ ー ン 
クノ ググ ググ 


水泳 に 感謝 を 込め て 泳ぐ 


水泳 が 大 好き で 、 各部 屋 を 泳い で 移動 し て いる 。 紅白 の 
スイ ミン グ ス ー ツ と 黄色 い 水 泳 帽 を 愛用 。 屋 根 か ら 「 く う 
ちゅ う 2 か いて ん 』」 で 飛び 降り 、 住 人 の 頭 を 使っ て 『「 タ ー ン 』 
と 『 ク イッ クタ ー ン 」』 を 決め る 。 ター ン に 利用 され た 住人 は 
突然 、 湊 い 眠 リリ に つい て し まう こと 大 ろう 。 


ば っ ち 


Pe 


特徴 


ング 


FD ・ 
3 4 多用 6942438 
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1999624-D0-02 
| バカ みた い に つり が すき | に つり が すき 
し お や き が いち ば ん 


205/AMO:00-AM4:00 


201/AM2:00-AM3:00 


ぱっち 201/AM4:00 


特徴 


き 


釣り キチ の 太公望 


魚 が い る と わか っ た ら 、 い て も た っ て も いら れ な く な る 釣り 
マニ ア 。 アパート の 住人 が 眠り に つく と 竿 を 出さ ず に は い 
られ な い は ず 疹 まき に | パ 力 みた い に つり が すま あま]。 そ 
の そば で 火 が 点け ば 『 し お や き が いち ば ん 」 と ば か り に 、 
釣っ た 魚 を 直 火 で 焼き 上 げ る だ ろう 。 


者 


全便 | た の し い ゆ めで も みな 
クン クノ クン クノ ク ググ ググ ググ ググ 多 


夢 を 見 させ る 夢魔 


寝 て いる 者 の 夢 を コン トロ ー ル する 乗客 。 夢 を 見 せら れ 
た 住人 は 、 う な され た り 、 驚い て 飛び 起き る こと だ ろう 。 
「 つ らい ゆめ は どう だ ? 」 で 悪夢 を 、『 ゆ めで みらい を みせ て 
や る ] で 未来 を 予知 する 夢 を 、『 た の し い ゆ めで も みな 」 で 
は 思わ ず 笑 い 声 を あげ て し まう 楽し い 夢 を 見 せる 。 


ば っ ち 


ci 


あな た の の 識 SETK 
ぞ そし て お みん 要 @⑳ 


チャ リン コ で GO! 
チャ ル メ ラ で GO! 
ピー ポー で GO! 
バイ ク で GO! 


どん な 乗り 物 も ダイ スキ ! 


足 が た くさ ん あっ て 自分 の 足 で 歩く と 疲れ る た め 、 乗り も 
の に 乗る こと を 好む 乗客 。 自転 車 に 乗る 『 チ ャ リン コ で 
GO!」、 屋台 に 乗る 『 チ ャ ル メ ラ で GO !」、 パト カー に 乗る 
「 ピ ー ポ ー で GO ! 」、 バイ ク に 乗る 『 バ イク で GO!」 と 、 4 種 
類 の 乗り も の に また が る 。 


102/AM1: 
ば っ ち | 102/AM2:00 

シー ン | 102/AWM3:00 
102/AM4:00 


ROKA/AM3:00-AM7/:00 
:00 


有効 期限 : 


34 多 6942410 


s | メ クミ ー 


きえ ク ろ 一 ! 
し まう か か くに ん 


クン ノン ノン ググ 


ば っ ち 


か ec 


特徴 


火事 な ら 任 せろ 、 火消 し の “め組 " 


休暇 中 に 今回 の 事故 に 遭遇 し た 現役 の 消防 士 。 職 業 
柄 、 煙 や 火 を 見 る と 、 い て も た っ て も いら れず アパ ー ト 内 
で も 消火 活動 を 行なっ て し まう は ず だ 。 煙 を 察知 し た ネズ 
ミ の 知ら せ を 受け 、『 ぼ う を すべ っ て し ゅ つど う 』 し 、「 き えろ 
ー!」 で 放水 後 、『 し ょ うか か くに ん 』 も 欠か が さ な い 。 


氏名 | キャッ トマ タム 

1999624-C0-01 | OPEN | 102/AN9:00-PM2E00 
ネコ か わい が り 
ネコ か わい が りか わい が り 

特徴 | ニニ ーー 
| e 叶 本 攻 い 索 還 lg mml 


や っ ぱり ネコ が スキ 


全身 を 黒い キャ ッ ト ス ー ツ に 身 を 包ん で いる 。「 ネ コ か わい 
が り ] で ネコ を 、『「 ネ コ か わい が りか わい が り 」 で は ネコ を 可 
愛 が る 住人 を 優し く な で る 。 傷つい た ネコ の そば で は 「 ネ 
コ か わい そう と 涙 を 流す が 、 ネ コ を いじ め る 住人 に は 「 ネ 
コ い じ め る な 」 と ムチ を 振る っ て 容赦 し な い 。 


|m | ルイス くん 


1999624-R0-03 
トレ ー ニ ング 
ゅ いち に こつ いて 


た に 包 


203/PM1:00-PM6:00 


ば っ ち 


の 


星系 随 一 の スプ リン ター 


筋肉 が 発達 し た 両足 か ら 、 爆発 的 な ダッ シュ カカ を 生み 出 
す 短 距離 走者 。.。 ラ ン ニ ング マシ ー ン で 『 ト レー ニン ダグ 」 を し 
て いる 。 廊下 の よう な コー ス と 銃 の 発砲 に よる 合図 が あ 
る と 、 競技 者 と し て の 血 が 騒ぎ 『 い ち に つい て 』 か ら 『 ぜ ん 
そく り ょ く で 駆け 出し て し まう こと だ ろう 。 


1999624-T0-02 
し あい か いし ! 

特徴 リン op 

レッ ドカ ー ド ! Ne 


スム ー ズ に 試合 を さば く 名 審判 


サッ カー の 試合 を 見 事 に 進行 させ る 審判 。 し ゃ べり は 大 
阪 人 弄 で ガラ が 悪い が 、 試合 中 は フェ アプ レイ 精神 に 乗っ 
取っ た ジャ ッ ジ を 行なう 。 反則 や 暴力 行為 に は 厳し く 、 ル 
ー ル を 守ら な い 者 に は 、 ふ だ ん か ら 容 赦 な く 「 イ エロ ー カ 
ー ド !] や 『 レ ッ ド カー ド ! | を 提示 し 注意 を うな が し て いる 。 


TD 
34 タ タ 秒 694 


ダグ PASSENGER LISTS OF COSMO AIRLINES 
計 | イー フラ 


1999624-E0-01 
お うち に か えり た い ROKA/AM4:00 


の 22222222/ 520 細 2 
wa 2//// 
//////// 


寂し が りや の 孤独 な 宇宙 人 


大 き な 瞳 と 長い 首 が 特徴 。 と くに その 愛らしい 瞳 は 、 チ キ 
ュー 人 を 上 謀 に し て し まう だ ろう 。 寂し が りや の た め 、 今 回 
の 事故 に より 家 に 帰れ な く な り 、 強烈 な ホー ムシ ッ ク に か 
か っ て いる は ず だ 。 故郷 を 思っ て 『 お うち に か えり た い 」 と 
願っ て いる だ ろう 。 


ば っ ち 
シー ン 


ここ 


FD 【 
34% め の *6942402 


し ろ る 区 光 


1999624-$0-02 


れい ぼう オン 


た だ ん ほ ず 半 ヶ 


ネン バー ター エア ロレ な お 任せ 


頭 部 が 白く 、 体 は 赤い 色 を し て お り 、 チキ ュー に は 彼 に 似 
た 動物 ・ ビ ー バ ー が いる 。 温度 の 変化 に 玉 く 、 常に 室内 
を 適温 に 保っ て お こう と エア コン を 調整 する クセ が ある 。 
その た め 、 エ アコ ン の 設置 され て いる 部 屋 を 好み 、 冷暖 
房 の 切り 替え を 勝手 に し て し まう に 違い な い 。 


有効 期限 : 


34 多 を 6942413 


| P/N 


特徴 


工作 剖 
esa ーー 


355 な 00r5。 な oo な ei 
た た か い の お どり 


た た か い の お た け び ぴ ば っ ち 


レン 


好戦 的 な 武闘 派 


戦い や 体 を 鍛え る こと を 好み 、 争い ご と が 起き た り 危 険 
な 状況 に な る と 行動 する 。 戦闘 に お も むこ うと し て いる 者 
の そば で は 、 派 手 な 扇子 を 両手 に か か げ 『 た た か い の お 
どり を 踊り 、 肉体 を 鍛錬 し て いる 人 間 が いれ ば 「『 た た か 
い の お た け び 」』 を 上 げ る は ず だ 。 


ニー が 人 の 密 人 の デ 


ティ ー シ ョ ッ ト 
ウイ ニン グ ボ ー ン 
2 みん 


スペ ー ス ・ ロ ー ン ・ タ イガ ー 


彗星 の ご と く 登 場 レ ゴル フ 界 に 旋風 を 巻き 起こ し た 、 若き 
天才 ゴル ファ ー。 あら ゆる 状況 に 対応 し 、 ア パー ト で も 木 
箱 の 上 で 『 テ ィ ー シ ョ ッ ト 」、 砂場 で の 『 バ ンカ ー シ ョ ッ ト 」、 
そし て 空 向 に カッ プイ ン し た あと の 「 ウ イニ ング ボー ル 」 ま 
で 、 完 璧 な プレ イ を 見 せる 。 それ は チキ ュー で も 変わ ら な い 。 


ユ ッ ジニ ジッ ・ ビ ピエ 名 


|pN | 1999e4-00-01 | た 


パン トマ イム ・ ロ ー ア 


| 9 レ ド タ イ バ ・ カ ベン ウ 」 は 
特徴 つと 


| の NOM aa 4 


パン トマ イム が 得意 な 道化師 


た と えば 今回 の 事故 の よう な 厳し い 状 況 下 で も 、 ピエ ロ 
と し て の 芸人 根性 は 忘れ しない プ ロ 。 りん ご の 度 を 使っ て 
の 『 パ ント マイ ム ・ ロ ー プ 」。 壁 が ある と 錯覚 し 、 よ け て し ま 
うほ どの 『 パ ント マイ ム ・ カ ベ 」。 転がる も の の 上 に 乗る 
「 タ マ の り ]。 どれ も 見 る 者 を うな ら せ る 。 


1999624-N0-01 | チル |2057Pm2:oo-emzzo 


eyyezc-shrm [アト 0274Ws:oo-AWaso0 


特徴 


|PN | 1999624-e0-01 | た [037Am1ozoo-emssoo | 


|PN | 1999624-KO-02 ||2017mtoo-Pm4soo 


特徴 


ン ンス 供 7E こ 


////////////- 


勉強 好き な 秀才 


チキ ュー に 生息 する 昆虫 の 一 種 、 セ ミ が 近い 体形 を し て い 
る 。 この 乗客 の 知能 は と て も 高く 、 高度 な 宇宙 物理 学 が 
専門 分 野 。 頭 に か ぶっ た 学生 帽 が 、 生 涯 学生 の 気持 ち で 
学ん で いこ うと いう 証 。 勉強 し て いる 住人 の そば に 現われ 、 
すき を 見 て 『 て いね いな て ん さく 」 を 行なう こと も ある だ ろう 。 


ガブ リ ヨ リ 
sarz ロ ーー | 


て ん ご くに ご あん な い 
ググ シー ン 


ズバ リ と 悩み を 解決 する 天使 


悩め る 子羊 た ちの 手助け を する エン ジェ ル 。 恋 わずらい 
や 人 生 の 終 六 など チキ ュー 人 の 悩み ご と を 解消 する 。 恋 
に 悩む 者 に は 『 す き ス キ ・ ア ロー』 で 矢 を 放ち キュ ー ピ ッ ト 
と な り 、 ケ 方 で 苦し ん で いる 老人 に は ご 【 で ん ご くに ご あ 
ん な い 』 で 苦し まず に 往生 させ て くれ る は ず だ 。 


キヨ シ 


お っ お な か が すい た ん だ な 


ウン 2 の の の 2 


放浪 する 食い し ん 坊 


大 食 漢 な だ け に いつ も お 用 を 空 か の せ て お り 、 行動 の 基本 
は 食欲 に 左右 され る 。 食べもの を 求め て アパ ー ト の 中 を 
歩き 回 っ て いる だ ろう が 、『「 お っ お な か が すい た ん だ な 』 と 
途中 で へ た りこ ん で し まう 。 弁当 の 残り を 見 つけ る と 『 ご っ 
ご は ん な ん だ な 』 と 食い あさ る こと も ある は ず 。 


ノア PASSENGER LISTS OF COSMO AIRLINES 
gg | ベア メー ル 


に 
Me お ひる ね ちゅ う で 一 す 
クノ クノ クン ク グ ググ ググ ググ 多 


仕事 熱心 な 郵便 配達 人 


手紙 や ハガキ だ け で な く 電 子 メ ー ル まで 取り 扱い 、 時間 
を 守る 上 、 確 実に 配送 する 仕事 ぶり に は 定評 が ある 配 
達人 。 電 子 メ ー ル の 送受 信 時 に も 『 ゆ う び ん で す よ ー』、 
「 お あず か り し ま ー す と 姿 を 現 わ す こと も ある 。「 お ひる ね 
ちゅ う で 一 す 』 と 日 当たり の いい 場所 で 休憩 する 。 


105/PM1:00-PM5:00 


103/PMO:00 


Rm | ダン ・ ガ ・ ガ ー ン 
1999624-50-01 
スピ ニン グロ ー ル アタ ッ ク 


、 ク ク ク ク ク c っ * 


クン ジン ジジ 移 シ ー ン 
レン 


音速 の 弾丸 野郎 


拳銃 や ライ フル の 弾丸 の よう な 姿 を し て いる 乗客 。 動き 
も 弾丸 の よう に 、 と て も 素 速 いた め 、 ば っ ち シ ー ン を と ら え 
る の は 困難 と な る だ ろう 。 銃 が 発砲 され た 有 瞬間 、 自 ら 弾 
丸 と な っ て 『 ス ピニン グロ ー ル アタ ッ ク 』 で 目標 物 に 突撃 
する 。 る き げ ん な 自分 の テー マソ ンダ が 大 婦 き 。 


+D 。 
3499 作 用 6942419 


ノア PASSENGER LISTS OF COSMO AIRLINES 
ソナ 形 ャ ー 


も く げ き し ゃ を と ら え た ぞ 


中 


通信 傍受 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 


ROKA/PM6:00-PM8:00 


103/AM11:00 


本 職 は 軍隊 に 所 属す る 通信 兵 。 と くに 無線 連絡 の 傍受 
と 解析 を 専門 と する 。 今回 の 事故 で も チキ ュー の 劣悪 な 
電波 環境 に か か わら ず 、 いく つも の 通信 を キャ ッ チ し て い 
る に 違い な い 。 別 の 部 屋 に いる 住人 が 、 電話 で 通話 す 
る と き に 傍受 を 行なう だ ろう 。 


ノア PASSENGER LTSTS 0 し US5 門 U AIRETIMES 
と |mm | ぴー ちゃ ん 


1999624-P0-02 


ば っ ち 


ao パー 


特徴 


と ン ン ノノ バグ 
音 に 敏感 に 反応 する 


“ピー” と いう 音 に 反応 し 、 同 時 に 自分 も それ に 合わ せ 町 
び 直 を あげ る 。 ア パー ト 内 で は 『 ぴ ーーーー ュ ーー が や か 
ん の お 湯 が 半 い た と あま. ピーーーーーーー ] が 留守 電 が 
鳴っ た と き 、『PIー ニ 一 ーーーー 一 』 が ハッ キン グ が 成功 し た 
と き に 、 そ れ ぞ れ の 叫び 声 を あげ る だ ろう 。 


BZN | 1999624-R0-04 


よう りき さ パ ビ アノ 
特徴 


南部 一 番 の ピア ニス ト 


パッ カー の バン ド 仲 間 で ある 、 南部 の ピア ノ 弾 き 。 ピ アノ 
の 鍵盤 を 見 る と 漂 奏 せ ず に は いら れ な い 。 ジャ ズ の よう な 
しぶ い ピ ビア / 1 と 、 アッ プ テ ン ポ な リズ ム の 1 よう まな ビア 
ノ l が 得意 。 だ が 、 その 音色 は 離れ た 場所 で な いと 聞き 
と れ な い 。 ア パー ト 内 で も それ は 同じ だ ろう 。 


モン ドル ソン ルン トト 
1999624-M0-06 
ペー パー ハン ド 
Nm 
和 スト テン ハン ド 


ジャ ン ケ ン に 賭け る 勝負 師 


体 が 手 の 形 を し た 、 ジ ャ ン ケ ン が 得意 な 乗客 。 住人 が 手 
を ジャ ン ケ ン の 形 に する と 反応 し 、 体 を 上 下 逆 さ に し て 勝 
6 負 す る 。 チョ キ は 『「 シ ザー ハン ド 」』、 パー は 『 ペ ー パ ー ハ ン 
や ド 」、 グー は 『 ス トー ン ハ ンド 』 に あたり 、 必ず 勝利 を も の に 
246 用 を 6942443 する ほど の 腕前 を 持っ て いる 。 


ノア PASSENGER LISTS OF COSMO AIRLINES 
mm | クィ ノコ 


1999624-KO-03 
ホウ ツ ぶ ぷん れつ 102/PM5:00 


レク 222222Z2222/ 5 
クノ /// 


ば っ ち 
シー ン 


胞子 が 分 裂 し て 増え る ん で す 


チキ ュー の キノ コ に 良く 似 た 形 と 性 質 を 持っ て いる 乗客 。 
赤 に 水色 の 斑点 が 入っ た 和 傘 ( 頭 部 ) と 、 緑 色 の 茸 (胴体 )、 
黄色 い 手 と 、 毒 キ ノコ の よう な 毒々 し い 色 合い を し て いる 
こと か ら 、 や や ほか の 乗客 か ら 嫌 われ て いる 。『 ホ ウン ぶん 
れつ 」 で 胞子 を まき 散ら し て 、 本 体 が 分 裂 、 増 殖 す る 。 


科 名 ノ プ | マ ホ イ 


1999624-W0-02 |opgwlo17pm:oo-pmeioo 


ば っ ち 
ンー ン | 205/PM5: 


マッ チョ ダン ス で 踊り まく る 


軽快 な ビー ト に 乗っ て 、 人 文字 を つく る ダン ス が 大 好き な 
乗客 。 ア パー ト の 住人 が 踊り 出す と 、 そ れ に 合わ せ て 一 
緒 に テン ポ 良 く ダ ンス を 始め る こと だ ろう 。 踊り の 決め ポ 
ー ズ と な る 人 文字 の 形 に は 、 そ れ ぞ れ 『Y」、『M」、『C」、 
「K]」 の アル ファ ベッ ト 4 種 類 が ある 。 


必 旬 | サン ダー 


1999624-s0-01 
カウ ント と っ て 
ステ デ ティック まわ せ ば 
特徴 と は っ イー は っ ち 
ドラ ひび ぴく 7 
カミ ナリ ドラ マー 
ギタ ー の パッ カー、 ピア ノ の レオ ー ン と と も に 、 名 トリ オ と 
し て 活躍 する ドラ マー。 ほ か の 2 名 同様 に いか な る 状況 
で も 音楽 あり き の 行 動 を 取る 。『 カ ウン ト と っ て 」 で リズ ム 
を 刻み 、『 ス ティ ッ ク ま わせ ば 」 で タイ ミン グ を は か り 、『 ド ラ 
ひび く ] で 派手 に 演奏 を 決め る 。 


『DY 
34 多 2 少 6942412 


9 る - … uFE -g Pau in EhE LiFE- QFFiriglL UiCE Jph 
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mg | チム ニ ィ 


1o17PWss00 。 
2 
レル // 


きれ い 好 き な 掃 除 夫 


た くさ ん の 手足 を 使っ て 、 す みず み ま で きれ い に 磨 き あ げ 
る 掃除 好き 。 住人 が 部 屋 を 掃除 し て いる と 、『 オ イラ も そ 
うじ ダイ スキ さ 』 と 手伝う と 思わ れる 。 と くに 換気 口 や 煙突 
な ど を 掃除 し て いる だ ろう 。 終わ る と 煙突 か ら 顔 を 出し て 
「 オ ヤ ? もう ひ が く れ ら あぁ 』 と 暮れ 行く 日 を 眺め る 。 


特徴 


氏名 | ト の 


つい た の が 70 あみ ? 

お か え は まだ か 7 ん タ ィ ば っ ち 
レン ンク ン ンジ ン ン ンジ ム 2 
どこ で も 殿様 の よう に 振る 舞う 
殿様 の よう な 外見 と 態度 を 取る 乗客 。 墜落 前 の ダイ マ ・ 
オー 機内 で も 、 ス チュ ワー デス を 侍女 の よう に 扱っ て いた 。 
出前 の お か も ち を か ご に し て 移動 し 「 つ いた の か ? ん 7? 


と 顔 を 出す こと だ ろう 。 出前 後 の ど ん ぶり で は 『 む か え は 
まだ か ? ん ?」』 と 迎え を 待っ て いる は ず だ 。 


特徴 


|mm | ハチ ん こ ひ め 


1999624-H0-02 
ああ ミツ は お いし いわ 
うる さい ! さ し て や る ! 
特徴 0 
222 


と っ て も 痛い 、 ハチ の 一 刺し 


花 の ミツ が 大 好物 で 、 胴体 の 尾部 に 大 き な 針 を 持つ 。 外 
見 は チキ ュー に 生息 する 昆虫 の 一 種 、 ハ チ に 似 て いる 。 
バラ の ミツ を 『 あ あ ミツ は お いし いわ 』 と 美味 し そう に 吸 
い 、 ミ ツ を お いし くい た だ いて いる そば で 騒音 を 立て る も 
の が あれ ば 『 う る さい ! さ し て や る !」 と 針 で 攻撃 する 。 


ノア PASSENGER に ILSToD り T し 09UO ALRLLINES 
mm | フッ トチ キン 


| N | 1999624-N0-02 |oPEN|2057PWa:o0-Pm11:00 
ゆう き を だ し て で えい 1 ROKA/PM7:00 


お ちる 一 一 ーーー 一 ば ぱっち |202Pm7500 。 
ずん 


ニー ジー ーー ニーーーー ニ ーー ーーー で … mw 


特徴 


アイ ム ・ ノ ッ ト ・ チ キン ! 


腰 抜 け 呼 ば わり され た 自分 の 勇気 を 証明 する た め バ ンジ 
ー ジ ャ ンプ に 挑む 。『 ゆ うき を だ し て えい !』 と 叫ん で 飛び 、 
落ち も て いく と き は 『 お ちる ーーー ニ ーーー 」 と 声 を あげ 、 折り 返 
し で は 『 ぼ ん よ よ よーーー ん 」』、 上 が っ て いく と きも 「『 あ が る 

ーー リー と いち いち うる さい 。 


表 名 2| は だ 区 の ケン 
| P/N | 19929624-HO-01 。 | ォ ー ア ン |1037Pm7:00-PM11:00 


KCW ケ を 2 シテ スム | 
/////// 
ン //////// 


他人 の 笑顔 が 自分 の 喜び 


大 き な 足 に は な に も 履か ず 、 床 に 足跡 を 残し な が ら 歩 く 。 
救出 され る と 、「 ひ - と ー の 一 えー が ー お ーー は ーー お 一 いら 
ー の 一 よー ろ ー こ ーー びー と 、 歌 で 喜び を 表現 する 。 自画 
像 が 完成 し て 喜ぶ 住人 の そば で 、『 え が で き て ボク も ウレ 
チー」 と 自分 も 一 緒 に 喜ぶ に 違い な い 。 


ノア PASSENGER TRSToO り F し り 05 目 り LRKLLNES 
| mm | キャ ラス イィ ン カー 


17N | 1999624-C0-02 |oPEN|O57pwazoo-Pmttioo 
LEVEL1 1037PM8:0U EE 
LEVEL2 103/PM8:00 
特徴 ば っ ち sy まま 4 WP らら 、 
LEVEL3 
LEVEL4 


ンー ン | 103/BW8:00 
ビジ ュ ア ル は 進化 し た 、 だ が 本 人 質 は ? 


103/ PMS: 


ハー ドウ ェ ア の 進化 に と も な い 、 美 豚 に な っ て いく ゲー ム 
グラ フィ ッ ク を 全身 で 表現 する 乗客 。 縁 の ドッ ト の み の 
『LEVEL1」、 ド ッ ト 絵 の 『LEVEL2」、 ア ニ メ 絵 の 

LEVEL3]、 き れい な アニ メ 絵 の 『LEVEL4」 と 、 パソ コ いけ よせ ん 
ン か ら 飛 び 出し 段階 を 踏ん で 変化 し て い だ ろ う 。 0 


有効 期限 ・ 


34 め 少 %6942406 


94  ……… uF -g Pau in 上 hE LiFE- pFFiialL uiCE npph 


時 4 PASNENGER 11913 り ず F し いり 8 目 り LIRLLNES 


mm | メタ モー ル 


|PN | 1999624-W0-04 |]2017Pme:oocPmtt00 
[CE い | |orwssoo 


1 ee 
// ノ ノノ ノノ 
クノ //// 


ば っ ち 
シー ン 


特徴 


いろ いろ な も の に 変身 で きる 


姿 形 を 自由 に 変え て 、 さ ま ざ ま な も の に 変身 で きる 能力 を 
持つ 。 住人 に 姿 を 変え る [し ょ うた い 」 が 特徴 。 コ スモ セ 
ン サ ー に 反応 し な いた め 、 救出 は 困難 を 極め る こと だ ろ 
う 。 自ら を 「 裏 を 返せ ば 自分 と いう も の が な いと も いえ る わ 
け で 」 と 評 し て お り 、 上 度 肉 っ て いる 。 


氏名 | ペリー せ ん ちょ う 


LN | 1999624-P0-03 | た |2037Pm7io6-Pmttio 
ナン セイ に し ん ろ る を と れ 


結節 ニン に し ん ろ を と れ ば っ ち | 201/PM9:00 
ホク セイ に し ん ろ を と れ シー ン | 201/PM10:00 


クン クノ クン ク ググ ング ググ ググ 多 
ダイ マ ・ オ ー 号 の 船長 


事故 に 遭っ た ダイ マ ・ オ ー 号 の 船長 。 た くわ えた アゴ ひげ 
に 帽子 、 望遠 鏡 と 船長 らし い 正 で 、 勤務 態度 と 腕前 に 
は 定評 が ある 。 時 計 の 針 に 合わ せ 、、『 ナ ン セ イ に し ん ろ 
を と れ 」、『 ニ シ に し ん ろ を と れ 』、『 ホ クセ イ に し ん ろ を と れ 』 
と 能 取 り の 指示 を 出し て いる は ず だ 。 


TD ! 
3 4 多め 多 を 6942436 


ノア PASSENGER SS MT て しり SHO AIRLINES 


IPN | 1999624-00-01 | ナ ア |sFse | 
PPE する 


ROKA PM10:00O 


ZZ 
hm 4 
と ///// 


ワン ! と 史 え る 人 面 犬 | 


! 
1 


ば っ ち 
シーン 


チキ ュー に 生息 する 犬 に 姿 が 良く 似 て いる が 、IQ レ ベル 
は は る か に 高い 。 発達 し た 脳 の た め 頭 部 が 進化 し て お り 、 
体毛 も 薄く 眉 、 鼻 、 口 が は っ きり し て いる 。 だ が 、 銃口 を 
向け られ る な ど 、 危険 な 状況 に 陥る と 本 能 を 呼び 起こ さ 
れ 、 相手 に 向かい 『 わ ん 」 と 咲 え る だ ろう 。 


※ 注 : 救 出前 の 23:00 は 地獄 マッ プ (P.76 参 照 ) へ 、 救 出す る と ブラ ッ ク コ スモ 登場 


uF -d Cau in LhE LiFE- QFFiriaL UiPE Ch.…… に た] 


ノア COSMO AIRLINES 


DAIMAO 1 7 8 便 の りく みい ん リス ト 


CARMAN LIST OF NAMES 
ダイ マ ・ オ ー 号 に は 乗客 以外 に も 、 5 名 の の りく みい ん が 搭乗 し て いた 。 これ まで 乗客 の 救出 を 最 優先 に 遂行 し て も 
ら っ た が 、 の りく みい ん の 無事 が 撮影 され た 映像 に より 確認 で きた の で 、 彼ら の 救出 も 行なっ て も ら う 。 その た め の 資 
料 と し て 、 航空 会 社 の 名 簿 を も と に 、 5 名 の の りく みい ん リス ト を 急 避 作成 し た 。 救出 で きる 時 間 と 部 屋 、 救出 後に オ 
ー プ ン と な る 部 屋 と 時 間 、 ま た 性 格 や 行動 様式 か ら 判断 し た 救出 状況 の 予想 が 書か の れ て いる の で 利用 し て ほし い 。 


の りく みい ん 1 
CARMAN 199 ダ 24-N1-01 


墜落 に も 落ち 着い て 対処 で き 、 冷静 さ を 失 わな い 、 ウ チュ ウ の 男 の 
誇り を 持っ た 血気 成 ん な 若者 。 ウチ ュ ウ に 対す る 思い は 強く 、 望遠 
鏡 な ど が あれ ば 、 必ず や の ぞ き こむ と 思わ れる 。 


の りく みい ん 2 
CARMAN 1992624-N1-02 


ダイ マ ・ オ ー 号 の スチ ュ ワ ー デ ス 。 コ ンピュータ の プロ グラ ミン グ 能 
力 、 お よび その 専門 知識 に も 優れ て いる の で 、 ア パー ト 内 に そう い 
っ た 環境 が あれ ば 、 必ず 姿 を 現 わ す に 違い な い 。 


の りく みい ん 3 
CARMAN 199 多 9%24-N1-03 


撮影 場所 ・ 時 間 


ダイ マ ・ オ ー の 整備 担当 。 最新 技術 で 設計 され た ダイ マ ・ オ ー 号 の 
能力 に 絶対 の 信頼 を 置い て いる 。 だ が 、 性格 は シャ イ な の で 、 も の 
か け げに 潜ん で な か な か 姿 を 現 わ さ な い だ ろ う 。 


の りく みい ん 4 
CARMAN 19999%24-N1-04 
ン ROKA | PM5:00 
202 | PM2:00-PM6:00 


ダイ マ ・ オ ー 号 の スチ ュ ワ ー デ ス 。 乗客 へ の サー ビス を 常に 心がけ 
て いる 。 ア パー ト 内 で も 不安 に か られ た 乗客 を 励ま し 、 自 ら 高い 場 
所 (屋上 な ど ) に 登り 、 自 分 た ちの 存在 を アピ ー ル する だ ろう 。 


の りく みい ん 5 
CARMAN 1999624-N1-05 


沈着 冷静 な 人 物 。 墜落 事故 を 起こ す と は 思え な い の だ が 
前 に 出る の を 嫌う の で 、 も の か け げに 隠れ て いる こと だ ろう 。 


し - 凍 縛 還 し 宮 


へ で Y 
フル MI / の 0 
_ ウ チュウ の 平和 を 乱す 組織 


ボス に 救出 作戦 終了 を 報告 中 、 突然 プラ ッ ク コ ス 
モ に 電波 ジャ ッ ク さ れ た 。 彼ら は 隊 落 の 原因 が 自 
分 た ちの ハイ ジャ ッ ク に ある と 声明 し 、 逃走 用 の 
UFO を 要求 。 応じ し な けれ ば 、 チ キュ ー を 乗客 ご と 
爆破 する と 償 迫 し て きた 。 ハイ ジャ ッ ク の 事実 キ ボ 王 Wwpwmepww 」 Res 

ス は すでに 知っ て いた が 、 乗客 は 全員 救出 し て い 語 Et 2 ティ 
る の で 、 相手 に する 必要 は な いと 判断 。 だ が これ 二 
以上 の 悪事 を 許せ な いと 独断 で 示 捕 に 踏み 切っ 
こ 。 逮捕 の 方 法 は の りく みい ん 救出 手順 と 同じ だ 。 


ンー 逮捕 時 間 部 屋 の 中 で は 、 家族 3 人 が くつ ろ い で お り 、 移動 後 す ぐに コス モ セ ン 
ウー ダッ クラ ダビ ⑩ サー が 反応 し た 。 し ば らく の 間 、 部 屋 の 様子 を 観察 し て いる と 、 冷 蔵 
: 101 / PM11:0O 庫 の 胸 の 空き 瓶 が か すか に 揺れ た た め 、 そこ を 撮影 。 逮捕 し た 。 

ーー _ 逮捕 時 間 窓 の 外 に は 大 勢 の 野次 馬 が いた 。 彼ら が 去っ て いき 、 部 屋 か ら 誰 も 

アッ クラ ラダ 写 の つ いな く な っ た その と き 、 コ スモ セン サー が 反応 。 窓 に 何者 か の 気配 を 

102 / PM1 1:00 感じ た の で 、 そこ を 撮影 し 、 未 捕 。 

_ | | (人 還 BTHH 議 必中 に は パソ コン が 何 台 も あり 、 マイ コン が キー ボー ド を 叩い て 

アー ダッ ンク ラビ 6) いた 。 コス モ セ ン サ ー は すでに 反応 。 マイコン の 左側 の ラッ ク に 並 
: 103 / PM11:00 べら 5 れ た モニ ター に 、 そ の 姿 を 発見 。 逮捕 。 


人 0 人 部 委 当 計 用 胃 思 見 時 胃 時 四 邊 四 多 計 旧 、 朋 朋 計時 88 当時 時 時 肝 衣 遇 8 8 提 時 肝 間  8 。 8 。 時 計上 時 見 9 RI 
w 


逮捕 時 間 部 屋 に キン パ ツ は いな か っ た 。 し ば らく する と 、 部 屋 の 右 下 すみ に 置 
[ いて ある 電話 の ラン プ が 、 呼び 出し 音 も 鳴ら な い の に 点灯 し た 。 コ 
105 / PM11:00 スモ セン サー も それ に 合わ せる か の よう に 反応 し た の で 、 撮影 。 


回 
人 計 広 全角 較 半 較 半 唐 、 洗 因 軸 半 妥 軸 当時 着 。 癌 。 較 因 。 較 。 団 。 間 計 。 胃 。 男 朋 時 時 昌明 前 昌 時 時 肝 拉 。 肖 。 胃 。 四 。 叶 時 肖 。 旨 。 肖 。 邊 。 四 肝 旨 ま | 
8 * 


ラッ ラッ クララ シ ど どら: 、 逮捕 時 間 サラ リー マン が テレ ビ を 見 な が 5 くつ ろ い で いた 。 導 れ が た まっ て い 


爆破 に 用 いて きた の は 、 星 ひ と つ ボス は 完全 に ブラ ッ ク コ スモ を 無 
を 簡単 に 破壊 で きる ダー クコ スモ 視 。 だ が 、 ヒ ショ が マザー に タイ 
爆弾 ド に ハル マゲ ・ ボ ム で あっ た 。 ホビ ー ム を プロ グラ ム し た 。 


w 
由 


プア ダッ クラ ダビ の : 


た の か 、 眠っ て し まっ た よう だ 。 し ば らく し て 目 を 覚まし た と き 、 コス モ 
: 201 /P 朋 11:00 セン サー が 反応 。 ゴミ 箱 の そば で な に か が 動く の を 確認 し 、 撮影 。 
| ェ ーー「「 [ rmー ネコ が 外 に 出 て し まう と 、 画家 は 眠り に つい て し まっ た 。 その と き 、 コ 
gy 人 4 ポー ブッ ノー と る ニ 4 6 ーー 一) スモ セン サー が 反応 を 示し 、 上 か ら な に か の 液体 が 垂れ て き て いる 
。  。 : 202 /PM11:00 らし < 絵 が に じみ 始め た 。 その 上 の 照明 を 撮影 し 、 逮捕 。 
_ 人 較 FTTTET 議 較 記 詳 を 待っ て いた OL だ が 、 か か っ て くる 様子 は な く あ きら め で クロ 
ウー ダッ クラ ダビ : セッ ト へ 。 す る と 、 ふ い に 電 話 が 鳴り 、OL が 慌て て 飛び 出し て きた 。 
「 : 203 / PMM11:00 クロ ー セ ッ ト が 開い た 瞬間 に コス モ セ ン サ ー が 反応 し た の で 、 撮影 。 


コス モ セ ン サ ー は 移動 直後 か ら 反 応 。 部 屋 で は マッ チョ が 体 を 鍛え 


OM ' 
アン テッ クラ 生 ど ビ G て いた が 、 後 が いじ っ て も いな い の に 部 屋 に 置い て ある トレ ー ニ ング 
「 「 、。 : 205 /PM11:00 マシ ン や 服 が 勝手 に 動い て いた 。 動き を 予測 し 、 撮影 。 


に 
R 


逮捕 時 間 屋上 に は 兵士 た ちの 指揮 を 取る 隊長 の 姿 が 確認 で きた 。 1 階 、2 階 、 


デン ルク アダ タ 乏 安 ( 屋上 と 歩き 回 る と コス モ セ ン サ ー の 反応 は 屋上 左 、 隊長 が 立っ て い 
ーー 5/ ROKA/ P 過 11:00 る 周辺 に の み 見 られ た 。 その 足もと を 撮影 し 、 束 捕 。 


/y 7 が yo777e 77 の 7 の 867 の 5 


ば っ ち シ ー ン だ と 自分 で は 思っ た けど 、 マザー に は 認め て も ら え な か っ た 合 真 の ファ イル 。 
乗客 た ちの お も し ろ い シー ン だ か ら と 、 無理 を 言っ て 残し て も ら っ た 。 


と - う 


③ 酒 を 飲み まく る 中 年 考 


eu 


⑨ び ひたすら 葛 強 する 少年 


器 
い 時 


ーー 101 号 室 で 暮らす 男 。 つね に アル コー ル の 入っ た 瓶 を 持ち 歩 議 識 電 " 101 号 室 で 暮らす 少年 。 お と ちゃ ん と お か ー ち ゃ ん と 一 緒 
ぜ き 、 NRN か な り ワ ガマ マ な 性 格 ーー 請 議 ' 和 に 生活 し て いる が 、 お と ー ち ゃ ん と は あま り 仲 が 良く な く 、 ずっ 
で 、 思 い 通 り に いか な いこ と が ある と 、 顔 を 真っ 赤 に し て 怒る 。 議 議 うう の 、 < と 冷た い 態 度 を と っ て いた 。 むす この 行動 に 、 お と 一 ちゃ ん が 


猫 を 蹴り 飛ば す 、 テー ブル を ひっ くり 返す 、 む すこ に 殴り か か 抽 議 議 人 ] 怒っ て も 机 の 前 か ら は 離れ ず 、 ひたすら 勉強 し 続け て いた 。 


PMP 


る な ど 、 非 常に 乱暴 。 外出 中 は 働い て 、 さ ま ざ ま な 品物 を 手 捕 議 議 | _N メ 窓 の 外 の 音 に は 気 を と られ る の に …… よ ほど 相手 に し た く な 
ここ に 入れ て くる よう だ 。 だ が 、 お か ー ち ゃ ん は 「 パ チン コ ば か り 証 議 。 計 い 」 い の か 。 睡眠 の 方 法 も 変っ て いて 、 ほ か の ふた り が ふと ん で 


て ] と 文句 を 言っ て いた 。 仕事 で は な い の か ………。 時 ーー を 寝る の に 、 机 に 向かっ て 座っ た まま 寝 て いた 。 


失 織 
画 回 圏 蘭 回 


民 O 下 A TO エ TO る TO も る TO5 る タ O』 スタ 0 る る 0 う スィ 0$ 


ちょ っ か い を だ す 、 睡 眠 


101 号 室 の 奥 に ある の は 、 ブ ツ デ ン (※ 訳 注 、 仏 
壇 ) と よ ば れる 家具 の よう だ 。 その 前 面 に は 小さ 
な 扉 が つい て いて 、 中 に な に が を 飾っ て いる 。 お 
と 一 ちゃ ん が この 扉 を 閉め た ど 思 っ た ら 、 すぐ に 
むす こ が や っ て き て 開い た 。 閉め た り 開け た り 、 
いっ た い ど ん な 意味 が ある の か 。, 


〇 働き 者 の 中 年 女 


101 号 室 で 暮らす 女 。 むす こと お と 一 5A と ー 緒 に 生活 し て 
いる 。 むす こ に は 優し い が 、 お と ー ち ゃ ん に は 冷た い 。 掃除 凶 

食事 の 準備 で 部 屋 で も な に か と 働き 、 up 
て いる 。 バ ー ド (※ 訳 注 、 パ ー ト の こと か ) と いう らし い 。 が 人 
り の 働き 者 で は ある が 、 心 の 中 に は な に か 秘め た 事情 が ある 


Je IA pas 


1 


目覚 め た お か ーー ち ゃ ん は 、 ふと ん を 片づけ て か ら 
ブツ デン の 前 に 座り 、 細く て 煙 の 出る 緑色 の 棒 
に 火 を つけ て ブツ デン の 中 に 立て た 。 その まま じ 
っ と 座っ て いた が 、 これ は 一 体 な に を 目的 と し た 
行動 な の だ ろう ? に [WIMA ここ 
よう だ 。 203 号 室 の OL と は 仲 が 良く 、 テ レビ を 見 せ て も ら っ ーー 議 も の と 関係 が ある の だ ろう か 。 


た り 、 お し ゃ べり を し た り し て いた 。 


oe 


KO 丈 A TO エ TO0 タ る TO る OS る 0 エミ る 0 る タ 0 ぅ る 20 旬 1 KT | 

お と ーー ちゃ ん は 、 廊下 に いた シロ ネコ に 手 を 差し . 
出し た 。 どう や ら 一 緒 に 放 ぼ うと し た ら じ い が 、 シ 
ロ ネ コ の 方 は 相手 に し だ く な い 様 子 。 それ が 気 に 
入ら な か っ た の か 、 お と ー ち ゃ ん は 怒っ て シロ ネコ 

を 蹴り 飛ば し た 。 チキ ュー 人 は 猫 を か わい が る 傾 - 
向 に あっ た が 、 彼 は も の すご く 短気 な の だ の 9 


ケン カ 、 外 出 、 対 面 …ー 


| 
EE 


203 号 室 に 移動 し た お か 一 ちゃ ん は 、 部屋 に 上 が 


りこ ん で テレ ビ を つけ た 。 留守 の 間 に 勝 手 に 部 


屋 に 上 が れる と いう こと は 、 お か ちゃ ん と OL は 
か な り 仲 が いい の か 。 テレ ビ と いう の は 映像 や 音 


声 を 受信 する 擬 能 し か な いよ う で 、 お か ー ち ゃ ん 


が 誰か と 交信 する こと は な か っ た 。 


外出 か ら 戻っ て きた 、 お お よー ちゃ ん は 面 手 に 大 き な 
袋 を 抱え て いた 。 生活 雑貨 、 食料 が 入っ て いる よー 


CS それ を 手 に 入れ て くる の が 彼 の 仕事 な の だ 
ろう 。 お と 一 ちゃ ん は 、 が な り 機 謙 が 良さ そう な 様 


子 だ っ た 。 一 一 それ に し て も 、 お と ーー ちゃ ん は アパ ーー aa 


ー ト の 外 で 一 体 ど ん な 仕事 を し て いる の だ ろ 7 


お と ちゃ ん は 、 ぬ い ぐ る み を 取り 出し 、 む すこ に 


な に や ら 話し か けた 。 だ が むす こ は それ を 振り 拡 


っ て し まう 。 お と こち ゃ ん は 半 り 、 ご ぶし を ふり 上 げ 
た が 、 むす こ に に ら ま れ で 、 結局 な に も し な か っ た 。 
どう や ら お と 一 ー ち ゃ ん は むす こと ど と 仲良く したい の だ 
が 、 むす この ほぼ 3 が 心 を 開い か な いら し い 。 


お か ー ち ゃ ん が な に や ら 収 支 計算 の 書か れ た ノー 
ト を 突き つけ て | お と ちゃ ん に 文句 を 言っ て い 


る 。 する と 突然 お と ちゃ ん は 顔 を 赤く し て 立ち 
上 が り 、 目 の 前 の テー ブル を ひっ くり 返し て し まっ 


た 。 その あと すぐ に お か ちゃ ん は 部 屋 を 出 で い - [ 


03229 が RANISGE ル の 2 敢 の が 


203 号 室 を 訪れ た お か ー ち ゃ / 選 


は 買え HER (NNN 時 


に 租 舎 する の が チキ ュー 人 の 慣 な の だ ろう 。 


お と 一 ちゃ ん は 持ち 帰っ た 大 き な 袋 か ら 、 黄色 い | 
包み を 取り 出し て お か ちゃ ん の 足もと に 投げ た 。 
受け 取っ た お $ か ー ち ゃ ん は 表情 こそ 変え な い が 、 う の 
札 し そう だ 。 な に か の プ レ ゼ ント な の か も し れ な い 。 
直後 に 息子 が ブツ デン の 扉 を 閉め た 。- そ れ に ど - 
ん な 意味 が ある の か わか ら な い が 印象 深い 。 


ホ ず クシ 


③ 屋 上 で な に か を の 


PM4 : 00 に アパ ー ト へ や っ て きた 男 。 MM に 兵士 

た ち を 連れ て 屋上 に 向かい 、 機械 を 設置 し 、 調査 を 始め た 。 
な に に つい て 調べ る の か わか ら な い が 、 6 し 
重要 な 調査 な の だ ろう 。 お か 一 ちゃ ん と 対面 し た と き に は 
た り で 会 話 を 交わ し て いた 。 も し か する と ふた り は 以前 か ら の 
知り 合い だ っ た の か も し れ な い 。 カガク シャ の 顔 は わ むす こと よ 


く 似 て いる よう だ が 、 それ も な に か 関係 が ある の か 。 


カガク シャ は 、 調査 の た め の 機 械 を 抱え た 兵士 

た ちと いっ し ょ に や っ て きた 。 その 機械 を 屋上 に 
設置 さす た が 、 ノー ト を 見 な が ら 操 作 し て いる 。 操 

作 方 法 に 自信 が な い の か 。 チキ ュー 人 の 科学 は 帳 

まだ 未 発達 な た め 、 誰 に で も 使い や すい 機械 と 

いう の は 開発 され て いな い の か シッ れ な い 。 旧 " 


屋上 で 機械 を 操作 し て いた カガク シャ は 、 その 画 
面 を 見 つめ て いた あと で ノー ト は な に か 書き 記し て 
いた 。 どう や ら 兵 士 た ち は た だ の 手伝い で 、 カガク 
シャ だ けが 調査 内 容 を 理解 し いる らし い 。 彼 が 
どん な 発見 を し た の か 興味 深い 。 も し か し た ら 、- - 
我々 の 存在 に 知 が つい とい or の 


調査 を 終え た カガク シャ は 、 10! 号室 の 前 で お か 

ー ち ゃ ん と 対面 し た 。 お か ー ち ゃ ん は か な り 驚 い ー ド 
た よう で 、 涙 まで 流し て いた 。 カガク シャ も お か 一 

ちゃ ん を 気遣い 、 心配 し て いる 様子 だ 。 カガク シ 

ャ と お か ーー ち ゃ ん の 間 に は 、 な に が 事情 が ある の 

だ の ぶ : それ が な ん な の か は わか ら な い が 


人 


立つ な ど 、 協力 し て いた 。 寝る と きも 立て 膝 で 、 な に か 起こ る 
と すぐ に 銃 を 抜い て 周り を 確認 し た り 、 外 に 飛び 出し た り と 、 
気 を 張っ て いた 。 その 気晴らし は リン ゴ と いう くだ も の 。 お や 
っ さん に 食べ させ る 一 方 、 自分 で も た くさ ん 食べ て いた 。 


“ の O お や っ きん を ずる ふた りく 議 日 〇 ふと ん で 寝たきり の 老人 
102 号 室 に お や っ さん を 運び 込ん だ ふた り 組 。 お や っ さん を " 守 トー | 瞳 
守る の が 仕事 の よう だ 。 ひと り が お や っ さん を 背負 うと ひと り 十 102 全 室 に 連 び こま れ た 老人 。 よほど 眠る の が 好き な の か 、 川 
が 周り を 注意 し 、 ひと り が 部 屋 に 入る と も う ひ と り が 廊下 に 人 人 に ずっ と ふと ん で 寝たきり だ っ た 。 移動 中 も ふと ん に 入っ た まま 「 | 
/ 1 黒 服 に 運ば れ て いる し 、 リ ン ゴ を 食べ る と きも 和 寝 た ま ま 。 も し | | 
ま 


"する と ひど い 怠 け 者 な の か 、 と 思っ た が 、 ずっ と 黒 服 た ち に 
! 人 憶 ら れ て いる と ころ を 見 る と 、 実は か な り の 重要 人 物 な の だ ろ 
| う 1 黒 服 た ち 以 外 に も 、 コロ ン ヤ や ケイ ジ な ど 、 多く の チキ ュ 
リン 一條 た ち が 彼 を 中 心 に し て 行 行動 し て いた 。 


圏 圏 較 剛 画 


TO る TO る OS ルス 6 る 0 る ルス 】 る 0S 


102 号 室 を 出る と きも 、 お や っ さん は 黒 服 に 背負 わ 
れ て ふと ん ご と 運ば れ て いっ た 。 ふと ん と いう の は 眠 
る た め の 道 具 だ と 思っ て いた が 、 と き に は 移動 の た 


よっ て お や っ さん の 落下 を 防ぐ こと が で きる よう だ 。 
原始 的 で は ある が 、 事故 防止 の た め に は 有効 な 機 
能 か も し れ な い 。 どちら に せよ 、 お や っ さん は 相当 な 


め の 乗 り も の に も な る らし い 。 くる くる と 丸め る こと に 面倒 くさ が り だ 。 ひょっと し て 怪我 で も し て いる の か 。 


リン ゴ を 食べ る に は DOS (※ 訳 注 、 ド ス 、 短 力 の 
こと ) を 使う らし い 。 黒 服 は 器用 で 皮 を むき 、 食 一 
べ や すい 大 き さ に 切る 手さばき は な か な か が 見事 。 
切っ た リン ゴ は 、 短い 棒 に 刺し て 食べ る の が 作法 

の ⑩ の よう だ 。 先 に お や っ さん に 食べ させ て か ら 黒 服 
が 食べ る の は 、 お や っ さん が 佑 い か ら だ ろう 。 


つう ワン 


ペ 
〇 お や っ きん の 周り を うろ つく 男 


ーー | 


102 号 室 の 周り を うろ つき 、 お や っ さん の 様子 を うか が う 男 。 ' 
AM7 : 00 に 部 屋 に 入っ て きた が 、 その 際 、 人 目 を は ば か る よう | 
に し て 、 ド ア か ら で は な く 窓 か ら 侵 入 し て きた 。 黒 服 た ち に は 
会 いた く な い の か 、 入室 し て すぐ に 押入 れ に 隠れ て し まっ た し 、 
AM9 : 00 に 顔 を 合わ せ そ うに な る と 外 に 出 て いっ て し まっ た 。 

デー いっ た い 、 彼 ほ な に を し に きた の だ ろう か が 。 お や っ さん に 
黒 服 に は 知ら れ た く な い 秘 密 の 用 で も あっ た の だ ろう か 。 I 


黒 服 と コロ シヤ と は 以前 か ら の 知り 合い だ っ た らし 
い 。 コロ シヤ を 目 見 た 黒 服 た ち は 、 窓 か ら そ の 一 | 『 寺 リ 
跡 を 追っ た 。 か な り 慌て て いた の は 、 き っ と コロ シ 壮 識 。。 。 ' 
ヤ に よほど 大 切な 用 事 が あっ た の だ ろう 。 “ 
AM11 :00 に 戻っ て きた と き 、 コロ シヤ は 一 緒 で は 、 
な か っ た が 、 用 事 は 外 で すま せ て きた と 思わ れる 。 壮 計 較 」 人 


っ 


お や っ さん を 背負 っ て 102 号 室 の 外 に 出 た 黒 服 


が 


wir た ち は 、 廊 下 で 待ち か まえ て いた コロ シヤ と 再会 5 バン ウ の 〒 芝 は フイ NN | 
| し か し この 再会 は あま り 友 好 的 な も の に は な ら な 2 8 | 
か っ た よう で 、 黒 服 た ち は 銃 を つき つけ て コロ シ 9 PM2:00 を だ いぶ 過ぎ た ころ 、 廊下 に 現われ た コロ わ さ ざわ さ ざ 分 解 し た り 、 組み 立て た り し て いた の で は 時 上 | 

ヤ を 壁際 に 追い 込ん だ 。 も し や 、 本 当 は 黒 服 た -- 上 シヤ は カバ ン を 持っ て いた 。 中 に 入っ て いた の は い 間 も か か る 上 に 、 故 障 が 発生 する 確率 も 高く な る に 


ちと コロ シヤ と は 際 悪 な 間柄 っ た の だ る 53 か? くつ か の 機械 部 品 で あっ た が 、 これ を 組み 立て る と 違い な い 。 それ な の に な ぜ チ キュ ー 人 は 、 そ ん な 面 


ライ フ (※ 訳 注 、 ラ イフ ル ) と いう 銃 が で き あ が っ た 。 倒 な こと を する の だ ろう ? 


〇 ひたすら パソ コン に 向かう ひと り 暮らし の 男 


〇 102 号 室 を 観察 する 男 


外 か ら や っ て きた コー ト 姿 の 男 。 イヌ と いう 動物 に 似 た 顔 の 
男 を 伴っ て いた 。 ケイ ジ が イヌ 似 の 男 に な に か 命じ て いる よ 
うだ か ら 、 きっ と 位 が 高い の だ ろう 。 窓 の 外 に 隠れ た り 、 廊下 
や 屋上 な ど を 動き 回 っ た りす る の は 、 102 号 室 の 中 を 観察 す 
る た め ら し い 。 そ れ が 彼ら の や る べき こと な の だ ろう 。 し か し 、 
な ん の た め に ? 基本 的 に は お や っ さん や 黒 服 を 見 張っ て い 
る よう だ が 、 どう や ら コ ロン シヤ も その 対象 に な っ て いる よう だ 。 


103 号 室 に 住む 若い 男 。 何 台 も の パソ コン を 同時 に 使っ て | 
作業 し て いる よう だ 。 不眠 不 休 の まま パソ コン に 向かっ て い 旧 
る と ころ を 見 る と 、 か な り ま じ め な 性 格 だ と 思わ れる 。 サラ リ 上 
ー マ ン が 遊び に き て も 相手 に し な か っ た が 、 これ も きっ と パソ 「 
コン に 集中 し て いた か ら な の だ ろう 。 その 努力 が な に に 向け ] 
られ て いる の か は わか ら な か っ た が 、 パソ コン 画面 の 変化 か | 
ら 考え る と 高度 な 情報 処理 の 仕事 か の も し れ な い 。 


認 | 


いて い ) 、 ず : パ TOI TO タタ ルス 6 ス 0 タ シル) 205 | 


廊下 で 黒 服 に 銃 を つき つけ られ 、 動か ず に いた コロ ら 手 帳 の ほう に は 相手 を 心理 的 に 拘束 する 力 が 、 金 
ン ヤ の 前 に 現われ た ケイ ジ は 、 小さ な 黒い 手帳 を 取 属 の 輪 の ほう に は 肉体 的 に 拘束 する 力 が ある らし 
り 出 し た 。 それ を コロ シヤ に 見 せ 、 両手 首 に は 金属 ' い 。 それ に し て も 、 ケイ ジ た ち は コ ロ シ ヤ を どこ に 連 
製 の 輸 を は め て どこ か に 連れ 去っ て いっ た 。 どう や 。 れ て いっ た の だ ろう 。 楽し いと ころ で は な さそ うだ 。 


マイ コン は 部 屋 を 移動 する 際 、 イ ス に 座っ た まま L 人 l 
だ っ た 。 イス と いう 道具 は 座る た め の も の だ と 思 し 。 アア 
っ て いた が 、 どう や ら 移 動機 能 ち ある らし い 。 し か ン 』 。 に 「 
し 速度 は それ ほど 速く は な く 、 歩行 する の と さして 、 革 革 ”、 l 

変わ ら な いよ うだ 。 立っ て 動 1 て も いい の で は ュー 間 間 1 l 
と 思う が 、 座り 続け る こと が 目的 な の だ ろう 。 uu アリ | 


〇 べ ビ ー 服 姿 の 中 年 男 


PM3:00 に 102 号 室 に 入室 し て きた 男 。 最初 は スー ツ 姿 で 
二 足 歩行 を し て いた が 、 ヘビ 服 (※ 訳 注 、 ベビー服) に 着替え 


努力 の 甲斐 あっ て 、 彼 の 仕事 が 好転 し た らし い 。 
電子 音 が 百 き 、 パ ソコ ン の 画面 に 変化 が 現われ - 


て か ら は 四 足 歩行 に な っ た 。 生 まれ た ば か り の チキ ュー 人 は 織 I | た 。 それ を 見 て うれ し げ な 表情 を 浮か べた マイ コ 0 | 
赤ちゃん と 呼ば れ 、 四 足 歩行 らし く 、 ヘビ 服 も 赤ちゃん の 着 代 | 」 。 は 、 前 に も 増し て 熱 届 に 竹馬 始 め た 。 し か も 笑 「 | 
明 - 顔 を 見 せな が ら 。 や は り チ キュ ー 人 も 仕事 の 成果 - MI 


2 交 の よう だ 。 電話 が か か っ て きた と き や ほ か の チキ ュー 人 に が 上 が っ た と き の ほ う が や る 気 が 増す よう だ 。 
会 っ た と き は 二 足 歩行 に 戻っ た と ころ を 見 る と 、 四 足 歩行 中 は RNN IN 
誰か に 見 られ た く な いら し い 。 じゃ あ 、 な ん で へ ヘビ 服 を 着る の か 。 


PM11:00 に 住人 で は な い チ キュ ー 人 が 103 号 室 
を 訪れ た 。 住人 で は な か っ な せい か 、 客 に 対す ~ 
る マイ コン の 反応 が サラ リー マン 訪問 の と き と 少 
し 違っ て いた 。 相手 に し な いと いう わけ に も いか In 兵 、。 上 隊 了 「 
な か っ た の だ ろう が 、 訪問 者 の 言葉 に を に か ショ ー]| 、 か | 
ッ ク を 受け て いた よう だ っ た の が 気 に か か る 。 iz M 


PM4:00(102) 入 芝 な 下 準 備 


102 号 室 に 入室 し た 赤ちゃん は 、 部屋 の 中 に ツ ム ギ 必要 な 準備 を 事前 に 行なっ て いた と いう こと らし い 。 
(※ 訳 注 、 積み 木 ) や ぬい ぐる みな ど を 配置 し に から へ な か な か が 用意 周到 な 性 格 の よう だ が 、 そこ まで し て へ 
ビ 服 に 着替え 始め た 。 その あと で 並べ た も の を 使っ ビ 服 に 着替え る 目的 は 、 と うと うわ か ら な か っ た 。 し か 
て 遊ん で いた と ころ を 見 る と 、 そう し た 行動 の た め に し 、 ヘ ビ 服 に 着替え て いる 間 は 非常 に 楽し そう だ っ た 。 


補 


〇 絵 と 音楽 バラ を 愛す る 男 


105 号 室 に 住む 金髪 の 男 。 部 屋 の 中 に 目 分 の 絵 を 飾っ た り 、 
音楽 を 流し た り 、 ピア ノ を 弾い た り と 、 芸術 を 楽し む 生 活 を 送 

っ て いる 。 ピア ノ は 自分 で 弾け る よう だ が 絵 は 自分 で は か け な 
いら し く 、202 号 室 の 画家 に が か いて も ら っ て いた 。 ま た 、 
PM5 :00 に 連れ て きた 女 の 眠 っ て いる 姿 を 見 な が ら な に か 書 
いて いた が 、 これ も お そら く < 芸術 に 関わ り の ある こと な の だ ろ 
う 。 バ ラ と いう 植物 の こと が 好き で た くさ ん 持っ て いる よう だ 。 


民 O 〇 KA いう) 6 TO る TO る OS 
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画家 に 自分 の 絵 を 描い て も ら っ た キン パ ツ は 、 そ 前 
の 絵 を 自分 の 部 屋 に 飾っ た 。 そし て 音楽 を 流 じ 、~] 
ワイ ン を 飲み な が ら 眺 め て いた 。 どう や ら 自 分 の 
絵 を 見 る の が 楽し いよ う で 、 これ は 自分 の 外見 に 
特別 な 感情 を 持っ て いる の だ ろう 。 ナル トス シ (※- 
訳注 、 ナ ル シ ス ト ) と いう や つか 。/ 


ピア ノ の 前 に 座っ た キン パ ツ は 、 ひと つ ひ と つ 音 
を 鳴ら し て は ノー ト に な に か が 書き 込み 、 ま た 音 を 鳴 
ら す と いう 作業 を 続け た 。 音楽 を 演奏 する な ら 音 
は 続け て 鳴ら す は ず だ か ら 、 て の 場合 価 宅 杉 ど だ 古 
まっ た く 別 の こと を し て いた ど 考 える べき だ ろう 。-- 
お そら く ピ アノ の 点検 に 違い な い 。 


外出 か ら 戻っ た キン パ ツ は 、 パラ の 花びら を 1 枚 1 計 
枚 と っ て は な に か 考え で いた 。 どう や ら こ れ は 花 計 
占い と いう 未来 予測 の 方 法 ら し い が 、 結果 は 良く 

な か っ た よう だ 。 キン パ ツ は その 場 で 倒れ こん で 

し まい 、 も う 部 屋 に バラ が な いと わか る と また 倒 _- 
れ で いい 7 た よほど バラ が 大事 の だ ろ 5。 


PM7:00(105) 


キン パ ツ に 連れ られ て 105 号 室 に や っ て きた か の じ 
よ ょ 。 か の じ ょ は キン パ ツ の ピアフ アノ が 聞き た か っ た らし 
い が 、 ソ ファ ー に 座る と すぐ に その まま 眠っ て し まっ た 。 
大 き な い びき を た て 、 鼻 か ら は 風船 の よう な も の を 


⑨105 号 室 を 訪れ る 女 


キン パ ツ に 連れ られ て 105 号 室 を 訪れ た 女 。 し か し 部 屋 に つ 
いて し ば らく する と 、 キン パ ツ は か の じ ょ の た め に ピア ノ を 弾き 
始め た 。 だ が 、 か の じ ょ は ソフ ァ ー に 座っ た まま の 姿勢 で いび 
き を た て て 眠っ て し まっ た 。 起き た あと は すぐ に 部 屋 を 出 て し 
まっ た し 、 どう や ら 彼 女 に と っ て 105 号 室 は 眠る た め の 部 屋 だ 
っ た よう だ 。 住ん で いる わけ で も な い の に 、 眠る た め だ け に や 
つて くる と いう の は どう いう こと な の だ ろう 。 また 、 キン パ ツ と 達 
い 芸 術 に は あま り 興 味 が な いら し い 。 


眠る の 大 好き 


膨らまし て いた 。 これ は チキ ュー 人 の 中 で も か な り 珍 
し い 眠 りか た だ 。 キン パ ツ は それ を 見 な が ら な に か 
書い て いた が 、 珍し い 眠 りか た を 観察 する た め に 連 
れ て きた の か も し れ な い 。 


クン ふ 


〇 ① 屋 台 で ラー メン を 運 


ラー メン と いう 食べ も の を 売っ て いる 男 。 キン パ ツ や サラ リー マ 
ン な ど が 彼 の 売る ラー メン を 食べ て いる 。 屋台 と いう 木製 の 
乗り も の を 引い て 売り に くる 場合 と 、 お か も ちと いう 人 金属 製 の 
人 れ も の で 売り に くる 場合 と が ある よう だ 。 屋台 の と き は 笛 で 
音楽 を 晶 ら すこ と に な っ て いる らし い 。 そ の 音 に 反応 し て キン 
パ ツ が 外 に 出 た と ころ を 見 る と 、 笛 の 音色 に は チキ ュー 人 の 
食欲 を 刺激 し て ラー メン を 食べ た くさ せる よう な 作用 が ある の 
か も し れ な い 。 お か も ちの と き は 電話 で 呼び 出さ れ て いた 。 


PM6 : 00 に 201 号 室 ま で タン ブラ ー(※ 訳 注 、 ど ん ぶ 
り ) に 入っ た ラー メン を 運ん だ ラー メン や 。PM8:00 
こ 今度 は その ドン ブラ ー を 取り に 戻っ て きた 。 どう や 
ら ド ン ブ ラ ー に 入っ た ラー メン を 売り 、 ドン ブラ ー だ 


け を あと か ら 取 り に くる と いう シス テム らし い 。 どう せ 
持ち か える な ら 始 めか ら 中 の ラー メン だ け を 、 別 の 容 
器 に 入れ て 置い て いけ ば いい だ ろう に 、 どう し て わざ 
わざ そん な 面倒 な 手順 を 踏む の だ ろう ? 


うち リュ ン 


食べ る つも り で は な いら し い 。 さか な は チキ ュー 人 の 食料 だ と 
思っ て いた の だ が 、 食う も の か 、 飼う も の な の か 、 どっ ちな の か 。 
彼 の 行動 は 非常 に お と な し く 、 携帯 ゲー ム 機 で 遊ん だ り 、 テレ 
ビ を 見 た り 、 タバ コ を 吸っ た り と 、 いた っ て 地味 だ 。 外出 時 間 
は 長い 。 お そら く 仕 事 な の だ ろ 2。 目覚 まし 時 計 を 使用 し て い 
る こと な どか ら も 、 まじ めで 規則 正しい 生活 ぶり が 確認 で きる 。 


〇 化粧 で 別人 と 化す ひと り 暮 らし の 女 

203 号 室 に 住む 若い 女 。 シロ ネコ と 一 緒 に 暮らし て お り 、 エサ 
を 写 え て いる 。 ミケ ネコ も それ を 食べ て いた 。 OL は 鏡 の 前 に 
座っ て 様々 な 物質 を 顔 に 塗る と 別人 の よう な 外見 に な る 。 どう 
や ら こ れ が 化粧 と いう も の らし い 。 化粧 を し て 外出 し 、 帰 宅 す る 


と 元 の 顔 に 戻る と いう こと は 、 外 に いる と き に 化粧 を する の が 


チキ ュー 人 女性 の 交 慣 な の か も し れ な い 。 か な り の 電話 好き 
らし く 、 長 時 間 喋 り 続け た り 、 じ っ と か か っ て くる の を 待っ て いた 。 


KOKA TO エ エ 0 ス タ 0 タ 20 る 205 ROKA TOT 0 タ る TO うる OS る OT タス 0 ろ 20 う る 0S 


起床 、 化 粧 、 出 勤 


| 203 号 室 の 左 隅 に お いて ある の は 、 衣類 な ど を し 
レビ を つけ た 。 これ で 情報 を チェ ッ ク す る の が 朝 - まう クロ ー ゼ ッ ト と いう 家具 らし い 。 OL は ここ で 衣 
の 日 課 を の だ ろう 。 その 後 、 押し 入れ か ら 服 を 取 = “ | 服 を 着替え る よう だ が 、 睡眠 も この 中 で と っ て い 
り 出 し 、 着 替え 、 再び 外出 。 チキ ュー 人 は 服 と い | = 普通 、 睡 眠 に 用 いる の は ベッ ド や ふと ん だ と 
う も の を 行動 に 合わ せ て 替え て いる よう だ が 、 な - 中 の " 包 っ つて いた が 、 OL に は クロ ー ゼ ッ ト が それ に あ た 
ぜ そ ん な 面倒 な こと を する の だ ろう 。 。 る らし い 。 ずい ぶん と 多 機能 な 家具 だ 。 


運動 の た め の 外出 か ら 戻っ た サラ リー マン は 、 テ 


起床 し て し ば らく する と 、 OL は 鏡 へ 移動 。 鏡 を 見 | 
な が ら 粉 末 を 顔 に 塗り た くり 、 目 や 唇 な ど に 彩 

を ほど こし て 別人 の よう な 外見 に 変わ っ た 。 さら 

に クロ ー セ ゼット で 端 の 形 と 服装 を 変え て か ら 外出 認 
し て いっ た 。 どう し て わざ わざ 外出 前 に 顔 を 変え 還 
る の だ ろう 。 男 に その 習慣 は な いよ うだ が 。 


PM5:00 に 仕事 か ら 帰 っ て きた 。 し ば らく ぼう っ と . 
し て いた が 、 電話 で ラー メン や を 呼び 出 じ 、 ラ ー- 
メン を 持っ て こさ せ た 。 お いし そう に ラー メン を 食 
べ 終 える と 、 タン ブラ ー を 廊下 に 置い た 。 あと で 
ラー メン や が タ シ ブ ラー だ け 取 り に 来る 。 こ れ が - 一 
“出前 "と いう シス テム らし い 。 | | . 


帰宅 し た OL の も と に 、 101 号 室 の お か ー ち ゃ ん が 
や っ て きた 。「 お と 一 ちゃ ん 」 に 関す る こと を じゃ べ 
っ て いる 。 お か て ちゃ ん は ずい ぶん と 困っ た 様子 
だ 。 OL は お と な し く 聞 いて いる 。 お か ー ち ゃ ん は 
OL の 留守 中 に 203 号 室 に 入っ て テレ ビ を 見 て い -- 
た し 、 ふた り は か な り 親 し いら し い 。 


食事 を 終え を た サラ リー マン は 、 携帯 ゲー ム 機 で 
遊ん で いた が 、 ゲー ム 機 を 手 に 103 号 室 に 移動 し 
た 。 103 号 室 の マイ コン と は 面識 が ある らし い 。 
サラ リー マン は し ば らく 、 部 屋 に 居座っ て ゲー ム 
を し て いた が 、 マイ コン は まっ た く 相 手 に し な か っ -- 
た 。 仲 が いい と いう わけ で は な さそ うだ 。 


ッ ン ン 9 


O 松 を か く の が 計る な けど り 殊 らし の 


202 号 室 に 住む 男 。 カン ボツ (※ 訳 注 、 カン バス ) と いう も の 
に か か れ た 絵 が 部 屋 中 に お いて ある 。 それ だ け で な く 床 や 壁 
に も 絵 が か いて あっ た 。 キン パ ツ や マッ チョ の 次 を か いた り 、 
望遠 鏡 で 見 た も の を スケ ッ チ し た り 、 な に か と いう と 絵 を が かく 

習慣 が あっ た 。 ひ ょ っ と し た ら そ れ が 仕事 な の か も し れ な い が 、 
その わり に は 完成 し た 絵 を 人 に あげ て し まっ た り し て いる 。 金 


= クス ) 


画家 と 准 ら す ネコ 


体毛 が 白黒 と 茶色 に 分 か れ た ネコ 。 基本 的 に は 202 号 室 
で 画家 と 暮らし て いる よう だ が 、 彼 が 飼い 主 と い うわ け で は な 
いら し い 。 203 号 室 や 205 号 室 な どの 部 屋 も 渡り 歩い て いる 。 
シロ ネコ と 一 緒 に 屋上 で 空 を な が め た り も し て いた 。 シロ ネコ 
と と も に 食事 を と っ て いた し 、 マッ チョ と も か な り 仲 が いい よう 
9 だ が 、 一 番 な つい て いる の は や は り 画 家 。 危険 が 迫っ た 

こ は 隠 れ て し まっ た も の の 、 あと か ら 画家 を 退 う 5 て いっ た 。 


を 儲け る 気 は な いら し い 。 経済 的 に 苦し く は な い の だ ろう か が ? 
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マッ チョ を 訪問 .. 


202 号 室 で 過 っ て いた ミケ ネロ は 、 ジロ ネコ の 巧 
間 を 受け て 部 屋 の 外 へ 出かけ た 。。 廊下 を 歩き 回 ““ 
づつ だ りん 屋上 に 上 が っ て 空 を な が め た り 、 2 匹 は と 
て も 仲 が いい よう だ 。 OL が 出し た エサ ょ も と も と 
シロ ネコ の た め に 用 意 さ れ た る の だ が 、 シ 日 ネコ 

7. 打 意 ミ ク ネ ロ に も 外 て いる の だ ろう 。 


キン パ ツ の 姿 を 絵 に か いて いる 。 か か れ た ほう は . 

その 絵 を 喜ん で 自分 の 部 屋 に 持ち 帰っ で いる 。~ 

し か し 、 自分 の 姿 を 見 る の な ら 、 鏡 や カメ ラ を 使 
えば 簡単 な よう に 思う 。 どう し て ね ざわ ざ 、 時 間 を | 

か け て 絵 に し て も ら う の だ ろう 。 それ ほど 画家 の - 一 下 

は 作品 と し て 優れ ぐい る と いい 2Z と な の か 


キン バツ の 絵 を 計 成 させ た 画家 は 、 その あと で 望 _ ド アパ ー ト の 外 に 軸 か け て いた ミケ ネコ は 、 205 号 _ 
遠 鏡 を の ぞ き こん だ 。 どう や ら チ キュ ー の 周り に ~ 「 af と 1 室 の マッ チョ と 戻っ て きた 。 その まま いっ し ょ に 
見 える 天体 を 観測 し て いる らし い 。 チキ ュー 人 に nl | | 205 号 室 に 入室 し た と さろ を 見 る と 、 た また ま 上 帰 
は ウチ ュ ウ 旅行 の 機会 な ど な い か ら 、 ウチ ュ ウ へ 1 ( | 宅 の 時 間 が 重なっ た の で は な く 、 ミ ケ ネ コ が マッ 

の 想い を 星 を 見 る こと で 満た すし か な い 。 見 えた チョ を 迎え に いっ た の か も し れ な い 。 ミケ ネコ と マー ] 
も の を スケ ッ チ する の も の 記 め ( ど 軸 われ ッ チ ョ は し ば らく 806 号 宇 て 朱 ん の い た 。 


画家 が さら われ た あと 、 ミ ケ ネ コ は 窓 か ら 外 に 飛 . 
び 出 し た 。 2 階 か ら 飛び 下り た の は か な り の 衝撃 
だ っ た の か 、 205 号 室 に 現われ た だ ときには ボロ ボ 

ロ の 姿 に 変わ つて いた 。 その あと マッ チョ と と も  [ 
し に 出かけ た と いう こと は 、 どう や ら 画 家 を 助け に - 一 | 
的 で 画家 を 連れ 去っ た の だ ろう か 。 11 1 いく た pc マッ チョ に 協力 を 求め た らし い 。 


AM11: 00 に 訪問 者 が あっ た 。 し か し この 訪問 
は ドア を 使わ ず に 窓 か ら そ っ と 侵 大 で 後ろ か ら “ 
し の び よ っ て 画家 の 後頭 部 を な ざり つけ た 。 か な 
り の 衝撃 だ っ た らし く 、 画家 は 失神 し て 倒れ 、 そ 
の まま 外 に 連れ 出さ れ で し まっ た 。 誰が どん な 目 - 


アー 


〇 トレ ー ニ ング と パワ ー ア ッ プ の 男 


205 号 室 に 住む 男 。 202 号 室 の 画家 や ミケ ネコ と は 仲 が い 
いら し く 、 互い の 部 屋 を 訪れ あっ て は 絵 を か いて も ら っ た り 、 | 
いっ し ょ に 遊ん だ り し て いる 。 部 屋 の 中 に は さま ざま な トレ ー | 
ニン グ 和 器具 が 置か れ て お り 、 それ を 使っ て 体 を 鍛え て いる よう 
だ 。 さら に 新しい 器具 が 届い て いた か ら 、 よほど 体 を 動か す 
の が 好き な よう だ 。 は じ め は 細く て 貧 弦 な 体つき だ っ た が 、 ト 
レー ニン グ に よっ て 急激 に 筋肉 を 発達 させ て いた 。 


シ ジ 0 ズ つ コ 較 ま を 


⑨ 0L と 馬 ら す ネ コ 日 
に 


203 号 室 で OL と 暮らす ネコ 。 202 号 室 の ミケ ネコ と 仲 が いい 
よう だ が 、 101 号 室 の お と 一 ちゃ ん と は 険悪 な 関係 の よう だ 。 
203 号 室 の 隅 に ある 皿 や 砂 な ど は 、 シ ロ ネ コ の た め の も の ら 
し い 。 OL に 向かっ て 声 を 上 げ ける と 、 OL は その 皿 に エサ を 入 
れ て いた 。 声 で 命じ た だ け で 食べ も の が 出 て くる と は 、 どう や 
ら ネ コ の ほう で チキ ュー 人 を し つけ て いる よう だ 。 も し か する と 、 
ネコ と いう 動物 は チキ ュー 人 より も 上 位 種 に 位置 する の か も 
し れ な い 。 シロ ネコ を 見 て いる と そん な 気 が す る 。 


煙 の よう に 粉 を 舞い 上 げ て 化粧 を し 、 すっ か り 変身 うい うこ と な の だ ろう か 。 OL の 別人 の よう な 変身 ぶ 
し て し まっ た OL の 次 を 見 て 、 シロ ネコ は か な り 驚 い り に 、 自分 の 飼い 主 だ と は 思え ず 威 中 し た の だ ろう 。 
た よう だ っ た 。 背中 の 毛 を 逆 立 て て 声 を 上 げ て いる さら に は シロ ネコ に と っ て 、 化粧 と いう 行為 自体 が 嫌 
姿 は 怒っ て いる よう に も 見 えた が 、 これ は いっ た い ど 悪 す べき も の な の か も し れ な い 。 


@。 科 マッ チョ は 不思議 な 形 の 器具 を 使っ て 運動 し て 2 | 
上 1 いた 。 な に か の 台 に 乗っ て 走っ た り 、 ダ ン ボ ルー | 6 | 

和 表 | | (※ 訳 注 、 ダ ン ベ ル ) を 持ち 上 げた り と 、 さ ま ざ ま 識 4 | 

人 | な 方 法 で 体 を 鍛え て いる 。 うつ 、 | 

本 PT で 体 を 上 下 に 動か し た り 、 あお むけ に な っ て 吟 る - 7 | 


行動 時 間 割 


な ど 、 器具 を 使わ ず に や る 方 法 も ある よう だ 。 


〇 怠 か ら 出 で くる 小動物 


102 号 室 や 202 号 室 な ど に 出没 する こと の 多い 小動物 。 通 


常 は 、 チ キュ ー 人 た ち は 廊 下 を 使っ て 各部 屋 を 移動 し て い rr チョ の 前 内 が 

5 5 ょ へ SO R っ = 人 いち じ る し し ご o の ょ 謎 だ が 、 お 了 
る が 、 ネス ミ は 壁 の 穴 な ど を 使っ て 移動 で きる よう だ 。 単純 Eー | らく 薬 の た ぐい だ ろう 。 画家 や ミ ネコ が 驚い て 
に 体 が 小さ いと いう の も ある が 、 廊下 や 階段 を 使わ な く て も 時 旧 革 いた の で 、 すべ て の チキ ュー 人 が その よう に 変身 


いい と いう 点 で は チキ ュー 人 より も 便利 だ ろう 。 も し か する ( 23 と 
と ネズ ミ は チキ ュー 人 より も 進化 し た 運動 能力 と 知能 を 持 し 
っ て いる の か も し れ な い 。 また 、 彼ら に は 乗客 が 見 えて いた 四 ア ペ | 


画家 が な に 者 が に さら われ た あと 、 マ ッ チョ は ミケ 
ネコ と 外出 。 帰っ て きた と き に は 画家 る 一 緒 だ っ 
た が 、 体 に は 包 帯 が 巻 か れ で いた 。 さら っ て いっ 


に ea | 2 ma 
AM7:00(202) ミケ ネコ に 追い か けら れる 
202 号 室 に 出現 し た ネズ ミ は 、 ミケ ネコ に 追い か けら も 見 えた が 、 ミケ ネコ より も 体 の 小さ な ネズ ミ は 必死 
れ て 絵 の か げに 逃げ 込ん だ 。 どう や ら ネ コ に は ネズ だ っ た 。 よほど 捕まり た く な い の だ ろう 。 も し も 捕 ま 
ミ を 追い か ける 習性 が 、 ネ ズミ に は ネコ か ら 逃 げ る 習 っ て し まっ た ら ど ん な こと に な る の だ ろう か ? ひよ ょ っ 
性 が ある らし い 。 ミケ ネコ の ほう は 遊ん で いる よう に と し た ら 食 べら れ て し まう の か も 。 


た 連中 に ひど い 目 に 合わ され た の だ ろう 。 マッ チ 
ョ が 画家 を 救い 出し た の だ と する と 、 ト レー ニン グ - 
は こう いう と き の た め な の か も し れ な い 。 


ke エト 略 


装 し て や vo 
ee # 39 na 
赤い 帽子 を か ぶっ た の が 隊長 で 、 ヘル メッ ト を か ぶっ た の が 兵 計 や 
wo 長 正 { は 隊長 の 命令 に 応じ て 行動 し し いる よう だ 。 介 呈 経 0 AOR ) ダ 
同じ よう な 外見 の 者 が 何人 も いて 、 それ ぞ れ 銃 な ど で 武 装 し て 半 0 かれ 誕 れ す イ 
いる 。 隊長 と 兵士 は PM9 :00 に 突然 や っ て き て アパ ー ト の 各 RS の に の まま 
た が 」 GR よう の 
所 を 警備 し て いた よう だ っ た が 、 PM11:00 に は 引き 上 げ て いっ 2 ュ 式 多 の チ の 
た 。 いっ た いな ん の た め に や っ て きた の だ ろう 。 カガク シャ が 連 以 ^ 人 6 第 政 ぁ 
れ て いた の も 同じ 兵士 だ っ た 。 兵士 の 顔 は 画家 を 連れ 去っ た 1 ク 解 見 が 数 開い 9 
侵入 者 に 似 て いる が 、 それ と な に か 関係 が ある の だ ろう か ? 】 『 を 上 有 軸 間 付 
い | チ す 世 信 に 業 は | 
ド 7 還 が いや の 超 名 
PM11:00(ROKA) 隊長 が 亡 ろ うと 言い 出す ? 二 1 す ミ の 間 e を クミ 号 
| y 1 2 IS 
アパ ー ト の 各所 に 散ら ば っ た あと 、 し ば らく 各部 屋 の 長 が 別 の 兵士 に な に か を 命じ た の だ 。 その 直後 に 1 上 机 に れ た さ 式 
扉 の そば に じっと 立っ て いた 兵士 た ち だ っ た が 、 兵士 た ち 全員 が 帰っ て いっ た と ころ を 見 る と 、 隊長 6 取 り 7 そ | と 乗 
PM11:00 に 変化 が お きた 。 屋上 に いた 隊長 の も と は 兵士 た ち に も う 帰 ろう と 伝え た の だ ろう 。 た だ 立っ 】 る れ そ 0 文 
に ひと り の 兵士 が や っ て き て 、 その 言葉 を 聞い た 隊 "て いた だ け で 、 目 的 は 果たし た の だ ろう か 。 リ 表 ト 上 の 書 ジコ 
し 寺 、 翌 3 
を 性 
2 定 お 
ミラ て ' 還 謗 す 
6 チ 
宗 ヽ 中 1 NN 机 AM 
以上 、 チ キュ ー 人 た ちの 行動 を 1 日 に わた っ て 観察 し し みた が 、 <、 観察 作業 に も 熱 が 入っ た 。 また 、 彼ら は それ ぞ れ に 影響 6 外 1 
それ ぞ れ に 一 貫 し た 行動 パタ ー ン と いう の は 見 つか ら な か っ を お よ ぼ し 合っ て 生活 し て いる よう で 、 いつ の 間 に か そう し た 4 『 1 
剛 [ 
=。 眠る 時 間 や 食事 の 時 間 、 ひと つ ひ と つの 行動 の 内 容 な 姿 が うら や まし く 思 えて きた 。 こう し た アパ ー ト と いう 集団 住居 】 体 半 
ど は 各自 ば ら ば ら で 統 一 性 は な い 。 それ ぞ れ の 行動 に は 理 で 暮らす と いう の も な か な か 楽し いも の な の か も 知れ な いな 1 軸 | 
解 不明 な 点 も 多かっ た が 、 そう し た 謎 や 多様 性 こそ が 興味 深 " ど と 、 チ キュ ー 人 に 対し て 愛着 さえ 覚え て し まっ た 。 じ 【 に 
1 いこ 
『 痢 


HASDA に より 解析 され 、 
本 物 と され た UFQ 目 撃 写真 


機体 の 上 の ウチ ュ ウ ジン は 報告 書 の も の と は 若 十 違 う 。 お そら く < 一 
世代 前 の 形態 な の だ ろう 。 HASDA は 、 これ を 本 物 と 認め た 。 


今 か ら 十 数 年 前 、 ウ チュ ウジ ン の 手 に より 記録 
され た 「 ダ イマ ・ オ ー 号 乗客 救出 報告 書 」 が 発見 
され た だ た 。 ハ トノ モリ 国 宇宙 開発 事業 団 、 通 称 
HASDA は 対策 本 部 を 設け 、 あら ゆる 知識 人 た 
ちの 手 に より 解読 が 進め られ 、 翻訳 する こと に 成 
功 。 この 公式 見 解 を 民間 の シン クタ ンク で ある 当 
所 が 編集 ・ 発 表す る に いた っ た 経緯 を ここ に 記す 。 

それ に は まず 、 ある ひと つの 事件 に つい て 解 
説 し な けれ ば な ら な い 。 そ の 事件 と は 、 1999 年 
に 起き た 一 軒 の アパ ー ト の 上 空 に 浮か ぶ 未 確認 
飛行 物体 目撃 事件 (以降 「X 荘 事件 ] と する ) で 
ある 。 事件 当時 、 目 撃 さ れ た 飛行 物体 は 大 気 の 
影響 に よる 誤認 と され た が 、 一 部 の 反対 派 の 間 
で 調査 ・ 研 究 が 重ね られ 国際 会 議 の 議題 に も 
度々 取り 上 げ ら れ た 。 し か し 、 当然 の こと な が ら 
各国 機関 に よっ て 見 解 に 大 き な 人 違い が 生じ 、 
般 へ の 報告 まで に は いた っ て いな い 。 

し か し 、 ど の よう な 人 研究 が 進め られ 、 ど の よう 
な 解答 を 得 よ うと も 、 第 1、 2 章 に 掲載 し た | ダイ 
マ ・ オ ー 号 乗客 救出 報告 書 ]( 以 降 「 報告 書 ] と 
する ) に 記さ れ た こと で 、 実際 に UFO が 接近 し て 
いた 事 が 明らか に な っ た 。 そもそも 、 この | 報告 
書 ] と いう チキ ュー 史上 例 を 見 な い 貴 重 な 文献 

発見 は 、 偶然 の 産物 で あっ た 。 十 数 年 前 、 老 
朽 化 が 目立っ て きた XX% 苦 改 築 工 事 を 行なっ た 
際 、 天井 裏 に チキ ュー の 言葉 と は 思え な い 文 字 
で 書か れ た 100 ギ ガ を 超す ディ スク が ある の を 、 
工務 店 員 が 発見 。 大 家 を 通じ 、 住人 に 持ち 主 


一 般 閲 覧 用 「 ダ イマ ・ オ ー 号 乗客 救出 報告 書 ] に 対す る 政府 公式 見 怪 


XX 荘 事件 題 条 記 _ 


ビー 
ビー 


ば 


が いな いか を 調べ た と ころ 、 101 号 室 在 住 の ヒ 
ラオ ・ ホ ー キ ング (仮名 ) が ディ スク の ラベ ル の 文 
AN 
寄り 派出 所 を 通じ て 政府 機関 に 持ち 込ま れ 

て いる 。 ウ チュウ 語 で 書か 2 
HASDA が 、 対策 本 部 を 設け 今日 の 翻訳 に 
どり つい た の は 、 先 に 述べ た 通り だ 。 

客 訳 し た 「 報告 書 ] を 発表 する に あたり 、 生じ 
た 問題 と し て は 各 機 関 の こ れ ま で の 研究 が 憶測 
に すぎ な いも の と な っ た こと で ある 。 その 結果 と し 
て 「 起 こっ て し まっ た 事実 は し か た な い 」 と いう あ 
きら め 、「 我 々 は な に も 知ら な か っ た わけ で は な い 」 
と いう いい わけ の 調 い 、 さ ら に 今後 多数 刊行 が 
予想 され る 当 事 件 に 関す る ゲリラ 本 へ の 対処 も 
含め て 、 事件 当 事 国 の 政府 機関 で ある HASDA 
が 公式 見 解 を 残す こと に な っ た 。 し か し 今後 の 
研究 活動 に 支隊 を きた す 部 分 の 発表 ! は 差し 挫 
えな けれ ば な ら な いこ と も あり 、 民間 シン クタ ンク で 
ある 当所 に 編 築 が 一 任 さ れ た 次 第 だ 。 

規正 範囲 内 の 資料 提示 も 認可 され た 当所 で 
は ある が 、 あ えて 公式 文書 と 一 2 
で 見 解 を “見 怪 " と し 、 一 般 へ の 閲覧 の た め 
術 的 表現 、 物 理学 等 を 用 いた 解析 8 
尚 、 文中 に 登場 する 人 物 名 は すべ て 仮名 と する 。 


開発 研究 所 所 藤 
生 り ・ キ ン ノ スタ 


モリ 大 ウチ ュ ウ 総合 
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一 般 閲 覧 用 | ダイ マ ・ オ ー 与 乗客 救出 報 苦 書 」 に 対す る 政府 公式 見 怪 


アパ ー ト 内 へ 調査 に 赴 い た 主任 研 
究 員 ヒラ オ ・ ジ ャ コ ビ ニ ( 左 ) と 未 確 
認 飛行 物体 を スケ ッ チ し た 画家 サエ 
キ ・ ホ クサ イ ( 右 )。 


か ら の 報告 と 未確認 飛行 物体 の 重要 性 を 重 ん 
じ た HASDA は 、 た だ ち に 主任 研究 員 で あっ た 
ヒラ オ ・ ジ ャ コ ビ ニ (仮名 ) を X 荘 に 派遣 。 ヒラ オ 研 
究 員 は X 荘 上 空 に 未確認 飛行 物体 の 確認 を 報 
宮 し て いる 。 この と き 、 確認 され た 未確認 飛行 物 
体 は マザー 型 UFO と 命名 8 れ た が 、 それ 以前 に 
MMNH4F 

に 拾 乗 する タコ 型 異 星人 の 目撃 報告 が あっ 
2 これ に 関し て | 報告 書 ] で チキ ュー に 接近 す 

ょ はじめ て で ある 、 と され る こと か ら の 異論 

あろ う 。 だ が それ は 、 彼ら が チキ ュー 内 の 時 間 軸 
を 行き 来 する 特殊 能力 が ある こと か ら 、 彼ら の 本 
来 の 生活 時 間 は チキ ュー 時 間 の 数 千 倍 の 速 さ 
で 経過 し て いる 可能 性 が 高く 、 チ キュ ー 接 近 の 事 
実 が 彼ら の 歴史 の 中 に 埋没 され て し まっ た た め と 


1 未確認 飛 


行 物体 の 報 音 


一 般 へ の 情報 公開 は され て いな か っ た が 、 異 
星人 へ の アプ ロー チ は HASDA に と っ て 、 最 重 
要項 目 の ひ と つ で あり 、 専門 の 研究 所 も 設置 き 
れ て いる 。 これ まで 、 政府 、 民間 を 間 わ ず あ ら ゆ 
る 機関 で 数 多く の UFO 目 撃 例 が 研究 きれ て き 
た 。 だ が 、 政府 が 直接 介入 し 、 さら に マス コミ に 
よる 報道 る され 、 UFO 研 究 の ター ニン グ ポ イン ト 
と な っ た の は や は り 「 叉 荘 事件 ] だ ろう 。 

事件 は 1999 年 〇 月 〇 OH、 当時 201 号 室 に 居住 
し て いた 画家 の サエ キ ・ ホ クサ イ が 趣味 の 天体 観 
測 時 に 目撃 し た 未確認 飛行 物体 の イラ スト を 、 最 
寄り 派出 所 に 提出 し た こと に 端 を 発し た 。 派出 所 


サエ キ ・ ホ クサ イ に よる 未確認 飛行 物体 の スケ ッ 
チ ( 左 )。 下 は 持ち 込ま れ た 派出 所 の 著 員 。 彼 に 
より 政府 機関 へ と 報告 され た 。 
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一 般 閲覧 用 | ダイ マ ・ オ ー 号 乗客 救出 報 苦 書 ] に 対す る 政府 公式 見 怪 


トー ニャ ・ ザ ン ギ エフ に よる チャ ー 


リー・ ワ ッ ト 型 異 星人 の スケ ッ チ 。 


推察 され る 。 過去 の マザー 型 UFO 発 見 報告 で 
興味 深い の は 、 1969 年 オロ シア 国 ツ リー ネフ 在住 
の ザン ギ エ フ 父 娘 の も の で ある 。 天体 望遠 鏡 で 
偶然 に も マザー 型 UFO を 目撃 し た ザン ギ エ フ 父 
娘 が 、 国家 機関 へ 報告 の た め に 電話 の ある 居 
間 に 戻っ た 。 する と 同時 に 室内 の 電気 が 突如 、 
点滅 を 始め た と いう 。 原因 を し ら べ る 父親 (当時 
31 才 ) の 修 ら で 娘 ト ー ニ ャ (当時 5 才 ) が 頭 部 か ら 
怪 光 線 を 発する タコ の よう な 生命 体 を 目撃 。 そ の 
直後 、 電気 は 機能 を 回 復 し た と らし い 。 この 件 に 
お いて は 、 双 荘 事件 に お ける チャ ー リ ー・ ワ ッ ト 型 
異 星人 と の 関連 性 が 高い と 認め ざる を 得 な い 。 


ザン ギ エ フ 家 の 居 間 。 異 星人 の そば に は コン セン ト が あっ た 。 


EE 星人 の いた 地点 


| 2 タコ 型 異 星人 に 対す る 


| これ まで の 認識 


X 荘 事件 の 際 、 ヒ ラオ 人 研究員 は 彼 の 開発 し た 
ウチ ナ ュ ウジ ン 発 見 装置 “7 ソウ ルキ ャ ッ チ "で 、 9 種 
類 の 異 星人 の 存在 を 確認 し た 。 ソウ ルキ ャ ッ チ 
は 、 チ キュ ー 内 で の 生息 が 確認 きれ て いる 全 生 
2 『 体 の 精神 エネ ルギー を 祭 知 す 
装置 で ある 。 ソウ ルキ ャ ッ チ が 1 体 の 異 星人 を 
及 こ 複数 回 確認 し た ケー ス が あり 、 も 
っ と も 多く 確認 し た の が タコ 型 異 星人 で あっ た 。 
これ は タコ 型 異 星人 が 乗客 の 救出 活動 の た め 、 
長 時 間 に お よん で X 料 と ダイ マ ・ オ ー 号 の 間 を 行 
き 来 し て いた た めで あろ う 。 ヒラ オ 研 究 員 は タコ 
型 異 星人 が 発する コス モス キャ ナー の 光 を 、 異 
星人 救出 の た め の 撮 彰 装 置 と は 解釈 せ ず 、 XX 荘 
住人 の 捕獲 、 あ る い は X 粧 内 の 物品 を 転送 する 
た め の 装 置 と 認識 。 タコ 型 異 星人 が チキ ュー 征 
服 の 目的 で X 荘 を サン プル 採取 の 場 に 選ん だ 、 
と 報告 し て いる 。 だ が 結局 、 政府 は これ ら す べ 
て の 情報 も 誤認 と 判断 し 、X 荘 か ら の 撤退 を 決 
定 し た (詳細 は 後述 )。 タコ 型 異 星人 の 目撃 情報 
に 関し て は NASU 航 空 ウ チュ ウ 局 の モル タ ・ ス カ 
リー の 1980 年 に お ける 報告 書 が 謗 し い 。 抜粋 
する と 「 ケ ンタ 州 の 片田 舎 で ある ウリ と いう 集落 
で 一 夜 に し て 、 村 中 の 和牛 120 頭 が 消失 し て し まう 
事件 が 発生 。 事件 当日 、 タコ の よう な 生き も の が 
何 本 か の 足 で 直立 歩行 し て いる の を 目撃 し た と 
いう 証言 が 、 も っ と も 被害 の 大 きか っ た 牧場 主 の 
デイ ビッ ト ソ ン 氏 を は じ め と し て 、 複数 報告 きれ た 
た め 、 ウ チュ ウ 局 総務 部 勤務 の 私 が 調査 に 行 カ 
させ られ た の で ある 。( 中 略 ) 村 に 到着 し た 私 は 
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一 般 閲 覧 用 | ダイ マ ・ オ ー 号 乗客 救出 報告 書 ]」 に 対す る 政府 公式 見 怪 


牛 小屋 の 屋根 を 飛び 回 っ て いた と いう タコ 型 異 星人 。 デイ ビッ ト ソ ン 家 の 
ベビ ー 8 導 A メア リー・ カ ント レル が 書い た 。 


和牛 を 襲う タコ 型 異 星人 の 絵 。 牧場 主 デ ビッ ト ・ デ イ ビ ッ ト ソ ン の 証言 を も と に 作成 。 だ が 、 事実 と は 確認 され な か っ た 。 


事件 現場 の 和牛 小 屋 の 屋根 を 明 間 移動 する タコ Nb 隊 
弄 異 星人 を 目撃 。 大 々 的 な 調査 の 開始 を ウチ ュ 3 丸 料 内 の 報 肖 


ウ 局 に 嘆願 し た が 、 翌日 牛 を 盗ん だ 盗賊 団 が 


逮捕 され 、 タコ 型 異 星 人 の 目撃 は 集団 ヒス テリ | 報 吾 書 ] に 見 られ る 異 星人 た ちの 行動 の 多 
ー の 一 種 と 落着 され て し まっ た (後略 ) 」 と ある 。 彩 き に は 和 驚 くば かがり だ が 、 こ れ ま で も 覆面 調査 の 
ちな み に X 壮 事件 に お いて 、 HASDA は 異 星 形 で 当時 の X 蘭 住人 に 対し 、 事 件 当 印 こ 変 わっ 


人 捕獲 の 目的 で ヒラ ォ 人 研究 員 が 開発 し た “ソウ ル た こと が 起こ ら な か っ た か と いう 聞き 込み 調査 は 
ホイ ホイ "と いう 装置 を X 荘 廊下 に 複数 設置 し た 数 回 実施 きれ て いる 。101 号 室 在 住 カ ザマ ツ 
が 、 残念 な が ら 一 体 の 捕獲 も 成功 し て いな い 。 リ ・ サ ブロ ウ の | 確か 、 深夜 12 時 過ぎ に 帰宅 し た 
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X 荘 内 を 自由 に 出入 り し て いた 
野良 猫 ・ ミ ケ ( 左 ) 


人 、 ア パー ト の 廊下 で な に か に すべ っ て 転ん だ 
記憶 が ある 。 で も 、 気がつい た と き に は 外 か ら ア 
パー ト に 向かっ て 歩い て いた 。 時間 も 12 時 前 だ 
っ た 」 な ど 貴 重 な 情 報 が 多かっ た 。 

中 で も 特筆 すべ き は 、 205 号 室 在 住 の ホセ ・ ロ 
ドリ ゲス の 証言 だ ろう 。 彼 は 猫 と 会 話 が で きる 
特殊 な 才能 の 持ち 主 で 、 そ の 事実 は HASDA 
も は っ きり と 認め て いる 。 彼 は X 荘 周辺 を すみ か 
と する 野良 猫 の ミケ か ら の 証言 を 語っ て くれ た 。 

[「 ネコ た ち は ヒ ト よ り ヘ ン な イキ モノ に ビン カン 。 
ミケ 、 あの 日 は アパ ー ト 中 に 見 た こと も な い イ キモ 
ノ が いっ ぱい いた の を 感じ た と イッ テ タ ヨ 」。 

タコ 型 異 星人 に よる 乗客 の 救出 が 完了 する 
と 、 チ キュ ー 内 生物 (人 間 含 む ) と 異 星 人 と の 接 
触 の 事実 は 抹消 きれ て し まう 。 ミケ も 数 回 、 異 星 
人 と 接触 し た 事実 が | 報告 書 ] か ら 明 ら か に な 
っ て いる 。 人間 に と っ て は 即 こ に 見 えな けれ ば 錯覚 
や 記憶 違い と し か 感じ られ な い 異 星人 の 活動 


タイ ム ス リ ッ プ し た と 語る カ ザ マ ツリ ・ サ ブロ ウ 。 
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で は ある が 、 ネコ の 持つ 、 生き も の の 気配 を 祭 
知 する 鋭敏 な 感覚 まで も を ご ま か す こと は で き な 
か っ た わけ だ 。 これ は タコ 型 異 星人 に と っ て 誤 
算 だ っ た で あろ う 。 と は いう も の の 、 XX 荘 事件 当 
時 、 政府 機関 が タコ 型 異 星人 の 活動 を 救出 活 
動 と 判断 で き な か っ た こと は 事実 で あり 、 また 時 
間 軸 を 行き 来 す る 能力 が ある こと も 判明 させ る 
こと は で き な か っ た 。 た だ し 、 すべ て の 異 星人 は 
肉眼 で その 姿 を 見 る こと は 不可 能 だ っ た が 、 ソ 
ウル キャ ッ チ に よっ て 存在 だ け は 確認 し て いた こ 
と は 前 記 の 通り で ある 。 

当初 、 異 星人 の 姿 が 見 えな い の は 大 気 中 の 
Co の 影響 と 考え られ て いた が 、 電磁 波 と フロ ン 
ガス の 影響 で あっ た こと は | 報告 書 ] か ら わ か っ 
た 。 チキ ュー が 現在 の よう な 大 気 状態 、 電磁 波 
使用 を 続け て いる と 、 今後 も X 荘 事件 に 登場 し 
た タイ プ の 異 星人 と の 本 格 的 接触 は 難し い 。 


一 般 閲 


覧 用 「 ダ イマ ・ オ ー 号 乗客 救出 報告 書 ] に 対す る 政府 公式 見 怪 


4 タダ イマ ・ オ ー 号 撃隊 計画 


ヒラ オ 人 研究 員 の 異 星 人 侵入 お よび 未確認 飛 
行 物体 接近 報告 を 受け た HASDA は 、 政府 と 
の 合議 の 結果 、 異 星人 の チキ ュー 侵略 計画 の 
危険 性 を 重視 。 最新 レー ザー 光線 発射 装置 に 
よる 飛行 物体 破壊 、 きら に 侵入 し た 異 星人 を 一 
網 打 記 に する た め に XX 荘 を 完全 破壊 する こと を 
計画 し て いた 。 計画 実行 予定 は 23 時 で あっ た 。 
し か し 、 計画 実行 直前 、 未確認 飛行 物体 は 某 
国 の 気象 衛星 が 大 気 の 影 響 で その よう に 見 え 
た こと が 判明 し 、 計画 は 中 止 さ きれ 、 ヒ ラオ 研究 員 
の 報告 も すべ て 誤認 と され て し まう 。 政府 機関 
は これ に 対し | 実際 の 撃墜 や 破壊 が 起こ ら な か 
っ た こと は 、 さい わい だ っ た と し か いえ な い 。 極 


タコ 型 異 星人 と は 対極 を 成す 存在 ブラ ッ ク コ スモ 。 報告 書 に よれ 
ば 、 彼ら に よっ て チキ ュー が 爆破 され る 危険 も あっ た 。 


uF -a Fagiu in LhE LiFE- EFFirigl. UiPE コ EER.…… py ) 


秘 裏 に 民間 家屋 の 破壊 を 計画 し た こと に 対し て 
は 、 誰が 実行 許可 を 出し た か は わか ら な い が 、 
遺 層 の 意 を 表明 する 」 と 見 解 を 述べ た 。 し か し 、 
UFO が 接近 し て いた の は 「 報告 書 ] に よっ て 現 
実 の こと と 判明 し 、 ヒ ラオ 研究 員 の 報告 も 確か 
な も の で ある こと が わか っ た 。 

X 荘 事件 当時 、 異 星人 の 目的 が チキ ュー 侵略 
で ある と いう 誤っ た 解 秋 の 上 、 UFO 撃 隊 の アク 
ショ ン を 起こ し て いた と すれ ば 、 チキ ュー は ウチ 
ュ ウ 連合 の 敵 で ある と 判断 され 、| 報告 書 ] に 登 
場 す る ブラ ッ ク ・ コ スモ 的 な 立場 に 追い や られ た 
可能 性 が 高い 。 


5 ウナ ュ ウ 連合 お よび コス モ に つい て 


| 報告 書 ] か ら タ コ 型 異 星 人 お よび ダイ マ ・ オ 
ー な ケ の 乗客 で あっ た 異 星人 は 、 いずれ も ウチ ュ 
ウゥ 連合 な る 組織 に 所 属し て いる こと が 判明 し て 
いる 。 当 所 が 解明 で きる 範囲 で は 、 ウ チュ ウ 連 
合 と は 異 星 人 が 居住 する 天体 の 星系 (連合 の 
区 分 で は 、 チ キュ ー は チャ ハヤ 星系 に 区 分 され 
て いる )、 さら に 知 的 生命 体 と し て の レベ ル に より 
加盟 が 認可 きれ る 、 か な り 大 規模 な ウチ ュ ウ 組 
織 で ある こと が 予測 され る 。 また 加里 する 異 星 
人 は いずれ も 、“ コ スモ "に 対す る 名 誉 と 誇り を 抱 
いて いる 点 に 着目 し た い 。 

コス モ の 詳細 に つい た は 、 い まだ 解明 の 域 に 
達し て いな い が 、 どうやら 異 星人 が 生活 する 上 
で 絶対 厳守 すべ き モ ラル を 形成 する 精神 世界 
( 款 教 的 な も の で は な く ) で は な いか と 考え られ 
る 。 ウチ ュ ウ 連合 に 所 属す る 異 星人 に と っ て コス 


一 般 閲 覧 用 「 ダ イマ ・ オ ー 与 乗客 救出 報告 書 」 に 対す る 政府 公式 見 怪 


モ は 、 彼ら の 歴史 で は 古代 に 当たる 時 代 か ら 守 
られ て きた も の な の で あろ う 。 これ まで 、 コス モ を 
杏 定 する 行為 を 起こ し た 異 星人 、 ま た は 反 ウ チ 
ュ ウ 連合 的 組織 に よる クー デ タ ー は 数 回 起き て 
いる こと が 、「 報告 書 ] に 明らか に され て いた 。 そ 
の うち 大 規模 で あっ た も の は 「 コ スモ 戦争 」 と 呼 
ば れ 、 第 3 次 コス モ 戦 争 の 主要 戦士 が タコ 型 異 
星人 で あっ た よう だ 。 ウチ ュ ウ 連合 の 中 で 、 タコ 
型 異 星人 の 立場 は 連合 を 統括 する オビ ピニオン リ 
ー ダ ー 的 存在 で ある よう だ が 、 こ れ は 第 3 次 コス 


モ 戦 争 で の 活躍 に よる 結果 だ ろう 。 

X 荘 事件 に お ける ダイ マ ・ オ ー 号 際 落 の 直接 的 
原因 は エン ジン トラ ブル と きれ て いた が 、 実際 は 
プ ブラック コス モ と 呼ば れる タコ 型 異 星人 と 同 タイ プ 
の 黒色 の 異 星人 に よる ハイ ジャ ッ ク が 原因 だ っ 
た 。 ブラ ッ ク コ スモ こそ 第 3 次 コス モ 戦 争 を 引き 起 
こし た 張本人 で あり 、 双 荘 事件 は 第 4 次 コス モ 戦 
争 に 発展 し た 可能 性 も 高かっ た の で ある 。 そう し 
た 状況 下 で 、 政府 機関 に よる UFO 撃 隊 が 実行 
され て いれ ば 、 チキ ュー は ブラ ッ ク コ スモ 側 の 星 と 


LN 間 
NTU まま っ 
と HL を * AA 


コス モ と は チキ ュー 的 に 考え れ ば 、“ 大 いな る ウチ ュ ウ の 意志 "と で も 言 お うか 。 ウチ ュ ウ を 統べる 末 ぶ べき 精神 世界 、 そ の 想像 図 。 
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判断 され ウチ ュ ウ 連合 の 攻撃 に きら され て いた で 
あろ うこ と は 容易 に 予想 で きる 。 


6 ウチ ュ ウ 連合 加 器 へ の 可能 性 


ウチ ュ ウ 連合 の 認識 で は 、 チキ ュー は 第 3 ウチ 
ュ ウ 人 申 に 位置 する 辺境 の 星 で あり 、 また 知 的 
レベ ル も 低い と 認識 され て いる よう だ 。 し か し な 
が ら 、 救助 され た 異 星人 の 中 に は チキ ュー 人 の 
物理 学 解析 能力 に 驚嘆 し た り 、 芸術 的 才能 に 
最大 の 賛美 を 送っ て いる ケー ス も ある 。 また 、 こ 
れ ま で 紹介 し た X 荘 事件 以前 の UFO お よび 異 
星 人 目撃 情報 以外 に 、 ウチ ュ ウ 連合 に 所 属す る 
と 思わ れる 思 星 人 と チキ ュー 人 が 、 知 的 レベ ル 
で の 接触 を 果たし た と 推 祭 され る 事実 が ある こ 
と も 再 認識 され た 。 それ は エ ジ ビ ピット に 残さ れ て 
いる 鳥 の よう な 生き も の を 描い た 図版 で あり 、 こ 
れ ま で その 図版 は フク ロウ を 描い た も の と 認識 
され て いた が 、| 報告 書 ] に 記載 され た 異 星人 
の 姿 か ら シ ン ケ ン セ ミ 型 異 星人 で ある こと が ほぼ 
間違い な いこ と が 表明 され て いる 。 シ ン ケ ン セ ミ 
型 異 往 人 は 数 学 ・ 物 理学 な ど へ の 知識 が 豊富 
な こと か ら 、 紀元 前 の エ ジ ピ ッ ト に シン ケン セミ 型 
異 星人 が 到来 し 、 ピラ ミッド 建設 に お ける な ん ら 
か の 指導 を し た と 思わ れる 。 その 際 の 感謝 ・ 明 
敬 の 念 が 図版 と し て 残さ れん た の で あろ う 。 

辺境 の 星 ・ チ キュ ー で は ある が 、 そこ に 住む 
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過去 に 2 度 行なわ れ た と いう コス モ 戦 争 だ が 、 も ちろ ん チキ ュー は 参 
戦 し て いな い 。 左 は 想像 図 で ある 。 


我々 が ウチ ュ ウ 連合 に ふさ わし い 知 的 レベ ル を 
有 し て いな いと は 思え な い 。 また 、 コ スモ に 対す 
る 理解 も 5 レクチャー を 受け れ ば 、 順応 可能 で あ 
ろう 。 我々 チキ ュー 人 の 葵 術 的 感覚 を 生か し た 
文化 提供 も で きる だ ろう か ら 、 ウチ ュ ウ 連合 に と 
っ て チキ ュー と の 交流 を 持つ こと は メリ ッ ト も ある 
は ず だ 。 また 、 タ コ 型 異 星 人 に 対し て は 、 今回 
の トラ ブル の 現場 が チキ ュー で あっ た こと を 緑 と 
し て 、 ダイ マ ・ オ ー 号 規模 の UFO 設 計 ・ 製 造 の 
指導 を らら う こと も で きる の で は な い だ ろ うか 。 そ 
れ に 対応 すべ く 、 政府 機関 と し て は ヒラ オ ・ ホ ー 
キン グ 主 任 人 研究員 を 中 心 に 精鋭 陣 に よる 「UFO 
設計 琲 」 を 結成 し た 。 で きれ ば 、 チキ ュー の ウチ 
ュ ウ 連合 加盟 へ の 働き か け は 各国 政府 機関 が 
協力 し て 行う べき だ 。 また 、 実際 に 連合 や タコ 型 
美 生 人 に 接触 を 試み 、 成功 し た ハト ノ モ リ 国 国 
防 省 ウ チュ ウ 開 発 局 の 東部 た ちゃ も いる の だ 。 彼 
ら と の 会 見 を 以降 に 記載 し よう 。 これ を 以 っ て 、 
本 書 を し め さ せ て いた だ く 。 


エンジ ピッ ド に ある ピラ ミッ ド 。 チキ ュー 外 生 命 体 に よっ て 創造 され た 。 


INIERVIEW 
ハト ノ モ リ 国 


国防 省 ウ チュ ウ 開 発 局 野 部 と の 会 見 報告 


ハト モリ 国 国防 省 ウ チュ ウ 開 発 局 幹部 と の 会 見 報告 


会 見 の 行なわ れ た 国防 省 ウ チュ ウ 開 発 局 の ビル 。 精鋭 に よる 研究 
が 極秘 裏 に 進め られ て いる 、 世界 の ウチ ュ ウ 開発 に お ける 中 心地 。 


フル ー テ ィ ー・ ク ドウ (※2) 
年 齢 不詳 

ハト ノ モ リ 国 国防 省 ウ チュ ウ 開 発 局 特 
撮 庁 々 官 。 ウチ ュ ウ 語 の 読解 力 に 優 
れ 、 こ れ ま で 1549 体 の 異 星 人 と の コ 
ンタ クト に 成功 し て いる 。「X 荘 事件 」 の 
ウチ ュ ウ ジン の 行動 全般 に つい て 知り 
得 て い た こと も 多い と いう 。 


ーー なぜ UFO は チキ ュー に や っ て きた の で し 
ょ う ? 本当に 侵略 目的 は な か っ た の で すか 。 
フル ー テ ィ ー・ ク ドウ 氏 (以下 クドウ 氏 ) 但 いき な 
り 核心 に 触れ る ね 。 それ は 、 1、 2 章 に も 書い て 
ある 通り レス キュ ー に 来 た だ け だ 。 侵略 な ん て ま 
つっ だく 震え て いな か ない 。 チ ナチ キ ュー の 人 間 に 、 ち ) っ 
と イン チキ 臭い SF 世界 を 提供 し よう っ て いう コス 
で の 意思 る 0 こと だ よ 。 前 に 一 度 、 ファン ダシ ジー 
調 の 世界 観 を 披露 し た こと が あっ た らし いか ら 
ね (※4)。 今回 は その 対比 みた いな も の だ ね 。 
一 目的 は 、 あ くま で レス キュ ー だ け ? 

クドウ 氏 倫 し つこ いね 。 で も コス モ の 意思 で は 、 
最初 は 舞台 が アパ ー ト っ て 限定 され て いた わけ 
で は な か っ た らし い 。 チキ ュー 規模 の 何 千年 と 
いう 歴史 の 中 に ウチ ュ ウ ジン が いっ ぱい いる か 
ら 、 それ を 探す 予定 も あっ た みた い だ 。 

ネン ドー・ ク ラ シ マ 氏 (以下 クラ シマ 氏 ) まず 
ュー 地図 を 使っ て ワー プ し て いっ た ら 、 ピラ ミッ ド 
作っ て る 現場 で 、 指令 し て いる ウチ ュ ウ ジン が い 
た り 、 サン タク ロー ス が 守 は ウチ ュ ウ ジン だ っ たり 
する 事実 も ある と いう こと だ (※5)。 だ が 、 や は り 
場所 は 限定 し な いと レス キュ ー す る 方 も 大 変 だ 
か ら 、 アパ ー ト に 集まら ざる を えな か っ た ん だ ろう 。 


ネン ドー・ ク ラ シ マ cs) 
年 齢 不詳 

同国 ウチ ュ ウ 開発 局 軍事 顧問 団 々 長 。 
チキ ュー で 唯一 、 宇宙 戦争 に 対応 で き 
る 軍 を 率い て いる 。 か つて は チキ ュー 
各地 の 戦場 で | 黄金 の サソリ | の 異名 
を 取っ た 。「 X 潤 事件 ] の ウチ ュ ウ ジン 
の 造型 に 関し て の 知識 は 非常 に 豊富 。 


クドウ 氏 チキ ュー の キャ ラク ター の 生活 を 見 
せ た い と いう コス モ の 意思 も あっ た ん だ ろう な 。 
最初 は 宇宙 人 が 時 間 を 止め て 、 人 間 の 思考 を 
いじ っ て 別 の 道 に 進ま する よう な プラ ン も 考え て 
いた らし い 。 だ が 結局 は チキ ュー 人 と 接触 する 
の は 避け た 方 が いい と いう 結論 に 達し た らし く 、 
観察 す る だ け に と ど め た 、 と いう こと だ 。 

ー 一 撮影 する と いう レス キュ ー 方 法 は どの よう 
に し て 生ま れ た の か 、 秘 審 を うか が えれ ば 。 
クドウ 氏 邊 撮影 し て こ レ スキュー する っ て いう の 
は 、 突発 的 に 生ま れ た 方 法 な ん だ よ 。 ほら 、 心 
寺 写 真 が 偶然 撮れ た 、 な ん て いう 感覚 が ほし か 
っ た らし い 。 まあ 、 電磁 渡 と フロ ン ガ ス の 彰 響 も 
内 つて い だ よ うり だ けど ね 。 と に か く 、 50 太 の ウチ 
= ジン が アパ ー ト の どこ に 隠れ て いて 、 チキ ュ 
ー 人 と どう か らむ か は 自由 意思 だ か ら 。 予想 が 
つく ん で も な いし (※6)、 偶然 と いう 感覚 が 大 事 
に 2 な の だ ろう 。 

ーー ウチ ュ ウ ジン の ば っ ち シ ー ン も 彼ら の 自由 
意思 な の で し ょ うか ? 

クラ シマ 氏 替 と いう より 、 ば っ ち シ ー ン を は じ め 、 
ウチ ナチュ ウジ ン の 交 は すべ て コス モ (※7) の 自由 意 
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分 で 造形 まで 完成 し た らし い 。 試行 錯誤 が あっ 
だ た の は マ ホ イ か な 。 マッチ ョ の 後ろ で 踊る っ て い 
う 特 徴 は 最初 か ら 決 め ら れ て いて 、 YMCK と い 
う ポ ー ズ に 対応 し た ウチ ュ ウ ジン 4 匹 を 用 意 し た 
らし い が 、 4 人 だ と 座席 が も っ た いな いか ら 、 ひ 
と り が 4 種類 に 変形 する よう に し た らし い 。 その 
結 来 マ ホ イ が ひと り だ け で 、 マッ チョ の 後ろ に か 
けら れ た 服 を 行き 来 す る こと に な っ た 。 

ーー ウチ ュ ウ ジン の 種類 が こん な に いる な ん て 
思っ て も みな か っ た の で す が 。 

クラ ンマ 氏 答 ウチ ュ ウ は 広い か ら ね 。 それほど 
多く の ウチ ュ ウ ジン が いる と いう こと だ ろう 。 し か 
し 、 どれ も コス モ の 名 の も と に 、 数 多く 生み 出さ 
れ て いた らし い 。 最初 は 有名 な 黄色 い 電 気 ネ ズ 
ミ や 、 も っ と 有名 な アメ リカ の 耳 の 大 き な ネ ズミ に 
そっ くり の 宇宙 人 も いた よう だ 。 

ー 一 今回 の 救出 活動 を 通し て 、 ウ チュ ウジ ン た 
ち に は チキ ュー 人 の 姿 、 考 え 方 が 、 ど ん な 風 に 
見 えた ん で し ょ う ね 。 

クドウ 氏 人生 チ キュ ー の 24 時 間 は コス モ 時 間 で 
48 分 。 一 日 の 生活 が 48 分 で 見 られ る ん だ か ら 、 
面白かっ た みた い だ よ 。 OL な ん か 外 の 顔 と 部 
屋 の 顔 じ ゃ 全然 違う し 、 寝息 も 、 ひ と り の チキ ュ 
ー 人 で も よく 聞い て る と 呼吸 の リズ ム が 変わ る こ 
と に も 驚い て いた 。 101 号 室 の 親子 が 心 を 通い 
あわ せる 場面 が 見 られ た り し て 、 レス キュ ー よ り も 
楽し め た みた い だ 。 住人 の バッ クボ ー ン も わか 
っ て 感情 移入 お で きた みた い だ し (※8)。 

ーー レス キュ ー を 通じ て 、 チ キュー 人 と ょ 放 力 す 
る よう な 考え は な か っ た ん で すか ね 。 
クドウ 氏 夫 プラ ッ ク コ スモ を チキ ュー 人 と 協力 


思 だ 。 た と えば 、 は ちん こ ひ め は 、 コ スモ 時 間 5 


し て 倒 そ うっ て いう プラ ン は 、 上 の 方 で は あっ た 


らし い 。 で も 、 レス キュ ー の 指示 を 出し て いた ボ 
ス の 考え と し て は 、 レス キュ ー が 終わ れ ば チキ ュ 
ー は どう な っ て も いい と いう 結論 に 達し た よう だ 
ね 。 役 ら に と っ て は 、 チキ ュー が 爆発 し て も 痛く も 
か ゆく も な いん だ か ら 。 で も 、 タイ ム パ ラド ックス で 
チキ ュー 人 が 救助 に 来 た 母 船 を 撃隊 する ケー 
ス も 起こ り 得 て いた か も し れ な い (※9)。 

ーー ウチ ュ ウ ジン か ら メ ッ セ ー ジ は あり ます か 。 
クドウ 氏 重 別に エコ ロジ カル な こと を 訴え か け 
よう と いう つも り は な いら し い 。 お 互い 、 変 に 感 
情 移入 し て “僕ら は みん な 生き て いる "みた いな 
大 え を 押し つけ る 気 は な いっ て こと 。 まあ 、 楽し 
く や っ て いけ ば 、 それ で いい ん じゃ な いか な 。 


※1…TUFO』 を 作っ た ラブ デリ ッ ク の ひと た ちの こと 。 
※2… ラ ブ デ リッ ク 工藤 太郎 氏 (30) プ 『UFOI の 宇宙 企画 、 イ 
ベン ト 全 般 の 盛り 上 げ 、 フル ー ト 演奏 を 担当 。 
※3… ラ ブ デ リッ ク 倉島 一 幸 氏 (28) プ 『UFO』 の キャ ラク ター グ 
ラフ ィ ッ ク 担 当 。 乗客 リス ト の 粘土 は 彼 の 作品 。 新婚 。 
※4…「UFO」』 と 以前 発表 し た RPG『MOON] と の コン セプト の 店 
い を 語っ て いる と ころ 。 3 
※5…『UFOl』 の 初期 プラ テン で は 、 時 代 を 越え て 地球 を 行き 来 し 、 
そこ に いる 宇宙 人 を 探す と いう 壮大 な アイ デア も あっ た 。 
※6… 宇 宙 人 の 特徴 、 ア パー ト 住 と の か ら み は 、 基本 的 に ラブ 
デリ ッ ク 精 鋭 陣 の 思い つき 。 時 間 に 追 われ 、 急い で 作っ た 
も の も あれ ば 、 社内 の 流行 が 反映 され て いる も の も ある 。 
※/… し つこ いよ うだ が 、 こ の ゲー ム を 作っ た 人 た ち で ある ラブ デリ ッ 
ク の スタ ッ フ の アド リブ 的 発想 を 含ん だ 思い つき の こと 。 彼ら 
の 思い つき は 、『UFO』 の 世界 で は 神 の 声 も 同然 で ある 。 
※8… あ る 条件 を 満た す と 、 ゲー ム 中 に 登場 する チキ ュー 人 の プロ 
フィ ー ル が 明か され る 。 
※9… 全 員 の 救出 が 完了 すれ ば 、 ブ ラッ クコ スモ を 逮捕 し な く て も 
ゲー ム は エン ディ ング を 迎え る 。 し か し 、 全員 の 救出 が 未完 
了 の まま PM11:00 に 行く と 、 明らか な バッ ド ・ エ ンド と な る 。 
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